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１．会社別車両数・乗務員数

＜乗合バス＞

〔会員〕
（両）

事  業  者  名 乗合バス車両数

京 浜 急 行 バ ス 株 式 会 社 ５７４

横 浜 市 交 通 局 ７８９

神 奈 川 中 央 交 通 株 式 会 社 １，６６９

川 崎 鶴 見 臨 港 バ ス 株 式 会 社 ３６６

箱 根 登 山 バ ス 株 式 会 社 １４０

伊 豆 箱 根 バ ス 株 式 会 社 ４７

東 急 バ ス 株 式 会 社 ４４１

川 崎 市 交 通 局 ３０４

相 鉄 バ ス 株 式 会 社 ３１５

富士急 モ ビ リ テ ィ 株式会社 ３０

小 田 急 バ ス 株 式 会 社 １８３

株 式 会 社 江 ノ 電 バ ス ２２６

大 新 東 株 式 会 社 ８

株式会社 フ ジ エ ク ス プ レ ス １０

横 浜 交 通 開 発 株 式 会 社 １１

ベイラインエクスプレス株式会社 １５

株 式 会 社 　 桜 　 交 　 通 ２３

株 式 会 社 ア イ ビ ー エ ス ８※

計 ５，１５９

（※）貸切と併用 令和７年12月末現在（会員事業者保有車両数）
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〔県内〕 年度末　　　　　項　目 乗合バス車両数 運　転　者　数 車　  掌  　数
昭 和 ５５ 年 度 ４，６５３   （両） ７，８８０   （人） ６４　（人）

５６ ４，７２０ ７，９４５ ６５
５７ ４，８０３ ７，９９４ ５５
５８ ４，７８９ ８，０３０ ６８
５９ ４，８４３ ８，０７４ ６２
６０ ４，８８５ ８，１２７ ５５
６１ ４，９３０ ８，２１３ ４２
６２ ４，９５１ ８，３８１ １８
６３ ５，０２５ ８，４４１ １５

平  成  元  年  度 ５，０６４ ８，６１０ ７
２ ５，０８６ ８，６１６ ９
３ ５，１１２ ８，６８４ ８
４ ５，１４９ ８，７８３ ７
５ ５，１３８ ８，９２４ ２
６ ５，１４５ ８，６９５ －
７ ５，１３９ ８，６５１ －
８ ５，１４８ ８，６１２ ４
９ ５，１１９ ８，７７３ １２

１０ ５，０９７ ８，７１６ ３
１１ ５，０７０ ９，０５２ １２
１２ ５，１００ ９，１９９ １０
１３ ５，０５７ ９，１３０ １０
１４ ５，０７３ ９，１４２ ９
１５ ５，０４２ ８，９２６ ４
１６ ５，０７３ ９，０７６ ７
１７ ５，０２６ ９，０３１ １０
１８ ５，０３４ ９，０４８ ９
１９ ５，０１３ ９，０８３ １４
２０ ５，０４９ ８，９９０ １３
２１ ５，０４６ ９，０４２ １０
２２ ５，０８６ ８，９８２ １０
２３ ５，０９４ ８，９４６ ８
２４ ５，２２２ ９，１５９ １０
２５ ５，３８３ ９，２１５ １３
２６ ５，３６６ ９，３６５ １４
２７ ５，４１７ ９，３５４ １０
２８ ５，４８８ ９，３５６ ９
２９ ５，４７３ ９，３３９ ９
３０ ５，４６９ ９，２３０ ８

令  和  元  年  度 ５，４９５ ９，０２９ ４
２ ５，３６１ ８，９５８ ３
３ ５，２６９ ８，７４０ －
４ ５，４０８ ８，６７０ －
５ ５，４１６ ８，４９７ －
６ ５，３９３ ８，４１４ －
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＜貸切バス＞

〔会員〕
事　　業　　者　　名

貸　切　バ　ス　車　両　数
大型 中型 小型 コミューター 計

京 浜 急 行 バ ス 株 式 会 社 ９ ２ １１
横 浜 市 交 通 局 ２５ ２５
神 奈 川 中 央 交 通 株 式 会 社 ６ ５ ６ １７
川崎鶴見臨港 バ ス 株式会社 ７ ７
箱 根 登 山 バ ス 株 式 会 社 ８ ２ ４ １４
伊 豆 箱 根 バ ス 株 式 会 社 ７ ７
東 急 バ ス 株 式 会 社 ８ ４ ２ ２ １６
川 崎 市 交 通 局 ３ ２ ５
相 鉄 バ ス 株 式 会 社 ６ ３ ９
富士急 モ ビ リ テ ィ 株式会社 １５ ３ １８
小 田 急 バ ス 株 式 会 社 ５ ５
株 式 会 社 江 ノ 電 バ ス ６ ６
大 新 東 株 式 会 社 ６ １ ８ １５
株式会社 フ ジ エ ク ス プ レ ス ８ ８
ベイラインエクスプレス株式会社 １１ １ １２
株 式 会 社 ア イ ビ ー エ ス １４ ２ １ １ １８
神 奈 中 観 光 株 式 会 社 ３０ ３０
東 洋 観 光 株 式 会 社 ２２ １ ３ ２６
東 都 観 光 バ ス 株 式 会 社 ３６ ３ ３９
株 式 会 社 グ リ ー ン キ ャ ブ ９ １ １０
株 式 会 社 ふ じ ば す １１ ４ ６ ２１
神 田 交 通 株 式 会 社 ２７ ５ １７ ４９
つ ば め 観 光 バ ス 株 式 会 社 ３ １ ２ ６
杉 崎 運 輸 株 式 会 社 ６ １ １０ １７
天 台 観 光 株 式 会 社 １１ ３ ２４ １ ３９
シ テ ィ ア ク セ ス 株 式 会 社 ６ ３３ ３９
横 バ ス 観 光 株 式 会 社 ９ ３ １５ ２７
ス バ ル 観 光 バ ス 株 式 会 社 ２ ４ ６
フ ジ 交 通 株 式 会 社 １ １ ９ １ １２
株 式 会 社 　 マ 　 コ 　 ト ３ １１ １ １５
カ ミ コ ウ バ ス 株 式 会 社 ９ １ ２ １２
厚 木 元 湯 観 光 株 式 会 社 １４ １４
江 ノ 島 タ ク シ ー 株 式 会 社 １ １０ ２ １３
株 式 会 社 朝 倉 自 動 車 １０ １ １ １２
中 日 臨 海 バ ス 株 式 会 社 ８５ １８ １４ １１７
株 式 会 社 三 浦 観 光 バ ス ７ １４ １ ２２
ミ ヤ コ バ ス 株 式 会 社 ４ ２ ６ １２
株 式 会 社 丹 沢 交 通 ８ ４ ２ １４
株 式 会 社 宮 島 運 輸 ５ ３ １０ １８

（両）年度末　　　　　項　目 乗合バス車両数 運　転　者　数 車　  掌  　数
昭 和 ５５ 年 度 ４，６５３   （両） ７，８８０   （人） ６４　（人）

５６ ４，７２０ ７，９４５ ６５
５７ ４，８０３ ７，９９４ ５５
５８ ４，７８９ ８，０３０ ６８
５９ ４，８４３ ８，０７４ ６２
６０ ４，８８５ ８，１２７ ５５
６１ ４，９３０ ８，２１３ ４２
６２ ４，９５１ ８，３８１ １８
６３ ５，０２５ ８，４４１ １５

平  成  元  年  度 ５，０６４ ８，６１０ ７
２ ５，０８６ ８，６１６ ９
３ ５，１１２ ８，６８４ ８
４ ５，１４９ ８，７８３ ７
５ ５，１３８ ８，９２４ ２
６ ５，１４５ ８，６９５ －
７ ５，１３９ ８，６５１ －
８ ５，１４８ ８，６１２ ４
９ ５，１１９ ８，７７３ １２
１０ ５，０９７ ８，７１６ ３
１１ ５，０７０ ９，０５２ １２
１２ ５，１００ ９，１９９ １０
１３ ５，０５７ ９，１３０ １０
１４ ５，０７３ ９，１４２ ９
１５ ５，０４２ ８，９２６ ４
１６ ５，０７３ ９，０７６ ７
１７ ５，０２６ ９，０３１ １０
１８ ５，０３４ ９，０４８ ９
１９ ５，０１３ ９，０８３ １４
２０ ５，０４９ ８，９９０ １３
２１ ５，０４６ ９，０４２ １０
２２ ５，０８６ ８，９８２ １０
２３ ５，０９４ ８，９４６ ８
２４ ５，２２２ ９，１５９ １０
２５ ５，３８３ ９，２１５ １３
２６ ５，３６６ ９，３６５ １４
２７ ５，４１７ ９，３５４ １０
２８ ５，４８８ ９，３５６ ９
２９ ５，４７３ ９，３３９ ９
３０ ５，４６９ ９，２３０ ８

令  和  元  年  度 ５，４９５ ９，０２９ ４
２ ５，３６１ ８，９５８ ３
３ ５，２６９ ８，７４０ －
４ ５，４０８ ８，６７０ －
５ ５，４１６ ８，４９７ －
６ ５，３９３ ８，４１４ －



4

〔会員〕
事　　業　　者　　名

貸　切　バ　ス　車　両　数
大型 中型 小型 コミューター 計

株 式 会 社 足 柄 観 光 バ ス １ １ ５ ７
株式会社 オ リ エ ン タ ル 観光 １ ４ １０ １ １６
ア ー バ ス 観 光 株 式 会 社 ４ ４
株式会社シティアクセス相模 １６ ２ １２ ３０
株式会社TOP Location Service ６ １ ７
有 限 会 社 本 牧 運 輸 １６ １６
株 式 会 社 は と バ ス ５ ５
日 の 丸 自 動 車 興 業 株 式 会 社 １２ １ １３
Ｙ Ｍ 交 通 株 式 会 社 ７ ２ ８ １７
有 限 会 社 宮 浦 観 光 バ ス ６ １ １ ８
東京ヤサカ観光バス株式会社 １０ ２ １２
株 式 会 社 日 伸 交 通 ２ ５ ７
秦 野 交 通 株 式 会 社 ２ １ ６ ９
東 栄 運 輸 株 式 会 社 １０ １０
ロジスティードオートサービス株式会社 ５ １０ １５
株式会社プリンシブル自動車 ２４ １ ２ ２７
フロンティア観光バス株式会社 １６ １６
株 式 会 社 バ ス 窓 ． c o m ４ １ ５
光 輝 観 光 バ ス 株 式 会 社 ９ ２ ５ １６
株 式 会 社 共 同 ９ １ １０
泉 の 交 通 株 式 会 社 ９ ３ ５ １ １８
株式会社平成エンタープライズ ７ ２ ９
有限会社 ド リ ー ム 観光 バ ス ７ ４ ３ １ １５
か も め 交 通 株 式 会 社 ２ １ ９ ２ １４
株 式 会 社 公 善 社 １ ４ ５
有 限 会 社 誠 観 光 ５ ５
株 式 会 社 ピ ー ス ジ ャ パ ン ５ ５
株 式 会 社 ユ タ カ ト ラ ベ ル １ ４ ２ ７
株 式 会 社 玉 川 ３ １ ３ ７
株 式 会 社 ロ イ ヤ ル ホ ー ル ３ ３
株 式 会 社 城 北 交 通 ５ ５
南 多 摩 運 送 株 式 会 社 ２ １ ３
イ ー ス タ ン 企 画 株 式 会 社 ７ １０ １７
西 東 京 バ ス 株 式 会 社 １０ １０

計 ６５３ １１９ ３４７ １７ １,１３６

令和７年12月末現在（会員事業者保有車両数）

（両）
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〔会員〕 項目
年度末

貸切バス車両数
運転者数 車掌数

大型 中型 小型 計
昭和55年度 455 49 0 504（両） 564（人） 489（人）

56 456 53 2 511 557 493
57 460 59 4 523 577 567
58 457 63 10 530 579 586
59 457 65 10 532 581 556
60 457 79 32 568 611 599
61 460 87 55 602 657 617
62 477 87 75 639 711 620
63 487 93 90 670 741 578

平成元年度 489 93 108 690 774 641
2 497 95 134 726 816 622
3 500 94 165 759 845 594
4 504 107 167 778 904 592
5 498 111 174 783 906 644
6 508 113 178 799 874 579
7 499 115 186 800 846 512
8 503 121 206 830 807 426
9 441 135 256 832 853 384
10 463 144 301 908 916 371
11 426 127 325 880 942 349
12 395 130 322 847 980 347
13 484 135 312 931 1,101 376
14 478 135 325 938 1,107 311
15 494 133 336 963 1,108 273
16 549 156 361 1,066 1,209 250
17 542 150 376 1,068 1,226 217
18 529 142 384 1,055 1,230 157
19 518 140 382 1,040 1,220 155
20 566 159 385 1,110 1,334 146
21 597 169 380 1,146 1,390 137
22 623 168 387 1,178 1,340 132
23 602 165 396 1,163 1,354 107
24 611 195 420 1,226 1,437 115
25 618 172 420 1,210 1,281 101
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項目
年度末

貸切バス車両数
運転者数 車掌数

大型 中型 小型 計
平成26年度 590 158 385 1,133 1,230 101

27 594 156 380 1,130 1,143 97
28 639 182 387 1,208 1,277 107
29 680 198 404 1,282 1,267 100
30 670 189 389 1,248 1,244 89

令和元年度 678 182 401 1,261 1,231 81
２ 624 168 367 1,159 1,078 68
３ 638 151 363 1,152 1,150 58
４ 642 133 366 1,141 1,072 51
5※ 622 135 361 1,118 1,063 46
６※ 615 127 354 1,096 1,115 43

※中型には新区分中型、小型には新区分小型、コミューターを含む� （会員認可車両数）
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２．乗合バス車両数・総走行キロ・輸送人員・営業収入

〔県内〕 年度 車　両　数 総走行キロ 輸  送  人  員 営  業  収  入
昭和27年度 954（両） 35,677（千キロ） 138,647（千人） 1,902,860（千円）

28 1,086 42,885 174,320 2,416,320
29 1,143 46,769 200,731 2,750,603
30 1,214 50,683 222,424 3,020,424
31 1,337 55,293 251,419 3,306,727
32 1,476 60,543 290,985 3,737,965
33 1,605 66,887 315,511 4,189,091
34 1,797 74,496 353,258 4,978,285
35 1,999 84,127 412,211 5,825,869
36 2,253 92,833 479,585 6,812,266
37 2,564 104,970 561,803 8,021,596
38 2,780 121,917 645,517 9,583,821
39 3,000 134,546 707,137 10,791,135
40 3,233 143,776 709,617 13,102,697
41 3,405 151,173 740,238 14,697,900
42 3,639 160,626 782,046 16,175,238
43 3,914 169,671 799,228 19,195,768
44 4,025 175,147 847,273 20,266,221
45 4,149 181,024 887,043 21,935,371
46 4,454 185,397 907,445 24,915,486
47 4,367 191,392 950,515 28,755,742
48 4,461 198,200 984,262 37,255,390
49 4,479 191,999 948,276 42,075,371
50 4,516 192,883 906,448 48,525,413
51 4,539 193,353 847,947 59,065,492
52 4,548 193,902 828,216 62,701,893
53 4,581 194,420 827,756 65,388,950
54 4,629 198,444 817,215 71,773,111
55 4,653 200,012 815,417 74,948,206
56 4,722 201,972 799,206 82,760,271
57 4,801 204,266 789,230 88,921,745
58 4,804 206,825 786,608 93,451,910
59 4,868 207,878 783,361 97,161,287
60 4,903 212,107 778,679 104,975,456
61 4,948 212,247 787,482 106,823,995
62 4,981 217,131 799,389 111,079,612
63 5,035 218,634 809,130 113,754,041

平成元年度 5,085 223,311 818,737 119,185,918
２ 5,104 226,331 822,146 122,807,351
３ 5,142 228,295 829,661 126,407,479
４ 5,167 231,101 821,552 132,633,033
５ 5,140 225,212 793,854 127,749,200
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年度 車　両　数 総走行キロ 輸  送  人  員 営  業  収  入
平成６年度 5,145（両） 233,728（千キロ） 769,248（千人） 127,120,356（千円）

７ 5,139 222,017 754,815 127,199,022
８ 5,148 219,622 741,217 125,386,177
９ 5,119 218,631 729,884 123,599,382（※）
10 5,097 219,387 713,319 122,085,715
11 5,070 216,916 690,783 118,291,445
12 5,100 213,811 684,153 117,208,701
13 5,057 215,930 673,608 115,654,663
14 5,073 214,898 666,908 114,092,058
15 5,042 215,017 662,136 113,040,328
16 5,073 215,638 639,795 110,391,790
17 5,026 217,031 641,955 110,881,791
18 5,034 216,219 648,522 111,515,712
19 5,013 217,704 652,853 113,205,674
20 5,049 216,957 649,323 111,821,367
21 5,046 217,614 631,957 109,206,275
22 5,086 216,858 627,361 108,640,726
23 5,094 220,511 638,236 110,236,015
24 5,222 230,054 646,868 114,187,357
25 5,383 234,670 656,928 116,223,096
26 5,366 236,000 661,095 116,586,237
27 5,417 234,984 669,058 117,401,537
28 5,488 234,090 672,930 118,197,764
29 5,473 231,444 674,553 118,948,304
30 5,469 230,198 681,376 120,237,355

令和元年度 5,495 226,640 672,495 117,885,128
２ 5,361 200,145 505,277 84,457,255
３ 5,269 192,091 536,631 95,179,978
４ 5,408 195,612 576,956 105,528,741
５ 5,416 192,298 599,435 115,512,692
６ 5,393 183,274 611,612 119,670,315

（※）平成９年度からは運送収入
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３．貸切バス車両数・総走行キロ・輸送人員・営業収入

〔県内〕 年度 車　両　数 総走行キロ 輸  送  人  員 営  業  収  入
昭和27年度 79（両） 2,078（千㎞） 1,018（千人） 170,796（千円）

28 103 3,223 1,601 273,766
29 113 3,526 1,753 304,972
30 116 4,234 2,058 356,900
31 132 5,053 2,305 455,085
32 150 5,542 2,525 560,267
33 162 6,194 2,867 632,081
34 206 7,094 3,049 725,391
35 250 8,772 3,602 910,499
36 339 11,612 4,020 1,212,306
37 391 13,796 4,488 1,459,995
38 465 15,773 4,920 1,669,658
39 502 18,295 5,397 1,904,085
40 515 17,807 5,176 1,969,073
41 511 18,557 5,242 2,017,671
42 506 19,982 5,388 2,244,224
43 477 19,330 5,183 2,380,588
44 477 23,886 5,185 3,022,312
45 478 24,395 4,793 3,670,287
46 478 23,807 5,001 3,644,805
47 477 28,500 5,863 4,351,345
48 467 24,922 5,117 4,869,524
49 469 23,302 4,676 5,609,701
50 481 25,479 4,685 6,366,590
51 480 26,466 4,684 6,822,798
52 482 25,971 4,891 7,654,589
53 484 29,277 5,272 8,436,693
54 502 29,694 5,324 9,318,448
55 506 30,718 5,236 10,135,639
56 513 32,260 5,426 10,762,260
57 528 33,210 5,326 11,347,834
58 538 35,394 5,634 12,108,613
59 558 36,056 5,244 12,927,764
60 599 37,275 5,268 13,907,468
61 612 38,736 5,506 14,278,021
62 648 41,657 5,809 15,144,869
63 677 44,342 6,165 16,167,601

平成元年度 707 44,377 6,020 16,353,204
２ 745 45,462 6,166 18,697,013
３ 770 46,592 6,456 20,109,534
４ 800 46,467 6,369 20,080,014
５ 801 47,979 7,072 19,238,781
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年度 車　両　数 総走行キロ 輸  送  人  員 営  業  収  入
平成６年度 830（両） 50,534（千㎞） 7,517（千人） 18,910,524（千円）

７ 827 48,403 7,440 17,755,610
８ 846 45,719 7,052 17,091,710
９ 848 43,455 7,587 15,971,882（※）
10 932 42,165 7,860 15,142,096（※）
11 917 46,292 9,243 15,327,786（※）
12 934 46,736 8,533 14,992,858（※）
13 1,101 51,027 9,498 15,450,494（※）
14 1,147 55,878 10,195 16,920,239（※）
15 1,126 58,944 10,756 16,966,738（※）
16 1,277 60,412 12,461 17,397,733（※）
17 1,288 66,694 16,654 18,262,181（※）
18 1,335 70,636 18,240 18,373,337
19 1,352 75,704 19,569 19,010,977
20 1,413 70,785 20,835 18,204,175
21 1,478 72,768 18,365 20,434,740
22 1,511 71,707 18,812 19,650,202
23 1,484 68,614 18,354 18,769,515
24 1,576 69,425 18,594 18,932,584
25 1,592 74,262 19,265 18,954,127
26 1,530 70,431 19,382 18,413,280
27 1,494 53,270 17,905 21,141,529
28 1,501 50,156 10,688 20,236,031
29 1,491 48,066 12,488 19,909,419
30 1,439 47,217 16,478 22,631,575

令和元年度 1,440 47,340 19,597 14,796,495
２ 1,363 26,129 11,334 2,026,156
３ 1,340 24,549 12,412 13,262,589
４ 1,327 27,843 13,492 14,124,052
５ 1,301 31,848 14,401 14,540,866
６ 1,274 68,814 13,958 20,734,380

（※）平成９年度から平成17年度は運送収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会員外も含む）
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＜乗合バス＞
項目

年度
実  働  １  日  １  車  当  た  り

総走行キロ 輸送人員 営業収入
（㎞） （人） （円）

昭和30年度 133 582 7,850

35 134 661 9,263

40 140 689 12,754

45 136 668 16,516

50 141 663 35,473

55 130 530 48,724

56 130 514 53,223

57 130 501 56,498

58 131 497 58,989

59 131 492 61,054

60 131 484 65,282

61 132 487 66,054

62 132 487 67,721

63 133 491 68,966

平成元年度 133 488 71,093

2 133 484 72,341

3 133 483 73,731

4 133 477 76,303

5 123 437 73,281

6 123 423 72,175

7 130 442 74,458

8 130 438 74,126

9 130 433 73,306（※）

10 130 423 72,424

11 130 414 70,913

４．実働１日１車当たり総走行キロ・輸送人員・営業収入

項目
年度

実  働  １  日  １  車  当  た  り
総走行キロ 輸送人員 営業収入

（㎞） （人） （円）

12 129 412 70,523

13 129 404 69,308

14 130 404 69,190

15 131 404 68,887

16 132 393 67,803

17 133 395 68,152

18 135 405 69,673

19 134 403 69,890

20 134 401 68,968

21 134 389 67,136

22 133 386 66,765

23 134 388 67,067

24 138 389 68,601

25 140 392 69,355

26 140 393 69,253

27 139 395 69,243

28 138 397 69,719

29 137 399 70,334

30 136 401 70,772

令和元年度 133 394 69,100

２ 124 313 52,278

３ 121 339 60,088

４ 122 360 65,892

５ 121 376 72,464

６ 118 392 76,706

（※）平成９年度からは運送収入
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＜貸切バス＞
項目

年度
実  働  １  日  １  車  当  た  り

総走行キロ 輸送人員 営業収入
（㎞） （人） （円）

昭和30年度 106 60 9,675

35 129 54 13,807

40 154 45 17,017

45 198 39 29,722

50 208 38 51,974

55 213 36 70,115

56 216 36 72,009

57 217 35 74,236

58 216 35 73,945

59 229 33 82,078

60 229 32 85,576

61 229 33 84,499

62 232 32 84,172

63 230 32 83,739

平成元年度 229 31 84,206

2 230 31 94,710

3 226 31 97,514

4 225 30 97,137

5 233 38 90,918

6 230 33 90,450

7 232 36 85,793

8 232 36 86,638

9 219 38 80,449（※）

10 204 38 73,313（※）

11 208 42 68,826（※）

項目
年度

実  働  １  日  １  車  当  た  り
総走行キロ 輸送人員 営業収入

（㎞） （人） （円）

12 214 39 68,674（※）

13 208 39 62,836（※）

14 209 38 63,385（※）

15 210 38 60,405（※）

16 204 42 58,826（※）

17 209 52 57,096（※）

18 214 55 55,700

19 225 58 56,539

20 214 63 55,036

21 209 53 58,572

22 207 54 56,709

23 204 55 55,791

24 205 55 55,805

25 221 57 56,385

26 218 60 57,070

27 169 57 66,888

28 167 36 67,495

29 165 43 68,343

30 173 61 83,125

令和元年度 161 67 50,368

２ 139 60 10,803

３ 119 60 64,396

４ 128 62 65,148

５ 141 64 64,295

６ 264 54 79,566

（※）平成９年度から平成17年度は運送収入
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５．乗合バス許可キロ（免許キロ）

年度 許可キロ（免許キロ） 年度 許可キロ（免許キロ） 年度 許可キロ（免許キロ）
昭和30年度 2,206（キロメートル） 12 5,195（キロメートル） ３ 7,332（キロメートル）

35 2,860 13 5,330 ４ 7,739
40 3,891 14 5,554 ５ 7,694
45 4,093 15 5,531 ６ 7,430
50 3,985 16 5,460
55 4,071 17 5,693
60 3,997 18 5,816
61 4,302 19 5,958
62 4,068 20 6,090
63 4,353 21 5,964

平成元年度 4,417 22 5,996
2 4,946 23 6,065
3 4,765 24 6,092
4 4,804 25 6,151
5 4,796 26 6,466
6 4,745 27 6,542
7 4,917 28 7,043
8 4,877 29 7,327
9 4,988 30 7,386
10 5,000 令和元年度 7,725
11 5,203 ２ 7,628

　バス路線網は昭和40年代以降後半迄に殆んど充足し、その後は４千キロを境に
前後し推移してきたが、63年度からは高速バスの開業により著しく伸びた。
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令和７年12月末
ブロック

事業者名
京浜ブロック（均一区間制） 武 相 ブ ロ ッ ク

（対キロ区間制）
山 静 ブ ロ ッ ク
（対キロ区間制）横 浜 地 区 川 崎 地 区

京 浜 急 行 バ ス
運 賃 240円

（240円） 運 賃 240円
（240円）

賃 率 42円90銭
実 施 日 R5. 9. 1

実 施 日 R7. 3. 18 実 施 日 R7. 3. 18 最低運賃 200円（200円）
実 施 日 R5. 9. 1

横 浜 市 交 通 局 運 賃 220円（220円） 川崎市交通局に同調実 施 日 R元. 10. 1

神 奈 川 中 央 交 通
運 賃 220円

（220円） 運 賃 220円
（220円）

賃 率 45円20銭
実 施 日 R5. 7. 1

実 施 日 R元. 10. 1 実 施 日 R5. 7. 1 最低運賃 210円（210円）
実 施 日 R5. 7. 1

川崎鶴見臨港バス 運 賃 240円（240円）運 賃 240円（240円）
実 施 日 R7. 3. 18 実 施 日 R7. 3. 18

箱 根 登 山 バ ス

賃 率 54円00銭
実 施 日 R7. 10. 1
最低運賃 220円（220円）
実 施 日 R7. 10. 1

伊 豆 箱 根 バ ス

賃 率 47円15銭
実 施 日 R4. 10. 1
最低運賃 200円（200円）
実 施 日 R4. 10. 1

東 急 バ ス 運 賃 250円（240円）運 賃 250円（240円）
実 施 日 R7. 10. 1 実 施 日 R7. 10. 1

川 崎 市 交 通 局 運 賃 220円（220円）
実 施 日 R4. 10. 1

相 鉄 バ ス
運 賃 240円

（240円）
賃 率 46円80銭
実 施 日 R5. 5. 20

実 施 日 R7. 3. 15 最低運賃 220円（220円）
実 施 日 R7. 3. 15

富士急モビリティ

賃 率 50円70銭
実 施 日 R5. 7. 1
最低運賃 180円（180円）
実 施 日 R5. 7. 1

小 田 急 バ ス 運 賃 250円（250円）運 賃 250円（250円）
実 施 日 R7. 10. 1 実 施 日 R7. 10. 1

江 ノ 電 バ ス
運 賃 220円

（220円）
賃 率 46円00銭
実 施 日 R5. 3. 18

実 施 日 R元. 10. 1 最低運賃 210円（210円）
実 施 日 R7. 3. 15

大 新 東 運 賃 180円
実 施 日 H26. 4. 1

フジエクスプレス 運 賃 220円（220円）
実 施 日 R元. 10. 1

横 浜 交 通 開 発 運 賃 220円（220円）
実 施 日 R元. 10. 1

　　　（注）運賃の（　）内はICカードによる支払の金額

６．乗合バス運賃の概要（神奈川県内）
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項
目地

区
運　　　行　　　系　　　統

共 通 乗 車 実 施 区 間 事 業 者
起　　点　　～　　終　　点

横
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜

竹山団地折返場（竹山団地）～鴨居駅前
鴨居駅前（新井町）～鴨居駅前
笹山団地中央～千丸台集会所（市営）
横浜駅西口～　　  〃    　（神奈中）
　鴨居駅前（白山高校）～鴨居駅前（市営）
　鴨居駅（白山高校正門前）～鴨居駅（神奈中）

竹山団地折返場（竹山団地）～鴨居駅前
鴨居駅前（新井町）～鴨居駅前
梅の木～千丸台集会所
　〃　～　　  〃
　鴨居駅前（白山高校）～鴨居駅前
　鴨居駅（白山高校正門前）～鴨居駅

神 

奈 

中
・

横 

浜 

市

若葉台中央～三 ツ 境 駅 全　　線
相
　
鉄

・
神
奈
中

市 が 尾 駅～桐蔭学園前
市 が 尾 駅～青 葉 台 駅
市 が 尾 駅～柿生駅北口

市 が 尾 駅～上鉄鴨志田口
　　〃　　～　　〃
　　〃　　～　　〃

小 

田 

急
・

東
　
　
急

川
　
　
　
　
　
崎

小　杉　駅～鷺　沼　駅
東山田営業所前～鷺　沼　駅
宮前区役所前～新 城 駅 前
　　〃　　～野　川　台
宮 前 平 駅～新 城 駅 前
　　〃　　～井 田 病 院
　　〃　　～井田営業所前
柿 生 駅 前～たまプラーザ駅
　　〃　　～王禅寺坂上～すすき野団地
　　〃　　～虹が丘一丁目～　　〃
　　〃　　～鷲ヶ峰営業所前

全　　線
子　の　神～鷺　沼　駅
宮前区役所前～上　野　川
　　 〃 　　～　　〃
宮 前 平 駅～上　野　川
　　〃　　～　　〃
　　〃　　～　　〃
柿 生 駅 前～日 吉 ノ 辻
　　〃　　～王禅寺東三丁目
　　〃　　～琴　平　下
　　〃　　～日 吉 ノ 辻

東
　
　
急

・
川 

崎 

市

藤
沢
・
鎌
倉

藤　沢　駅～（長久保）～浜見山
　　〃　　～辻堂団地
辻堂駅南口～辻堂西海岸 ～ 辻堂団地

全　　線
　 〃
　 〃

江
ノ
電

・
神
奈
中

小
田
原

湯河原駅～不動滝・奥湯河原 全　　線
伊
豆
箱

・
登
　
山

令和７年12月末

８．共通乗車定期券

( (
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９．低公害バス・ASV装置付バス・Wi-Fi設置バス等の導入状況（神奈川県内）

＜乗合バス＞� （両）

事　　業　　者　　名 電気バス 燃料電池バス ハイブリッドバス CNG（圧縮天
然ガス）バス

京 浜 急 行 バ ス ㈱ 9 22

横 浜 市 交 通 局 3 161

神 奈 川 中 央 交 通 ㈱ 7 10

川 崎 鶴 見 臨 港 バ ス ㈱ 11 28

箱 根 登 山 バ ス ㈱ 2

東 急 バ ス ㈱ 26

川 崎 市 交 通 局 3 91

相 鉄 バ ス ㈱ 51

富 士 急 モ ビ リ テ ィ ㈱ 3

小 田 急 バ ス ㈱ 2

㈱ 江 ノ 電 バ ス 4

大 新 東 ㈱ 1

横 浜 交 通 開 発 ㈱ 3

合　　　　計 40 3 394 0

令和７年３月末

＜貸切バス＞� （両）

事　　業　　者　　名 電気バス 燃料電池バス ハイブリッドバス CNG（圧縮天
然ガス）バス

㈱ マ 　 コ 　 ト 1

中 日 臨 海 バ ス ㈱ 2

㈱ ユ タ カ ト ラ ベ ル 1

合　　　　計 2 0 2 0

令和７年３月末

低　公　害　バ　ス　車　両　数
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ＡＳＶ（先進安全自動車）装置付バス車両数
＜

乗
合

バ
ス

＞
�

（
両
）

事
　
業
　
者
　
名

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

車
両

安
定

性
制

御
装

置
（横

滑
り

防止
装置

）

ふ
ら

つ
き

注
意

喚
起

装
置

（後
付装

置
を

含
む）

車
線

逸
脱

警
報

装
置

（後
付装

置
を

含
む）

ED
SS

付
バ
ス

（ド
ライ

バー
異常

時対
応 

シス
テム

）（後
付装

置を
含む

）
車

線
維

持
支

援
制

御
装

置
先

進
ラ

イ
ト

側
方

衝
突

警
報

装
置

統
合

制
御

型
可

変
式

速
度

超
過

抑
制

装
置

ア
ル

コ
ー

ル
・

イン
ター

ンロ
ック

事
故

自
動

通
報

シ
ス

テ
ム

京
浜

急
行

バ
ス

㈱
12
5

73
12
0

11
2

11
1

5
20

横
浜

市
交

通
局

3
5

5
5

11
5

神
奈

川
中

央
交

通
㈱

33
1

川
崎

鶴
見

臨
港

バ
ス

㈱
20

6
20

20
89

2
箱

根
登

山
バ

ス
㈱

22
12

伊
豆

箱
根

バ
ス

㈱
6

東
急

バ
ス

㈱
31

19
31

31
73

18
川

崎
市

交
通

局
3

96
相

鉄
バ

ス
㈱

9
9

9
10

10
4

7
富

士
急

モ
ビ

リ
テ

ィ
㈱

3
3

3
3

3
小

田
急

バ
ス

㈱
6

5
5

4
15

神
奈

川
中

央
交

通
西

㈱
6

5
6

6
4

㈱
江

ノ
電

バ
ス

9
4

50
神

奈
川

中
央

交
通

東
㈱

11
6

11
11

4
大

新
東

㈱
2

6
㈱

フ
ジ

エ
ク

ス
プ

レ
ス

3
3

3
3

4
横

浜
交

通
開

発
㈱

1
ベ

イ
ラ

イ
ン

エ
ク

ス
プ

レ
ス

㈱
15

15
15

15
㈱

桜
　

交
　

通
28

28
28

28
6

2
28

㈱
ア

イ
ビ

ー
エ

ス
5

5
5

5
5

合
　
　
　
　
計

26
5

18
2

27
0

26
2

1,
04
0

5
17

31
46

0
0

※
㈱
ア
イ
ビ
ー
エ
ス
は
貸
切
と
併
用
�

令
和
７
年
３
月
末

A
S

V
装

置
に

つ
い

て
○
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

　
‌�先

行
車

と
の

距
離

を
監

視
し
、

追
突

の
危

険
性

が
高

ま
っ

た
ら

ド
ラ

イ
バ

ー
に

警
報

し
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

促
し

た
り
、

ブ
レ

ー
キ

操
作

が
無

か
っ

た
場

合
は

自
動

ブ
レ

ー
キ

に
よ
り
衝
突
被
害
を
軽
減
す
る
装
置

○
車
両
安
定
性
制
御
装
置
（
横
滑
り
防
止
装
置
）

　
‌�急

ハ
ン

ド
ル

な
ど

に
よ

り
不

安
定

な
挙

動
が

発
生

し
た

場
合
、

エ
ン

ジ
ン

出
力

や
制

動
力
を
制
御
し
て
不
安
定
挙
動
を
抑
制
す
る
装
置

○
ふ
ら
つ
き
注
意
喚
起
装
置

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
低
覚
醒
状
態
を
検
知
し
、
注
意
喚
起
す
る
装
置

○
車
線
逸
脱
警
報
装
置

　
�走

行
車

線
を

認
識

し
、

車
線

か
ら

逸
脱

し
た

り
、

逸
脱

し
そ

う
に

な
っ

た
場

合
、

ド
ラ

イ
バ
ー
に
警
報
す
る
装
置

○
ド
ラ
イ
バ
ー
異
常
時
対
応
シ
ス
テ
ム

　
‌�ド

ラ
イ

バ
ー

が
安

全
に

運
転

で
き

な
い

状
態

に
陥

っ
た

場
合

に
ド

ラ
イ

バ
ー

の
異

常
を

自
動

検
知

し
又

は
乗

員
や

乗
客

が
非

常
停

止
ボ

タ
ン

を
押

す
こ

と
に

よ
り
、

車
両

を
自

動
的
に
停
止
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

○
車
間
距
離
制
御
装
置
＋
車
線
維
持
支
援
制
御
装
置

　
‌�走
行
車
線
と
先
行
車
を
認
識
し
、
車
線
・
車
間
距
離
の
維
持
を
支
援
す
る
装
置

○
先
進
ラ
イ
ト

　
‌�前

方
の

先
行

車
や

対
向

車
等

を
検

知
し
、

眩
し

さ
を

与
え

な
い

よ
う

部
分

遮
光

す
る

こ
と
に
よ
り
、
走
行
ビ
ー
ム
同
等
の
視
界
を
確
保
す
る
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
等

○
側
方
衝
突
警
報
装
置

　
‌�左

折
時

や
車

線
変

更
時

に
側

方
の

衝
突

事
故

等
を

防
止

す
る

た
め

障
害

物
の

検
知
、

車
両

の
通

過
範

囲
を

予
測

し
、

衝
突

の
可

能
性

が
高

い
と

判
断

し
た

場
合

に
は
、

ド
ラ

イ
バ
ー
に
衝
突
を
回
避
す
る
よ
う
に
警
報
す
る
装
置

○
統

合
制

御
型

可
変

式
速

度
超

過
抑

制
装

置
　

‌�峠
な
ど
の
下
り
坂
で
の
ス
ピ
ー
ド

超
過
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、制

動
力
を
統

合
的

に
制

御
す
る
こ
と
に
よ
り
、自

動
的
に
予
め
設

定
し
た

速
度
に
な
る
よ
う
に
抑

制
す
る
装
置

○
ア
ル
コ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

　
‌�ド

ラ
イ

バ
ー

の
呼

気
か

ら
設

定
値

以
上

の
濃

度
の

ア
ル

コ
ー

ル
を

検
知

し
た

場
合
、

エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い
よ
う
に
す
る
装
置

○
事
故
自
動
通
報
シ
ス
テ
ム

　
‌�大

き
な

事
故

が
発

生
し

た
際
、

そ
の

衝
撃

を
検

知
し

て
自

動
的

に
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

へ
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
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＜
貸

切
バ

ス
＞

�
（
両
）

事
　
業
　
者
　
名

衝
突

被
害

軽
減

ブ
レ

ー
キ

車
両

安
定

性
制

御
装

置
（横

滑
り

防止
装置

）

ふ
ら

つ
き

注
意

喚
起

装
置

（後
付装

置
を

含
む）

車
線

逸
脱

警
報

装
置

（後
付装

置
を

含
む）

ED
SS

付
バ
ス

（ド
ライ

バー
異常

時対
応 

シス
テム

）（後
付装

置を
含む

）
車

線
維

持
支

援
制

御
装

置
先

進
ラ

イ
ト

側
方

衝
突

警
報

装
置

統
合

制
御

型
可

変
式

速
度

超
過

抑
制

装
置

ア
ル

コ
ー

ル
・

イン
ター

ンロ
ック

事
故

自
動

通
報

シ
ス

テ
ム

京
浜

急
行

バ
ス

㈱
3

1
2

3
横

浜
市

交
通

局
5

5
5

5
2

川
崎

鶴
見

臨
港

バ
ス

㈱
3

3
3

3
4

2
箱

根
登

山
バ

ス
㈱

13
11

8
13

4
2

伊
豆

箱
根

バ
ス

㈱
8

6
6

6
3

1
東

急
バ

ス
㈱

2
相

鉄
バ

ス
㈱

2
2

2
富

士
急

モ
ビ

リ
テ

ィ
㈱

10
10

10
10

1
㈱

江
ノ

電
バ

ス
6

6
6

6
2

大
新

東
㈱

2
2

3
3

4
㈱

フ
ジ

エ
ク

ス
プ

レ
ス

5
5

5
4

1
1

1
ベ

イ
ラ

イ
ン

エ
ク

ス
プ

レ
ス

㈱
9

9
9

10
㈱

ア
イ

ビ
ー

エ
ス

12
12

12
12

12
神

奈
中

観
光

㈱
30

20
30

29
16

16
東

洋
観

光
㈱

21
11

11
18

10
9

11
東

都
観

光
バ

ス
㈱

33
29

29
27

8
㈱

グ
リ

ー
ン

キ
ャ

ブ
8

6
6

3
1

㈱
ふ

じ
ば

す
11

11
11

11
神

田
交

通
㈱

18
18

7
18

7
7

つ
ば

め
観

光
バ

ス
㈱

4
3

1
1

杉
崎

運
輸

㈱
6

4
4

天
台

観
光

㈱
15

15
15

15
1

6
シ

テ
ィ

ア
ク

セ
ス

㈱
18

18
18

1
2

横
バ

ス
観

光
㈱

16
14

14
14

4
ス

バ
ル

観
光

バ
ス

㈱
4

1
3

1
フ

ジ
交

通
㈱

1
1

㈱
マ

コ
ト

5
5

5
5

1
4

カ
ミ

コ
ウ

バ
ス

㈱
8

6
4

12
1

3
厚

木
元

湯
観

光
㈱

9
10

9
14

江
ノ

島
タ

ク
シ

ー
㈱

3
4

1
㈱

朝
倉

自
動

車
10

8
8

5
1

5
中

日
臨

海
バ

ス
㈱

15
15

15
95

11
7

2
㈱

三
浦

観
光

バ
ス

18
18

14
20

1
1

14
1

1
ミ

ヤ
コ

バ
ス

㈱
9

9
9

9
4

㈱
丹

沢
交

通
12

12
12

12
5

ＡＳＶ（先進安全自動車）装置付バス車両数

A
S

V
装

置
に

つ
い

て
○
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

　
‌�先

行
車

と
の

距
離

を
監

視
し
、

追
突

の
危

険
性

が
高

ま
っ

た
ら

ド
ラ

イ
バ

ー
に

警
報

し
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

促
し

た
り
、

ブ
レ

ー
キ

操
作

が
無

か
っ

た
場

合
は

自
動

ブ
レ

ー
キ

に
よ
り
衝
突
被
害
を
軽
減
す
る
装
置

○
車
両
安
定
性
制
御
装
置
（
横
滑
り
防
止
装
置
）

　
‌�急

ハ
ン

ド
ル

な
ど

に
よ

り
不

安
定

な
挙

動
が

発
生

し
た

場
合
、

エ
ン

ジ
ン

出
力

や
制

動
力
を
制
御
し
て
不
安
定
挙
動
を
抑
制
す
る
装
置

○
ふ
ら
つ
き
注
意
喚
起
装
置

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
低
覚
醒
状
態
を
検
知
し
、
注
意
喚
起
す
る
装
置

○
車
線
逸
脱
警
報
装
置

　
�走

行
車

線
を

認
識

し
、

車
線

か
ら

逸
脱

し
た

り
、

逸
脱

し
そ

う
に

な
っ

た
場

合
、

ド
ラ

イ
バ
ー
に
警
報
す
る
装
置

○
ド
ラ
イ
バ
ー
異
常
時
対
応
シ
ス
テ
ム

　
‌�ド

ラ
イ

バ
ー

が
安

全
に

運
転

で
き

な
い

状
態

に
陥

っ
た

場
合

に
ド

ラ
イ

バ
ー

の
異

常
を

自
動

検
知

し
又

は
乗

員
や

乗
客

が
非

常
停

止
ボ

タ
ン

を
押

す
こ

と
に

よ
り
、

車
両

を
自

動
的
に
停
止
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

○
車
間
距
離
制
御
装
置
＋
車
線
維
持
支
援
制
御
装
置

　
‌�走
行
車
線
と
先
行
車
を
認
識
し
、
車
線
・
車
間
距
離
の
維
持
を
支
援
す
る
装
置

○
先
進
ラ
イ
ト

　
‌�前

方
の

先
行

車
や

対
向

車
等

を
検

知
し
、

眩
し

さ
を

与
え

な
い

よ
う

部
分

遮
光

す
る

こ
と
に
よ
り
、
走
行
ビ
ー
ム
同
等
の
視
界
を
確
保
す
る
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
等

○
側
方
衝
突
警
報
装
置

　
‌�左

折
時

や
車

線
変

更
時

に
側

方
の

衝
突

事
故

等
を

防
止

す
る

た
め

障
害

物
の

検
知
、

車
両

の
通

過
範

囲
を

予
測

し
、

衝
突

の
可

能
性

が
高

い
と

判
断

し
た

場
合

に
は
、

ド
ラ

イ
バ
ー
に
衝
突
を
回
避
す
る
よ
う
に
警
報
す
る
装
置

○
統

合
制

御
型

可
変

式
速

度
超

過
抑

制
装

置
　

‌�峠
な
ど
の
下
り
坂
で
の
ス
ピ
ー
ド

超
過
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、制

動
力
を
統

合
的

に
制

御
す
る
こ
と
に
よ
り
、自

動
的
に
予
め
設

定
し
た

速
度
に
な
る
よ
う
に
抑

制
す
る
装
置

○
ア
ル
コ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

　
‌�ド

ラ
イ

バ
ー

の
呼

気
か

ら
設

定
値

以
上

の
濃

度
の

ア
ル

コ
ー

ル
を

検
知

し
た

場
合
、

エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い
よ
う
に
す
る
装
置

○
事
故
自
動
通
報
シ
ス
テ
ム

　
‌�大

き
な

事
故

が
発

生
し

た
際
、

そ
の

衝
撃

を
検

知
し

て
自

動
的

に
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

へ
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
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� （両）

事　業　者　名
乗　　　合　　　バ　　　ス

貸切バス
一般乗合バス 高速バス 空港連絡バス 定期観光バス 計

京 浜 急 行 バ ス ㈱ 127 127 2

川崎鶴見臨港バス㈱ 20 20 3

東 急 バ ス ㈱ 5 25 30

富士急モビリティ㈱ 4 4

小 田 急 バ ス ㈱ 6 6

神奈川中央交通西㈱ 6 6

神奈川中央交通東㈱ 11 11

㈱フジエクスプレス 5 5 3

㈱ ア イ ビ ー エ ス 2 2 2

神 奈 中 観 光 ㈱ 0 30

㈱グリーンキャブ 0 1

シティアクセス㈱ 0 8

㈱ 丹 沢 交 通 0 13

㈱シティアクセス相模 0 5

㈱TOP Location Service 0 5

㈱ は と バ ス 0 4

光 輝 観 光 バ ス ㈱ 0 3

合　　　　計 0 36 175 0 211 79

　※㈱アイビーエスの乗合バスは貸切バスと併用� 令和７年３月末

Wi-Fi 設 置 車 両 数
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◎フリー乗降バス（神奈川中央交通）
令和７年12月末

自　由　乗　降　区　間 関　　　連　　　系　　　統

日 　 野 ～ 和 　 田 藤野駅～和田線

賽 の 神 ～ 奥 牧 野 藤野駅～奥牧野線外１系統

賽　 の　 神 ～ や ま な み 温 泉 藤野駅～やまなみ温泉線外１系統

青 　 山 ～ 月 夜 野 三ケ木～月夜野線外２系統

　 関 　 ～ 鳥 　 屋　　　　三ケ木～鳥居原ふれあいの館線外１系統

小 　 倉 ～ 小 　 沢 橋本駅～小沢線外１系統

上 飯 山 ～ 宮 ヶ 瀬 本厚木駅～宮ヶ瀬線外２系統

広沢寺温泉入口 ～ 広沢寺温泉 厚木バスセンター～広沢寺温泉線

専 修 大 学 入 口 ～ 日 向 薬 師 伊勢原駅～日向薬師線外２系統

栗 原 入 口 ～ 栗 　 　 原 伊勢原駅～栗原線

大 倉 入 口 ～ 大 　 　 倉 渋沢駅～大倉線

畑 　 中 ～ 藤 　 沢 秦野駅～万年橋

渋 沢 小 学 校 入 口 ～ 　 峠 千村台～（渋沢駅南口）～峠線

素 心 学 院 前 ～ 堂 　 　 面 大磯駅～（虫窪）～二宮駅線外５系統

計　　　１４区 間 計　　　２９系 統

　昭和51年５月、日野～和田間フリー乗降バス運行開始以来、現在では14区間において運行している。

◎フリー乗降バス（富士急モビリティ）
令和７年12月末

自　由　乗　降　区　間 関　　　　連　　　　系　　　　統

宮 原 入 口 ～ 西 　 丹 　 沢 新松田～西丹沢線

湯 の 沢団地前 ～　　　 寄 新松田～上茶屋～寄線外２系統

計　　　２区 間 計　　　４系 統

　昭和61年９月運行開始、２区間４系統において運行中である。

10．フリー乗降バス
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◎フリー乗降バス（東急バス）
令和７年12月末

自　由　乗　降　区　間 関　　　　連　　　　系　　　　統

東 市 が 尾 小 学 校 ～ 泉 公 園 付 近 市が尾駅～泉田向～市が尾駅

み ど り 台 付 近 ～ ゆ う ふ く の 郷 付 近 青葉台駅～みどり台～青葉台駅

計　　　　　２ 区 間 計　　　　　２ 系 統

　昭和62年４月東急コーチとして運行開始以来現在は２区間、２系統でフリー乗降を実施している。

◎フリー降車バス（東急バス）
令和７年12月末

自　由　降　車　区　間 関　　　　連　　　　系　　　　統

グリーンハイツ西付近～グリーンハイツ中央付近 鷺沼駅～グリーンハイツ中央

グ リ ー ン ハ イ ツ 東 付 近 ～ 神 木 付 近
鷺沼駅～宮崎台駅

宮 崎 第 四 公 園 付 近 ～ 宮 崎 台 小 学 校

桜台第二公園付近 ～ み た け 台中学校入口付近
青葉台駅～藤が丘駅

も え ぎ 野交差点下付近 ～ 柿 の 木台入口付近

さ く ら が 丘 入 口 ～ さ く ら が 丘 日吉駅～さくらが丘

計　　　　　６ 区 間 計　　　　　４ 系 統

　昭和54年９月東急コーチとして運行開始以来現在は６区間、４系統においてフリー降車を実施して
いる。

◎フリー降車バス（江ノ電バス）
令和７年12月末

自　由　降　車　区　間 関　　　連　　　系　　　統

津 村 ～ 新 鎌 倉 山 ～ 津 村 新鎌倉山循環線

計　　　　　１ 区 間 計　　　　　１ 系 統

　平成13年３月運行開始
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事 業 者 名 団 地 又 は 行 先 運　　　　行　　　　区　　　　間 キ ロ 程

神奈川中央交通 浜 見 平 団 地 茅ヶ崎駅～浜見平団地 3.3
俣野公園・ 横浜薬大前 戸塚バスセンター～俣野公園・横浜薬大前 5.4
湘 南 ラ イ フ タ ウ ン 辻堂駅北口～大庭隧道・駒寄～湘南ライフタウン 5.2
山 下 団 地・高 村 団 地 平塚駅北口～山下団地～高村団地 6.4
下 大 槻 団 地 平塚駅北口～秦野駅 15.6
鳶 尾 団 地 本厚木駅～鳶尾団地・まつかげ台～上荻野車庫 13.6
大 船 駅 西 口 藤沢駅北口～渡内・岡本～大船駅西口 6.6
藤 沢 駅 北 口 大船駅西口～岡本・渡内～藤沢駅北口 6.2
田 村 車 庫 本厚木駅南口～旭町・大神～田村車庫 9.1
桂 台 中 央 ・上　　之 大船駅～桂台中央～上之 6.5
立 場 タ ー ミ ナ ル 大船駅西口～原宿・俣野公園・横浜薬大前～立場ターミナル 10.8
綾 瀬 車 庫 長後駅西口～市民文化センター～綾瀬車庫 7.3
藤 沢 駅 北 口 戸塚バスセンター～原宿～藤沢駅北口 9.5
保 土 ヶ 谷 駅 戸塚駅東口～平戸・平和台～保土ヶ谷駅東口 9.2
鳶 尾 団 地 本厚木駅～荻野新宿～鳶尾団地 7.7
田 村 車 庫 平塚駅北口～鹿見堂橋～田村車庫 6.4
三 ケ 木 橋本駅北口～若葉台住宅・中野～三ケ木 12.3
鶴が台団地  ・ 松風台 茅ヶ崎駅～鶴が台団地～松風台 4.2
不 動 坂 保土ヶ谷駅東口～平和台・平戸～不動坂 7.6
辻 堂 駅 北 口 湘南台駅西口～駒寄・大庭隧道～辻堂駅北口 9.7
高 山 車 庫 藤沢駅北口～上村～高山車庫 2.9
湘 南 め ぐ み が 丘 平塚駅北口～徳延・坂間・日向岡トンネル～湘南めぐみが丘 8.2
上 飯 田 車 庫 戸塚バスセンター～阿久和・ひなた山～上飯田車庫 10.3
み ゆ き 台 団 地 相模大野駅北口～麻溝台・北里大学病院・北里大学～麻溝車庫 6.4
不 動 坂 上大岡駅～芹が谷～不動坂 6.8
上 大 岡 東戸塚駅東口～芹が谷～上大岡駅 6.2
平 塚 駅 北 口 茅ヶ崎駅～今宿～平塚駅北口 6.1
成 瀬 台 長津田駅北口～あかね台北～成瀬台 3.9
矢 崎 平塚駅北口～中原御殿～矢崎 6.3

30　　 系　　 統 城 山 高 校 前 橋本駅北口～久保沢～城山高校前 6.8

相 鉄 バ ス 農 大 前 海老名駅～下浜田～農大前 4.60
ひ か り が 丘 団 地 鶴ヶ峰駅～西ひかりが丘 4.08
鶴 ヶ 峰 駅 中山駅～市営集会所前～鶴ヶ峰駅 7.34
市 沢 町 東戸塚駅西口～市沢町～左近山第１ 6.95
旭 高 校 入 口 二俣川駅北口～運転免許センター～旭高校入口 4.26
美 立 橋 保土ヶ谷駅東口～美立橋 4.77
小 園 団 地 海老名駅～小園～綾瀬市役所 6.99
保 土 ケ 谷 駅 東 口 二俣川駅北口～保土ケ谷バイパス～保土ケ谷駅東口 8.89
東 戸 塚 駅 西 口 二俣川駅南口～左近山～市沢町～東戸塚駅西口 9.98
清 水 ヶ 丘 団 地 旭高校入口～清水ヶ丘団地～二俣川駅北口 3.43
左 近 山 第 6 二俣川駅南口～左近山第６ 4.98

12　　 系　　 統 釜 台 住 宅 第 3 横浜駅西口～岡野町～釜台住宅第３ 5.45

江 ノ 電 バ ス 飯 島 団 地 戸塚駅～学校下 4.72
京 急 ニ ュ ー タ ウ ン 戸塚駅～京急ニュータウン 4.51
見 晴 橋 戸塚駅～下倉田～下倉田花立～見晴橋 3.80

4 　　 系　　 統 平 島 戸塚駅～南谷～平島 5.59

11．深夜バスの現状
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事 業 者 名 団 地 又 は 行 先 運　　　　行　　　　区　　　　間 キ ロ 程

京 浜 急 行 バ ス 湘南佐島 な ぎ さ の 丘 逗子駅～葉山～湘南佐島なぎさの丘 12.51
葉 桜 住 宅 逗子駅～葉桜 往2.28

復2.08
3　　 系　　 統 横 須 賀 市 民 病 院 逗子駅～葉山～横須賀市民病院 11.85

小 田 急 バ ス 平 尾 団 地 新百合ヶ丘駅～平尾団地 2.54
新百合 ヶ 丘駅（循環）新百合ヶ丘駅～日本映画大学～大谷～新百合ヶ丘駅 6.48
新百合 ヶ 丘駅（循環）新百合ヶ丘駅～千代ヶ丘一丁目～金程～新百合ヶ丘駅 5.63
新ゆりグリーンタウン 新百合ヶ丘駅～日本映画大学～新ゆりグリーンタウン 2.65
盛 源 寺 百合ヶ丘駅～西長沢～盛源寺 4.11
百 合 ヶ 丘 駅 聖マリアンナ医科大学～西長沢～百合ヶ丘駅 4.71
専 修 大 学 前 向ヶ丘遊園駅～専修大学前 2.72
向 ヶ 丘 遊 園 前 聖マリアンナ医科大学～長沢～向ヶ丘遊園駅 3.97
生 田 折 返 場 新百合ヶ丘駅～千代ヶ丘一丁目～生田折返場 5.86
向 原 新百合ヶ丘駅～金程～向原 3.03

11　　 系　　 統 大 谷 新百合ヶ丘駅～日本映画大学～大谷 4.06

東 急 バ ス 虹 が 丘 団 地 あざみ野駅～あざみ野団地～虹が丘団地～虹が丘二丁目～虹が丘営業所 4.6
虹 が 丘 団 地 たまプラーザ駅～虹が丘団地～虹が丘営業所 4.9

3　　 系　　 統 鴨 志 田 団 地 青葉台駅～鴨志田駅 3.1

令和７年12月末
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12．連節バス（神奈川県内）

事 業 者 名 運　　　　行　　　　区　　　　間 車両数
（両）

横 浜 市 交 通 局 横浜駅前～パシフィコ横浜～山下公園前～中華街入口～
横浜駅改札口前

4

神 奈 川 中 央 交 通 ㈱ 戸塚バスセンター～俣野公園・横浜薬大前～ドリームハイツ

25
厚木バスセンター～厚木アクスト
辻堂駅北口～湘南ライフタウン・慶応大学
湘南台駅西口～慶応大学
相原駅西口～法政大学

川崎鶴見臨港バス㈱ 川崎駅前～水江町
10川崎駅前～エリーパワー前

川崎駅前～JFE池上正門前

東 急 バ ス ㈱ 青葉台駅～日体大 7

計 10区間 46

令和７年12月末
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●高速バス

行　き　先 発　　着　　地 主な県内停留所 問い合わせ先（電話番号）

東
　
　
　
　
　
　
北

青森 横浜駅（YCAT）・新宿←→盛岡・青森駅前 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）

仙台 横浜駅（YCAT）・新宿←→仙台・石巻 海老名始発 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）

秋田 横浜駅（YCAT）・新宿←→秋田・能代 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）

山形 横浜駅（YCAT）・羽田エアポートガーデン・
新宿←→山形・酒田 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）

関
　
　
　
　
　
　
東

新宿駅 箱根小田急山のホテル・箱根桃源台←→バスタ
新宿 箱根仙石 小田急ハイウェイバス（03-3428-5331）

河口湖

横浜駅西口←→御殿場駅・富士急ハイランド・
河口湖駅・富士山五合目（夏季のみ）

相鉄バス（045-331-1071）
富士急高速バス予約センター（045-628-2180）

藤沢駅・辻堂駅・本厚木駅←→富士急ハイラン
ド・河口湖駅

神奈川中央交通（0463-22-8833）
富士急コールセンター（0555-73-8181）

南町田グランベリーパーク駅・町田バスセン
ター・橋本駅←→富士急ハイランド・河口湖駅 富士急コールセンター（0555-73-8181）

御殿場プレミア
ム・アウトレット

日吉駅東口・センター北駅・たまプラーザ駅・
市が尾駅←→御殿場プレミアム・ アウトレッ
ト・山中湖・河口湖駅

東急バス（045-531-7325）
フジエクスプレス（045-622-7555）
富士急コールセンター（0555-73-8181）

横浜ロイヤルパークホテル・横浜駅東口←→御
殿場プレミアム・アウトレット 富士急高速バス予約センター（045-628-2180）

海老名駅・綾瀬市役所←→御殿場プレミアム・
アウトレット 相鉄バス（0467-78-5681）

富士急ハイラン
ド・河口湖・富
士山五合目

日吉駅東口・センター北駅・たまプラーザ駅・
市が尾駅←→富士急ハイランド・河口湖駅・富
士山五合目（富士山五合目までは夏季のみ）

東急バス（045-531-7325）
フジエクスプレス（045-622-7555）
富士急コールセンター（0555-73-8181）

Yeti（イエティ） 国府津駅・新松田駅←→Yeti（冬季のみ） 富士急モビリティ（0465-82-1361）
富士急コールセンター（0555-73-8181）

Yeti（イエティ）・
ぐりんぱ

日吉駅東口・センター北駅・たまプラーザ駅・
市が尾駅←→Yeti・ぐりんぱ（冬季のみ）

東急バス（045-531-7325）
フジエクスプレス（045-622-7555）

草津温泉 横浜駅西口・新横浜駅・たまプラーザ駅←→軽
井沢駅・北軽井沢・草津温泉

東急バス（045-531-7325）
上田バス（0268-34-6602）
相鉄バス（045-331-1071）

13．高速バス・空港連絡バス・直行バス運行状況（神奈川県関係）
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行　き　先 発　　着　　地 主な県内停留所 問い合わせ先（電話番号）

中
　
　
　
　
　
部

新潟
横浜駅（YCAT）・新宿←→新潟 海老名始発 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）
横浜駅（YCAT）・羽田エアポートガーデン・
東京←→新潟 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）

飯田駅前 横浜駅東口BT←→飯田駅前 伊那バス（0265-78-0007）

富山・金沢・小松 横浜駅（YCAT）・ 町田←→富山駅・ 金沢駅・
小松駅 BUSTLE海老名 丹沢交通（050-3733-6480）

富山・金沢・福井
横浜駅（YCAT）・東京・大宮→富山・金沢・福井
横浜駅（YCAT）・東京・大宮←金沢・福井 杉崎運輸（042-736-8971）

横浜駅（YCAT）・新宿←→富山・金沢・福井 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）

浜松・名古屋 東京駅・横浜駅（YCAT）←→浜松・名古屋 杉崎運輸（042-736-8971）

名古屋

東京駅・町田・東名秦野←→名古屋駅・金山駅 杉崎運輸（042-736-8971）
横浜駅東口←→豊橋・名古屋・金山駅 平成エンタープライズ（ホームページ対応）
横浜駅（YCAT）←→名古屋・栄 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）
大崎・横浜駅（YCAT）・町田←→名古屋 ベイラインエクスプレス（044-400-9073）
東京・川崎・新横浜←→名古屋 ベイラインエクスプレス（044-400-9073）
横浜駅（YCAT）・新宿←名古屋 ベイラインエクスプレス（044-400-9073）

近
　
　
　
　
　
畿

伊勢
横浜駅（YCAT）・ 新宿←→四日市・ 白子・
津・松阪・伊勢・伊勢シーパラダイス・ホ
テルキャッスルイン伊勢夫婦岩

ベイラインエクスプレス（044-400-9073）

京都・大阪

横浜駅（YCAT）・新宿←→京都・大阪 さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）
横浜駅東口←→京都・大阪・なんば 平成エンタープライズ（ホームページ対応）
横浜駅東口←→京都・なんば・USJ 平成エンタープライズ（ホームページ対応）
川崎駅東口・横浜駅東口←→京都・大阪・岸和田 平成エンタープライズ（ホームページ対応）
東京大手町（グランキューブ）・川崎駅東口・
町田ターミナルプラザ←→京都駅八条口・
なんばパークス前・天王寺あべのキューズ
モール前

BUSTLE海老名 LIMONバス（ホームページ対応）

新横浜→京都・梅田・USJ さくら高速バス　さくら観光（0570-666-395）
小田原駅東口←→京都駅八条口・大阪（地下
鉄東梅田駅）

富士急モビリティ（0465-82-1361）
近鉄バス（06-6772-1631）

横浜駅東口←→京都駅烏丸口・大阪駅JR高速BT 本厚木 西日本JRバス（0570-00-2424）
横浜駅東口スカイビル２階←→祗園四条・大阪・堺東 平成コミュニティバス（ホームページ対応）
横浜駅東口スカイビル２階←→京都・大阪・なんば 平成コミュニティバス（ホームページ対応）

大阪 川崎駅東口・横浜駅東口←→新大阪・大阪・なんば 平成コミュニティバス（ホームページ対応）

大阪・神戸

東京駅・横浜駅東口→梅田・神戸三宮
横浜駅（YCAT）←梅田・神戸三宮 杉崎運輸（042-736-8971）

横浜駅（YCAT）・新宿→WBT大阪梅田・神
戸三宮
横浜駅（YCAT）・ 新宿←WBT大阪梅田・
USJ・神戸三宮

ベイラインエクスプレス（044-400-9073）

京都・大阪・神戸 横浜駅東口←→京都・大阪・神戸三宮 平成エンタープライズ（ホームページ対応）
令和７年12月

　※神奈川県バス協会会員事業者、共同運行事業者（グループ事業者・発券のみ含む）を記載。
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●羽田空港連絡バス
発　　　　着　　　　地 問い合わせ先（電話番号）

横浜地区

横浜シティ・エア・ターミナル（YCAT）
（横浜駅東口） ←→

羽
　
　
田
　
　
空
　
　
港

京浜急行バス（045-453-3960）

センター北駅・センター南駅・新横浜プリンスホ
テル・新横浜駅 ←→ 東急バス（045-531-7325）

京浜急行バス（045-453-3960）

たまプラーザ駅・市が尾駅 ←→ 東急バス（045-531-7325）
京浜急行バス（045-453-3960）

二俣川駅 ←→ 相鉄バス（045-955-1101）
京浜急行バス（045-771-5411）

みなとみらい地区 山下公園・みなとみらい地区・赤レンガ倉庫 ←→ 京浜急行バス（045-771-5411）

川崎地区

川崎駅 ←→ 京浜急行バス（03-3743-9018）

新百合ヶ丘駅 ←→ 小田急バス（044-299-9196）
京浜急行バス（045-453-3960）

武蔵小杉駅（横須賀線口）・武蔵小杉駅東口 ←→ 東急バス（045-531-7325）
京浜急行バス（03-3743-9018）

相模原地区 相模大野立体駐車場・相模大野駅・町田BC・南町
田グランベリーパーク駅 ←→ 神奈川中央交通（0463-22-8833）

京浜急行バス（045-453-3960）

厚木海老名地区 田村車庫・本厚木駅・東名大和 ←→ 神奈川中央交通（0463-22-8833）
京浜急行バス（045-453-3960）

湘南地区 藤沢駅／鎌倉駅・大船駅 ←→ 江ノ電バス（0466-55-1001）
京浜急行バス（045-771-5411）

小田原箱根地区 御殿場・箱根桃源台 ←→ 小田急ハイウェイバス（0570-002-522）
京浜急行バス（03-3765-0301）

令和７年12月
●成田空港連絡バス

発　　　　着　　　　地 問い合わせ先（電話番号）

横浜地区 横浜シティ・エア・ターミナル（YCAT）
（横浜駅東口） ←→ 成

　
　
田
　
　
空
　
　
港

リムジンバス案内センター（03-3665-7220）
京成バス（043-433-3800）
京浜急行バス（045-453-3960）

みなとみらい地区 横浜ロイヤルパークホテル ←→
リムジンバス案内センター（03-3665-7220）
京浜急行バス（045-453-3960）
京成バス（043-433-3800）

川崎西部地区
横浜北部地区

新百合ヶ丘駅・たまプラーザ駅・センター南駅・
新横浜駅 ←→

小田急バス（044-299-9196）
東急バス（045-531-7325）
京成バス（043-433-3800）

相模原地区 橋本駅・ 相模大野立体駐車場・ 相模大野駅・ 町田
BC・南町田グランベリーパーク駅 ←→ 神奈川中央交通（0463-22-8833）

京成バス（043-433-3800）
湘南地区 茅ヶ崎駅・辻堂駅・藤沢駅・戸塚BC ←→ 成田空港交通（0476-35-2321）

　BT＝バスターミナル、BC＝バスセンター� 令和７年12月



30

●直行バス

の　 り 　ば 行　　 き 　　先 所要時間 問い合わせ先 電話番号

横浜駅東口BT

浮島・小島地区 30-38 分 川崎鶴見臨港バス 044-266-0611

東京ディズニーリゾート 60 分 京浜急行バス
京成バス

045-453-3960
03-3691-0935

木更津駅 52-70 分
京浜急行バス
日東交通
小湊鉄道

045-453-3960
0438-23-0151
0438-37-7299

御殿場プレミアム・アウトレット 90 分 フジエクスプレス 045-628-2180

横浜シティ・エア・ター
ミナル（YCAT）

東扇島 18-40 分 川崎鶴見臨港バス
京浜急行バス

044-266-0611
045-771-5411

横浜・八景島シーパラダイス 45 分 京浜急行バス 046-851-5500

湘南国際村センター前・横須賀西地区 60 分 京浜急行バス 046-851-5500

葉山 47 分 京浜急行バス 046-851-5500

三井アウトレット木更津 42 分 京浜急行バス
小湊鉄道

045-453-3960
0438-37-7299

五井駅 65 分 京浜急行バス
小湊鉄道

045-453-3960
043-261-5131

君津BT・館山駅 110 分
京浜急行バス（君津）
京浜急行バス（館山）
日東交通（君津）
日東交通（館山）

045-453-3960
045-771-5411
0438-23-0151
0470-22-0111

茂原 85-115 分 小湊鉄道 0475-46-3581

甲府駅・竜王 150 分 京浜急行バス
山梨交通

03-3765-0301
055-277-8911

御殿場・箱根桃源台 85-108 分 京浜急行バス
小田急ハイウェイバス

03-3765-0301
0570-002-522

川崎駅

海ほたる・木更津金田バスターミナル・
袖ケ浦バスターミナル・木更津駅東口 63-75 分

川崎鶴見臨港バス
日東交通
小湊鉄道

044-266-0611
0438-23-0151
0438-37-7299

三井アウトレット木更津 45 分 川崎鶴見臨港バス
小湊鉄道

044-266-0611
0438-37-7299

東京ディズニーリゾート 55 分 川崎鶴見臨港バス
京成バス

044-266-0611
047-470-6071

たまプラーザ駅 東京ディズニーリゾート 約 85 分 東急バス
京成バス

045-531-7325
047-470-6071

溝の口駅 新横浜駅 30 分 東急バス 045-531-7325

武蔵小杉駅東口 東京ディズニーリゾート 約 110 分
東急バス
京成バス千葉ウエスト
京成バス

045-531-7325
047-306-7211
047-470-6071

相模大野駅北口 東京ディズニーリゾート 95-135 分 神奈川中央交通
京成バス

0463-22-8833
047-470-6071

令和７年12月
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年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

昭和27年
（1952）

４／１・‌�神奈川県乗合自動車協会創立 （神奈川乗合旅客自動車協会を
解散し、 新たに乗合、 貸切自動車業者をもって結成） 

　　　　所在地：横浜市中区日之出町
５／20・ （社） 日本乗合自動車協会を創立 （現在の日本バス協会） 
４／11・‌�バス停留所の停車位置を確保するため停留所標識に 『ＢＵＳ・

ＳＴＯＰ』 の文字を使用することに決定
５／12・横浜市内にワンマンバス運行開始 （横浜市交通局） 
10／15・旅行あっ旋業法施行
10／19・‌�第１回バス運転技能競技会開催 （以後昭和33年まで毎年実施） 
12／５　 ～　・富士五湖方面道路状況調査実施12／６

２／28・日米行政協定に調印
５／１・二重橋メーデー事件発生
５／22・‌�日本初のトロリーバス東

京に登場
７／21・破防法公布施行
　　　・公安調査庁発足

昭和28年
（1953）

２／11・第１回神奈川県観光バスガイド研究発表会開催
３／１・県内観光地バス早回り競争を実施
６／30・富士五湖方面観光バスガイド実地研修実施
 　　　　（以後昭和41年まで毎年実施） 
８／５・西日本および和歌山県下の水害見舞

２／１・‌�ＮＨＫ東京テレビ本放送
を開始

７／27・朝鮮休戦協定に調印
８／28・民法テレビ発足

昭和29年
（1954）

１／22・‌�第２回観光バスガイド研究発表会をラジオ東京公開録音で放
送

４／20・第14回関東地区バス事業者大会を県下で開催 （江の島） 
７／29・自動車損害賠償保障法公布
10／10　 ～　・バスサービス高揚期間実施11／10

３／１・‌�ビキニ水爆実験で第五福
竜丸被災

３／８・日米ＭＳＡ協定に調印
７／１・防衛庁、 自衛隊発足

昭和30年
（1955）

10／31　 ～　・第10回国民体育大会を県下で開催 （選手団輸送に協力） 11／４
12／10・寄村 （現松田町） が事業廃止によりバス協会を脱会
12／26・乗合自動車協会が社団法人として許可

７／８・日本住宅公団法公布施行
７／20・経済企画庁発足
９／10・日本、 ガット加盟

昭和31年
（1956）

３／14・日本道路公団法公布
４／24・軽油引取税の新設
４／26・首都圏整備法公布
８／１・自動車運送事業等運輸規則公布

４／16・日本道路公団設立
５／９・‌�日本登山隊マナスル初登

頂に成功
５／19・科学技術庁発足
12／８・日本国連加盟承認

昭和32年
（1957）

５／16・駐車場法公布
９／16・桜木町駅前共同バス待合所完成

８／27・‌�東海村に日本初の原子炉
運転開始

10／１・5,000円札登場

昭和33年
（1958）

５／20・箱根ミュージック定期観光バスの運行開始
 　　　　（箱根登山） 

12／１・10,000円札登場
12／23・東京タワー完成

昭和34年
（1959）

10／10・自動車ターミナル法公布 １／１・メートル法実施
４／10・皇太子ご成婚
６／23・日米安保条約発効

昭和35年
（1960）

３／29・横浜駅東口にバス共同案内所開設
４／１・自動車輸送統計調査実施
12／20・道路交通法公布

９／10・‌�ＮＨＫと民間８局がカラー
ＴＶ化

14．神奈川のバス事業年表
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年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

昭和36年
（1961）

４／12・乗合自動車協会設立10周年記念行事を挙行
12／26・帰郷バス運行開始 （京浜急行） 

４／12・‌�ソ連、 人間衛星打上げ回
収に成功

12／10・‌�伊豆急行 （伊東～下田間
開通）

昭和37年
（1962）

５／９・交通事故防止総決起大会にバス２両が装飾して参加
８／30・乗合自動車協会事務所を移転
　　　　 （横浜市中区根岸町） 
11／１・多区間ワンマンバス運行開始 （神奈中）

２／１・東京都人口1,000万人突破
３／30・箱根新道開通
５／３・‌�国鉄三河島事故で160人

死亡

昭和38年
（1963）

４／１・‌�県内全中学２年生を対象とした校外授業のための青少年セン
ターバス輸送を開始 （年次計画） 

２／20・‌�関東初の新型乗合バス （自動ドアー、 シングルシート） 登場 
（相鉄）

４／25・‌�大阪駅前にわが国初の横
断歩道橋が完成

11／22・ケネディ米大統領暗殺

昭和39年
（1964）

４／１・‌�東京オリンピック開催に際し、 観客輸送のため、 貸切バス増車
計画策定

４／－・県内各地でワンマンバス運行開始
９／20・神奈川県乗合自動車協会を神奈川県バス協会に名称変更
10／10・東京オリンピック開催、 横浜会場で県内バス活躍
12／１・横浜駅西口バスターミナル新設

７／15・名神高速道路一部開通
９／17・‌�浜松町～羽田間にモノレー

ル開通
10／１・‌�東海道新幹線東京～新大

阪間開通

昭和40年
（1965）

２／１・ワンツーマン方式による乗車券発売の廃止 （神奈中） 
４／－・相模自動車検査場開設 （相模ナンバー登録検査場） 
６／21・バスガイドにより県内各地で交通安全キャンペーンの実施
12／－・第一回事業用自動車事故防止コンクール実施

６／23・日韓基本条約に調印
８／３・‌�長野県松代町に群発地震

発生
９／24・‌��国鉄 『みどりの窓口』 開

設

昭和41年
（1966）

２／22・‌�貸切バス２台およびガイドにより県助成による箱根方面へ観
光地美化推進広報実施

４／18・横浜市内運賃の均一制実施
７／25・‌�横浜市内市電撤去が始まり、 バスによる代替輸送開始 （横浜市

交通局） 
８／１・車両制限令完全実施

３／－・‌�日本の総人口１億人を突
破

６／25・‌�祝日法改正 （敬老の日、 
体育の日、 建国記念の日
制定）

昭和42年
（1967）

８／１・箱根ターンパイクが開通
　　　・‌�貸切バスに対し、 箱根ターンパイクならびに湯河原パークウェ

イの運転基準図作成
８／１・自動車損害賠償責任保険による死亡給付限度額300万円に
12／６・年末年始自動車安全総点検開始
12／18・貸切バスの事業区域再編成実施

２／11・‌��初の建国記念の日、 各地
で奉祝会開催

５／31・‌�私鉄経営者協会が解散し、 
新たに日本民営鉄道協会
を設立

昭和43年
（1968）

６／11　 ～　・第30回関東地区バス事業者大会を県下で開催 （湯河原） ６／12
４／25・東名高速道路一部開通 （東京～厚木35㎞） 

２／26・‌�小笠原諸島正式に日本復
帰

７／１・郵便番号制発足

昭和44年
（1969）

３／17・中央高速道 （相模湖～河口湖） 開通
５／26・東名高速道路が全面開通
６／19　 ～　・バスによる東名高速道路の走行テスト実施６／20

５／14・‌�国鉄、 １等２等区分を廃
止し、 グリーン車登場
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昭和45年
（1970）

３／－・‌�万国博旅客輸送用バスの駐車場利用ステッカーの集中手配の
実施

４／－・“走る応接室”サロンバスが県下に初登場 （相鉄）
７／13・バス協会事務所を移転 （横浜市中区根岸町→緑区池辺町） 
７／27・‌�全国初の深夜バスの運行開始 （小田急鶴川駅～鶴川団地・神

奈中）
12／１・初のバス優先レーン横浜市内に設定

２／11・‌�日本初の人工衛星 『おお
すみ』 打上げに成功

３／14・‌�万国博覧会大阪千里で開
催

12／－・‌�新都市計画法による市街
化区域、 市街化調整区域
きまる

昭和46年
（1971）

４／１・養護学校特別輸送開始
４／６・灯火入り （電照式） バス停留所標識塔初登場 （横浜市内）
６／30・‌�県警交通安全対策室と共催でバス２台とガイドにより県内各

地を巡回広報
７／１・道路交通法改正施行 （路線バス等優先通行帯の規制ほか）

７／２・‌�湘南モノレール開通 （大
船～江の島） 

昭和47年
（1972）

３／24・学童生徒輸送に際し、 ノーガイドを県下公私立全学校に要請
３／31・横浜市電・トロリーバス全廃、 バスが主役
４／１・バス車内テープ放送の採用開始 （横浜市交通局）
５／10・旅行業法制定
８／１・関東地区貸切ワンマンバス路線一括指定
12／16・横浜市営地下鉄開通 （伊勢佐木長者町～上大岡）

１／24・‌�グァム島で元日本兵横井
庄一さん発見

１／27・西湘バイパス全線開通
５／15・‌�沖縄施政権返還、 沖縄県

発足

昭和48年
（1973）

１／８・盲導犬のバス乗車取扱開始 （横浜市交通局）
７／１・新型屋根つきバス停留所登場
11／20・運輸省から油類節減通達

１／27・‌�ベトナム戦争終結和平協
定調印

10／１・第一次オイルショック

昭和49年
（1974）

３／７・低床式、 広幅扉式バス車両の運行開始 （横浜市交通局）
４／１・‌�横浜市老人パス無料化開始 （横浜市交通局・民営は11／１実

施）
７／１・川崎市老人パス無料化開始

２／25・‌�東京都がミニバス （13人乗
り） による路線運行開始

３／10・‌�ルパング島で小野田元少
尉発見

12／９・三木内閣発足

昭和50年
（1975）

７／１・‌�自動車損害賠償責任保険による死亡給付限度額1,500万円に
引上げ

12／－・路線バスにシルバーシート設置開始

３／10・新幹線九州へ延伸開通
４／16・日ソ漁業交渉妥結
７／19・沖縄海洋博開催
12／７・‌�米、 新太平洋ドクトリン

発表

昭和51年
（1976）

５／１・藤野駅～和田間フリー乗降バス運行開始 （神奈中）
９／４・‌�横浜市営地下鉄延長 （上大岡～上永谷、 伊勢佐木長者町～横浜） 
11／８・‌�運輸・自治両省、 運輸事業振興助成交付金に関する基本通達を

決定

２／４・‌�ロッキード社の対日政治
献金表面化

６／11・石油製品大幅値上
９／９・毛沢東主席が死去

１／20・カーター大統領が就任
３／24・日本が200カイリ宣言

昭和52年
（1977）

３／31・‌�運輸事業振興助成交付金運営委員会を発足させ、 交付金事業を
開始

４／28・貸切バス・ハイデッカーが県下初登場 （相鉄）
５／１・‌�県内バス路線図 （５万分の１） ならびに主要ターミナル別バス

案内図を作成
５／16・横浜市の路線バス排出ガス対策調査会に参画し調査研究実施
９／12・横浜駅東口にバスサービスセンターを開設
10／11・お買物バス運行開始 （鶴川団地～新原町田駅・神奈中）

８／７・北海道・有珠山が噴火
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昭和53年
（1978）

３／27・車いす利用者の乗合バス利用について運輸省から通達
７／１・全国初の車いす利用によるバス乗車の取扱い開始
７／19・‌�バス２両とガイドにより県内各地で交通事故防止キャンペー

ン実施 （以後毎年実施）
９／１・事故情報および事故防止対策として、 テレフォンサービス開設
10／－・‌�事故防止月間運動に際し、 県内全貸切車両の前面に 『交通ルー

ルを守って楽しい観光』 幕を掲出し運行
10／－・県下バスルートマップを作成配布

２／20・永大産業が倒産
５／20・‌�成田新国際空港が正式に

開港
８／12・日中条約に正式調印
12／７・大平内閣発足

昭和54年
（1979）

４／10・‌�バスロケーションシステムの整備について委員会を設置し、 
協議開始

９／１・バス協会事務所を移転 （横浜市緑区池辺町→中区太田町） 
９／30・鷺沼～宮崎台間でデマンドバス運行開始 （東京急行）
10／２　

～

　・‌�高速道路調査会のタイ・マレーシア交通運輸調査団に参加し、 
都市交通の調査実施10／21

12／４・‌�横浜シティーエアーターミナル供用開始と空港直通バス運行
開始

１／13・共通一次試験制度発足
４／25・中東和平条約発効
５／４・英・サッチャー首相誕生
６／28・東京サミット開催

昭和55年
（1980）

２／－・神奈川県防災会議のバス関係地震応急計画を策定 （強化地域）
２／26・‌�尾上町～本牧間バスロケーション （ルートシステム） による

バス停留所の供用開始 （横浜市交通局） 
３／－・‌�鉄道へのアクセス交通における自動車とバス利用の分析調査

実施
３／23・交通遺児を貸切バスで千葉方面へ招待
４／11・‌�横浜駅西口第２バスターミナルに設置したバスロケの供用開

始 （バス協会）
４／21・川崎自動車検査所開設 （川崎ナンバー）
９／１・地震防災応急計画による防災総合訓練に参加

４／８・米・イランと国交断絶
７／17・鈴木内閣発足
７／19・モスクワ五輪開催
８／19・‌�新宿駅西口で乗車待ちバ

スに放火
12／９・国鉄赤字線の廃止案決ま
る （全国で86路線）

昭和56年
（1981）

１／19
　 ～　

・‌�保安、 貸切合同部会の冬山貸切バス運行経路調査 （信越方面） 実施１／22
３／１・‌�地震防災応急措置に対応するため、 路線バス運行車両に携帯用

ラジオを配備
３／－・‌�バス利用者に対し家庭用バス時刻表 （書入れ式）、 携帯用時刻

表 （書入れ式） を無料配布
３／19・‌�県地震防災会議のバス関係地震応急対策計画を県下一円に拡

大
４／－・‌�交通安全運動に際し、 県内乗合車両に前面幕 『人も車も正しい

交通ルール』 を掲出し、 運行
４／20・川崎市都市交通総合体系研究委員会答申
５／16・横浜市内共通定期路線の拡大および共通回数券の発売開始
７／６・‌�運輸政策審議会より長期展望に基づく総合的な交通政策の基

本方向に
７／14・‌�保安部会内に 『事故対策特別委員会』 を発足させ、 第１回の

委員会を開催
８／24　 ～　・貸切バスによる観光地並びに道路状況調査８／27
９／30・‌�デマンドバス運行開始 （東急田園都市線青葉台駅～藤ヶ丘駅間

4.69Ｋ）

１／20・米・レーガン大統領就任
２／23・‌�ローマ法王ヨハネパウロ

２世来日
３／16・‌‌�第２次臨時行政調査会発

足
８／11・‌�宇宙開発事業団・ 気象衛

星 「ひまわり２号」 打上げ
に成功
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昭和57年
（1982）

１／18
　 ～　

・‌�保安、 貸切合同部会の冬山貸切バス運行経路調査 （東北方面） 実施１／21
２／５・神奈川県知事より美化運動推進の協力に対し感謝状を授く
４／２・協会創立30周年記念誌 『神奈川のバス』 発刊
　　　・記念バス回数乗車券の発行
　　　・東京陸運局長より表彰
４／23・旅行業法の一部を改正する法律 （主催旅行の登録、 保証金他）
９／１・六都県合同防災訓練参加 （相模原）
10／－・ 『神奈川県バス路線図』 を配布
10／27・小型車の導入・配備強化
12／８・‌�神奈川県陸運事務所により 『神奈川県における乗合バス問題

懇談会』 発足

２／８・‌�ホテルニュージャパン火
災33人死亡

２／９・‌�羽田沖日航機事故24人死
亡

４／２・フォークランド紛争起きる
８／－・‌�参院選全国区の拘束名簿

式比例代表制を導入
11／12・‌�ソ連共産党書記長ブレジ

ネフ氏死去
　　　　後任アンドロポフ氏
11／27・中曽根内閣発足

昭和58年
（1983）

３／15・‌�道路運送車両法改正に伴い自動車の運行点検基準、 点検整備
記録簿の記載事項等が改正

４／27・ 『神奈川県高速道路交通安全連絡協議会』 発足
９／１・六都県市合同防災訓練参加 （横浜駅西口バスターミナル）
11／１・川崎市自動車公害問題協議会設置
11／７・‌�乗合部会内に 『地震対策特別委員会』 を発足させ、 第１回目の

委員会を開催

１／13・日米貿易摩擦
３／－・ＯＰＥＣが原油初値下げ
３／14・‌�臨調、 行政改革で最終答

申　行革７法成立
４／１・県情報公開制度スタート
６／26・初の比例代表参院選
11／９・レーガン大統領来日
12／18・年末総選挙

昭和59年
（1984）

１／17・‌�保安、 貸切合同部会の冬山貸切バス運行経路調査 （第４回） 
および研修を秋田・福島方面で実施

３／12・交通事故救急法教育講習会を開催 （第１回）
４／１・横浜市の 『二階建バス』 運行
７／１・‌�運輸省組織改革～地方局は海運局と陸運局を統合 『地方運輸

局』 となる。
７／１・‌�横浜市交通局 『端数付定期』 『バス、 地下鉄連絡定期』 『一日

フリー乗車券』 の新設発売
７／13・神奈川県公共交通機関整備推進連絡会議発足
８／20　 ～　・貸切バスによる道路状況調査を陸中海岸方面で実施８／22

２／９・‌�ソ連アンドロポフ氏死去ソ
連書記長にチェルネンコ氏

７／－・‌�横浜ＭＭ21の第３セクター
発足

９／－・‌�韓国の全斗煥大統領が国
賓として初来日

11／１・‌�千円、 五千円、 一万の新札
発行

10／31・ガンジーインド首相暗殺
12／19・‌�中英が香港返還合意文書

に調印

昭和60年
（1985）

１／28・長野県で貸切バスが転落、 死者25名の惨事発生

３／－・‌�運輸経済研究センターによる共通乗車制度導入のための調査
研究

７／１・‌�川崎市均一地域内で、 磁気式共通回数券システムによる完全
共通乗車制開始 （平成９年６月発売終了） 

７／24・神奈川県全域乗合バス路線のルートマップ作成配布

１／８・米・シュルツ国務長官、 　 ～　１／９　ソ・グロムイコ外相会談
３／－・‌�新横浜駅に 「ひかり」 増停

車、 地下鉄も延伸
３／９・つくば科学万博開催
３／10・‌�ソ連書記長にゴルバチョ

フ氏
４／１・電電・専売民営化
６／８・‌�大鳴門橋 （吊橋延長1,629

ｍ） 路線区間 （国道28号
津名一宮IC～洲本ICおよ
び西談出入口～鳴門北
IC－21.8㎞） 開通

　　　　‌�道路鉄道併橋としては世
界最大のもの

７／22・‌�臨時行政改革推進審議会
で行政改革推進方策に関
する答申
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９／１・‌�道路交通法・ 道路運送車両の保安基準の一部改正、 施行 
（シートベルトの装着義務）

９／30・‌�横浜駅東口バスターミナル開設、 バス総合案内所を同時に開
設 （バス協会、 横浜市交通局、 神奈川中央交通、 京浜急行が
窓口を設ける）

10／１・関越自動車道全線開通
10／17・第１回貸切ワンマン指定経路策定委員会発足
11／１・神奈川県道路交通改善推進協議会設置
12／24・‌�自動車運送事業等運輸規則の一部改正 （車掌の乗務記録・運

行記録計）

７／26・‌�国鉄再建監理委 「国鉄改
革に関する意見」 提出

８／12・‌�日航機御巣鷹山に墜落
520人死亡

９／－・‌�第一回五ヶ国蔵相会議 
（Ｇ５－米、 英、 西独、 仏、 
日本） でドル高是正に向
け協調介入について合意

９／30・‌�ＭＭ21横浜駅東口地区で
バスターミナル、 駐車場
および横浜そごう開店

11／19・‌�６年半ぶりに米ソ首脳会談

昭和61年
（1986）

１／20　 ～　・冬山運行経路調査 （第６回） を蔵王・上越方面で実施１／24
２／19・‌�運輸省地域交通局長より 『盲導犬を連れた盲人の乗合バス乗車

について』 通達
４／１・‌�横浜市均一地域内を、 磁気式共通回数券システムによる完全

共通乗車制開始 （平成９年８月発売終了） 
６／１・道路運送法施行法の一部改正 （権限の委任）
６／10・ ‌�『一般貸切旅客自動車運送事業者による乗合旅客運送の許可

について』 運輸省地域交通局長より通達
７／７・横浜市自動車公害防止計画、 策定協議会設置
７／10・‌�就業時間外における緊急連絡体制をバス協会・会員全事業者

により制定
８／15・‌�一般貸切旅客自動車運送事業免許申請事案の審査基準が関東

運輸局長より公示
　　　　‌�同日、 一般貸切旅客自動車運送事業計画 （事業用自動車の総

数）の変更に係る審査基準が関東運輸局神奈川陸運支局長よ
り公示

９／19・神奈川県自動車交通公害対策推進協議会設置
10／20・ ‌�『ワンマンバスの届出事務の取扱いについて』 関東運輸局長

より通達
11／１・道路運送法施行規則の一部改正 （シートベルト装着）
11／４・‌�関東地方交通審議会神奈川部会が 『神奈川県における公共交通

機関の維持整備に関する計画について』 答申
12／12・ ‌�『ワンマンバス構造要件について』 運輸省地域交通局陸上技術

安全部長より通達
12／23・‌� 『一般貸切旅客自動車運送事業の臨時増車について』 および      ‌

� 『一般貸切旅客自動車運送事業の取扱い方針についての廃
止について』 について運輸省地域交通局長より通達 （貸切
の臨時増車）

12／25・‌� 『旅客自動車運送事業における運転者の労働条件の改善に係る
対策の強化について』 通達

12／26・京浜急行品川－弘前間高速バス運行 （ノクターン号）

１／28・チャレンジャー空中爆発

２／25・‌�フィリピンアキノ政権成立
３／18・‌�為替円高１ドル174円90銭

最高位
４／21・‌�為替円高１ドル171円90銭
４／26・チェルノブイリ原発事故
５／５・東京サミット開催
７／－・‌�為替円高１ドル150円代に

突入

９／６・‌�土井たか子氏社会党初の
女性党主に

10／１・‌�川崎地下街 「アゼリア」 
開業

11／３・‌�横浜市戸塚区分区、 新た
に栄・泉区誕生

11／21・伊豆大島三原山大噴火
11／－・‌�国鉄改革関連８法成立
　　　・エイズ世界に広がる

昭和62年
（1987）

１／23・保安基準の一部改正 （排ガス規制強化）
１／26　 ～　・冬山運行経路調査 （第７回） を志賀・青木湖方面で実施１／29
２／３・ ‌�『一般乗合旅客自動車運送事業標準運送約款および一般貸切

旅客自動車運送事業標準運送約款の制定および公示について』 
関東運輸局長より通達

３／28・バス輸送改善推進研究準備委員会発足
４／１・バス輸送改善推進研究委員会設置

１／－・‌�税制改革 （売上税の導入） 
問題につき、 急反発が発生

４／１・国鉄民営化
　　　　‌�100年を起える国鉄の歴史

の幕を閉じ、 ６旅客鉄道
㈱、 貨物鉄道㈱新幹線鉄
道保有機構の新事業体に
引き継ぐ
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６／３・バス交通活性化対策費補助金要網通達
８／31・長洲神奈川県知事が 「交通事故非常事態」 を宣言
９／26・労働基準法の一部改正する法律が成立 （63. 4 .1 施行）
　　　　①　法定労働時間の短縮
　　　　　　 （運輸事業は３年間猶予）
　　　　②　変形労働時間制度の導入
　　　　③‌�　年次有給休暇の最低付与日数の引上げ等を内容とし公布

された

12／22・‌�一般貸切旅客自動車運送事業の臨時増車について』 関東運輸局
長 から通達

12／22・ ‌�『一般乗合予備車の一般貸切への流用について』 関東運輸局長
から通達

４／－・第２次行革新発足
４／－・大都市の地価異常高騰
４／－・‌�統一地方選で自民敗北、 

売上税廃案に
５／24・‌�横浜市営地下鉄、 上永谷

～戸塚間開通
９／９・‌�列島縦貫道完成、 首都高

速の葛飾川口線が開通。 
名神高速道の着工から30
年目で青森市から熊本県
八代市までの２千百キロ
が、 高速道ネットワーク
で結ばれた

10／12・‌�利根川進氏、 ノーベル医
学・生理学賞

10／19・‌�ニューヨーク市場で株価
史上最大の暴落

11／６・竹下政権発足
11／28・南ア機墜落、邦人47人死亡

昭和63年
（1988）

１／25　 ～　・冬山運行経路調査 （第８回） を蔵王・猪苗代方面で実施１／28
１／29・道路運送車両の保安基準の一部改正

（排気騒音の規制並びに測定方法等について改正）
２／29・道路運送車両の保安基準の一部改正

 （後部霧灯を一定の要件で装備可）
３／22・カード委員会設置
５／９・神奈中、 カード回数乗車券発売開始
５／17・京浜急行、 品川－米子間、 日本最長高速バス運行 （キャメル号）
５／24・貸切バス運賃料金改定 （実施６／１）
　　　　 （行先別運賃設定）
６／３・バス輸送改善推進研究委員会
　　　　 『情報化を契機としたバスの活性化』 を報告書としてまとめる
９／20・バスの日として制定
12／23・ ‌�『ファイナンス・リースによる事業用自動車の保有制限の緩和

について』 地域交通局長から通達

３／13・青函トンネル開業

４／１・‌�税制改革 （マル優原則廃
止）

４／10・瀬戸大橋開通
　　　　（全長9,368ｍ）
　　　　‌�道路、 鉄道併用橋として

は世界最大規模

９／－・ソウルオリンピック開催

昭和64年
平成元年
（1989）

１／24　 ～　・冬山運行経路調査を信越・中央大糸方面で実施１／27
１／27・ ‌�『消費税の円滑かつ適正な転嫁等について』 運輸省事務次官

から通達
２／28・神奈川初の都市間高速 （横浜－奈良） 運行開始 （神奈中）
３／10・ ‌�『一般乗合・貸切旅客運送事業の運賃及び料金に関する制度の

一部改正について』 地域交通局長より通達
３／25　 ～　・横浜博覧会に伴いシャトルバス運行10／１
４／28・バス運行改善システム運用開始 （横浜交通局）
７／３・‌�日本で初の深夜高速バス （東京急行） を渋谷～青葉台で運行

開始

１／７・昭和天皇崩去
１／８・平成元年
３／25　 ～　・横浜博覧会開催10／１
４／１・消費税実施
５／25・‌�アメリカ政府スーパー301

条を日本へ適用
６／２・宇野政権発足
６／５・中国天安門事件
７／５・横浜シーサイドライン開通
７／23・‌�参議院選挙自民党過半数

割れ
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９／18
　 ～　

・‌�横浜博覧会場においてバスの日のイベントとして 『バスいま
むかし』 を開催９／20

12／27・‌� 「バス事業者、 団体による独占禁止法違反の防止について」 地
域交通局長より通達

12／27・‌� 「一般貸切旅客自動車運送事業の運賃改定要否の検討基準なら
びに運賃及び料金に関する制度等について」 地域交通局長より
通達

12／27・‌� 「道路運送法施行規則等の一部改正に伴う停留所の位置の変更
に係る認可制の廃止及び運行回数の一部届出の導入について」 
関東運輸局長より通達

８／10・海部内閣発足
９／27・横浜ベイブリッヂ開通
11／９・ベルリンの壁崩壊
11／13・‌�島根医大付属病院日本初

の生体部分肝移植
11／21・ ‌�「日本労働組合総連合会」 
 　　　　（連合） 結成。 総評解散
11／28・‌�政府、 初の交通事故非常

事態宣言

平成２年
（1990）

１／23　 ～　・冬山運行経路調査を東北・蔵王方面で実施１／26
３／２・ ‌�「高速バス等の運輸に関する協定・及び変更認可について」 地

域交通局長より通達
８／２・‌�道路運送車両の保安基準の一部改正で高速道路を運行する大

型バスは、 アンチロック・ブレーキシステム （ＡＢＳ） の装着
を義務付けられた

９／－・‌�交通安全運動に際し、 県内乗合車両に磁気ステッカー 「交通
安全、 みんなで守ろう交通ルール」 を掲出し運行

10／18・‌�神奈川県バス協会の交通事故防止活動に対し公安委員会より
表彰を受ける

12／18・ ‌�「労働基準法第32条１項の労働時間等に係る暫定措置に関する
政令の一部改正する政令」 が公布され平成３年４月１日以降の
週法定労働時間等が改正された。 

３／８・東独初の自由選挙
４／１　 ～　・花の万博（大阪）開催９／30
４／29　 ～　・サーフ '90開催10／10
７／１・両独通貨統合
８／２・イラク、 クウェート侵攻
10／３・東西両ドイツ統一
11／12・即位の礼
11／22・大嘗祭

平成３年
（1991）

１／１・道路交通法の一部改正 （放置車両対策）
１／22　 ～　・冬山運行経路調査を信越方面で実施１／25

５／27・‌�運輸政策審議会地域交通部会答申 「公共輸送サービスのあり方
の基本方向について」 

７／１・自動車保管場所の確保等に関する法律の一部改正の実施

９／－・神奈川県バス協会雲仙岳災害に対し100万円の見舞金拠出

10／31・ ‌�「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」 （29告示） が
改正され、 平成４年１月１日から適用されることとなった。 

12／１・精神薄弱者割引制度導入に伴い標準運送約款の改正

１／17・湾岸戦争ぼっ発
２／28・‌�イラク国連決議受諾 （湾

岸戦争終結）
４／６・平成景気53ケ月で終わる
５／14・信楽鉄道事故42人死亡
６／３・‌�雲仙普賢岳で火砕流40人

死亡
６／14　 ～　・比ピナツボ火山大噴火６／15
７／31・米ソ戦略兵器削減条約
 　　　　（START） 調印
８／19・ソ連 「８月政変」 
８／24・ソ連共産党解体
９／６・バルト３国独立承認
　　　　（帝政ロシア滅後51年）
10／１・消費税の一部改正
 　　　（見直し法施行（5/15）公布）
10／－・第３次行革審発足
11／５・宮沢内閣発足
12／21・ソ連邦消滅
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平成４年
（1992）

１／20　 ～　・冬山運行経路調査を蔵王・猪苗方面で実施１／23
１／31・リフト付路線バスの導入 （横浜市交通局）
２／24・バス活性化委員会の設置について自動車交通局長より通達
３／－・かながわのバスマップ発行
４／10・バスガイド交通安全研修会を実施
６／13・横浜市交通局、 川崎市交通局、 神奈中、 バス共通カードを導入
６／19・第三次行革審規制緩和方策を答申
７／17・ ‌�「道路運送車両の保安基準に係る技術基準の制定について」 

自動車交通局長より通達
９／１・ 「労働時間の短縮の促進に関する臨時措置法」 の施行
９／28・高齢者の交通安全動く実践教室を開催
10／１・横浜市内において福祉パス制度を導入
10／15・第54回関東地区バス事業者大会を湯本にて開催
10／16・ 「労働時間短縮推進計画の告示 （労働省告示第97号）」 
11／28・鎌倉市内でレトロ調バスを運行開始 （京浜急行）
12／２・‌�横浜市交通局、 川崎市交通局、 神奈中、 相鉄がバス共通カード

を実施

３／15・‌�国連カンボジア暫定統治
機構 （UNTAC） 発足

６／３・ 「地球サミット」 をリオ　 ～　６／15　デジャネイロで開催
６／15・PKO協力法成立
７／25・バルセロナオリンピック　 ～８／９　開催
８／－・ソマリア飢餓深刻化
８／24・中韓が国交樹立
８／－・佐川問題で政局混迷
９／12・‌�毛利さん宇宙へ （日本人

初）
９／17・‌�国際平和協力隊カンボジ

アへ第１次派遣
10／23・天皇訪中
11／３・‌�米・大統領選でクリント

ン氏当選 （就任 5. 1. 20） 

平成５年
（1993）

２／２　 ～　・冬山運行経路調査を松本白馬方面で実施２／５
５／１・川崎市違法駐車防止に関する条例施行�  （３／26公布） 
５／11・運政審より 「今後のタクシー事業のあり方について」 答申
７／20・神奈川県バス活性化委員会を設置、 開催
７／30・関東運輸局が横浜に移転
８／６・自動車 NOx 総量削減法に基づく使用車種規制の説明会開催
９／１・‌�七都県市合同防災訓練を開成町で実施、 県内貸切車両184両

にて輸送
９／24・横浜市違法駐車防止条例公布 （６年２月施行） 
10／27・第三次行革審最終答申
12／１・軽油引取税率改正
　　　 （１キロリットルあたり 24,300円 → 32,100円）
12／21・ ‌�「一般貸切旅客自動車運送事業の期間限定減車に関する処理

方針について」 （関自旅１第1435号関東運輸局長）

１／１・‌�チェコとスロバキアが分
離、 独立

３／17・‌�横浜市営地下鉄新横浜～
あざみの間開通 （３号線） 

５／15・‌�日本プロサッカーリーグ
開幕 （Ｊリーグ）

６／９・皇太子ご成婚
６／12・‌�北海道南西沖地震
　　　　死者202人
７／18・総選挙、自民党過半数割れ
８／６・細川連立内閣発足
８／17・円高戦後最高
　　　 （１ドル＝100円40銭）
９／30・インドで大地震
　　　　死者３万人超す
11／－・大型不況深刻化

平成６年
（1994）

１／24　 ～　・冬山運行経路調査を東北方面にて実施。 １／27
５／10・改正道交法施行令の実施
５／20・羽田内閣、 公共料金値上げの年内凍結を決定

８／11・‌�運輸省 「一般旅客自動車運送事業の免許、 事業計画変更及び
運賃料金認可に関する処理方針について」 （自旅第125号） に
てバス、 タクシーの免許等における処理上での運用の統一性
透明性の確保と迅速かつ的確処理の新方針を示すとともに公
示を指示。  （８／25　関東運輸局公示）

９／１・一般貸切事業の雇用調整助成金制度の業種指定 （労働省告示） 
10／１・神奈川・東京バス共通カード実施 （公営３者、 民営10者）

１／29・政治改革法成立
４／８・細川首相退陣表明
５／10・‌�マンデラ議長、 南ア史上

初の黒人大統領に
６／23・羽田内閣総辞職
６／29・‌�村山社会党委員長首相に

指名
７／８・‌�朝鮮民主主義人民共和国 

（北朝鮮）金日成主席急死
７／17・すい星 （ＳＬ９） 群木星　 ～　７／22　に衝突
７／－・‌�ルワンダで内戦200万人が

難民
９／４・関西国際空港開港
11／２・年金改革法成立
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10／31・湘南自動車検査登録事務所開設 （湘南ナンバー） 
11／18・村山内閣 「今後の公共料金の取扱いについて」 閣議了解

11／24・ 「新進党」 結成
　　　　党名は一般公募
12／21・首都高速湾岸線開通
 　　　（‌�大黒インターチェンジ～

空港中央出入口16.4㎞）

平成７年
（1995）

２／２・阪神淡路大震災に対し、 120万円義援金拠出
４／１・一般貸切旅客自動車運送事業の有がい車庫に係る規制の廃止

 （３／15付自旅第66号自動車交通局長） 
５／８・‌� 「許可、 認可等の整理及び合理化のための運輸省法令の一部を

改正する法律」 の公布
　　　　◦‌� 「道路運送法第90条、 地方公共団体の区域内における一般

乗合旅客自動車運送事業」 の廃止
　　　　◦ 「道路運送法第91条、 道路管理者の意見の徴取」 が簡素化
７／５・低公害システム車の追加 （自企第90号） 
　　　　※ディーゼル・畜圧式ハイブリッドシステム （追加） 
　　　　※圧縮式天然ガスエンジン （ＣＮＧ） システム （追加） 
　　　・ディーゼル・電気式ハイブリッドシステム （現行） 
９／６・‌�一般乗合旅客自動車運送事業の運賃及び料金に関する制度の

全部改正について （自旅第191号自動車交通局長） 
　　　　目的：‌�事前届出制となった運賃、 料金の制度上の区分による明

確化とよりわかりやすい制度とするための規定の整理

１／17・阪神大震災死者
　　　　6,308人
３／20・‌�地下鉄サリン事件11人死

亡、 オウム事件摘発
４／19・円最高値
　　　　１ドル79円75銭
９／５・フランス核実験を強行
９／８・公定歩合
　　　　史上最低の0.5％
11／－・完全失業率
　　　　史上最高3.4％

平成８年
（1996）

１／－・かながわバスマップ （第２版） 発行

３／28・‌�一般乗合旅客自動車運送事業の管理の受委託について （自旅
第49号自動車交通局長） 

６／６・神奈川県バス協会 新会長 平松一朗氏就任

９／20・‌�県内ＪＲ・私鉄駅にバス案内チラシを本格的に設置開始 （７年
度より試行） 

12／16・‌�規制緩和について行政改革委員会から意見書を総理大臣宛に
報告

１／11・橋本連立内閣発足
２／10・‌�北海道古平町豊浜トンネ

ルで落盤事故、 路線バス
の乗客など20人が死亡

７／13・‌�大阪府堺市の小学校で
O･157による食中毒が大量
発生

10／20・‌�初の小選挙区比例代表並
立制で衆院選実施

11／５・クリントン大統領再選
11／７・‌�第二次橋本内閣 （自民党

単独） 発足
12／７・‌�ペルーのリマで日本大使

公邸が襲撃され多数が人
質となる （97年４月22日武
力突入で解決） 

平成９年
（1997）

３／18・旅客自動車運送事業の運輸規則の一部改正について
 （運輸省令第13号） 

３／21・‌�一般貸切旅客自動車運送事業免許並びに事業計画変更認可申
請事案の審査基準公示 � （関東運輸局長） 

３／28・政府の規制緩和推進計画再改定（閣議決定）
４／１・武相ブロック運賃改定
４／29～５／５・神奈川県内乗合10社ちびっ子運賃 （50円均一） 実施
６／１・山静ブロック運賃改定
９／１・横浜市内均一区間運賃改定 （200円→210円）
９／20・環境定期実施 （神奈中） 
12／３・行政改革会議最終報告 � （１府21省庁→１府12省庁） 
　　　　運輸省は国土交通省へ
12／18・東京湾アクアライン （全長15.1キロ） 供用開始
12／19・同高速バス運行開始 （７事業者 （内神奈川３者）） 

１／２・‌�ナホトカ号座礁、 日本海
が重油汚染

４／１・消費税率５％に引き上げ
６／28・‌�神戸児童殺傷事件、 14歳

少年を逮捕
７／１・香港、 中国に返還
８／31・‌�英国ダイアナ元皇太子妃

交通事故死
９／11・第二次橋本改造内閣発足
11／－・‌�金融機関破綻相次ぐ （拓

銀、 山一証券、 三洋証券） 



41

年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

平成10年
（1998）

１／１・‌�検査登録関係申請、 報告書類の申請手続等で 「押印」 を原則
廃止 （運輸省令第81号他）

６／２・‌�貸切バスの需給調整規制廃止に向けて必要となる環境整備
方策等について答申

　　　・乗合バス規制緩和、 生活路線の維持方策について中間報告
 　　　　（運政審自動車交通部会） 
６／30・‌�最高違反速度に係る自動車運送事業者に対する処分等の取り

扱いについて�  （神奈川陸運支局長） 

10／21・‌�だれもが使える交通機関を求める神奈川実行委員会と県内乗
合バス事業者による意見交換会を開催

神奈川ゆめ国体開催　バス輸送へ協力
９／12～15　　夏季大会
10／24～29　　秋季大会
11／７～８　　身障者大会

１／４・新進党６党に分裂
２／７～22・長野五輪開催
２／25・金大中 韓国大統領に就任
４／24・新 「民主党」 旗揚げ
５／11・‌�インドが核実験、 パキス

タンも対抗 （28日） 
７／12・参院選、 自民党惨敗
７／25・カレーにヒ素、 ４人死亡
７／31・小渕内閣発足
８／25・‌�中国の洪水の死者、 4,000

人近くに
８／31・‌�北朝鮮の 「テポドン」、 太

平洋に着弾
10／26・横浜がプロ野球日本一
11／16・‌�戦後、 最大最悪不況に24兆

円の緊急経済対策
12／16・米英、 イラクを空爆

平成11年
（1999）

２／１・‌�福祉・環境対策の円滑化な推進を図るため乗合部会の中に 「福
祉・環境対策委員会」 を設置

　　　・伊豆箱根自動車㈱の入会により、 会員数50者となる

４／１・‌�精神薄弱者 （→知的障害者） 等の用語の整理に伴う運輸規則及
び標準運送約款の一部改正

　　　・報告類の様式の簡略化等の会計規則の一部改正
４／９・‌�乗合バスの需給調整規制の廃止、 規制緩和に向けての運輸政策

審議会の答申
５／10・‌�自動車走行中の携帯電話などの使用やカーナビなどの注視の

禁止 （施行11月１日） 及びチャイルドシートの着用義務 （施行
平成12年４月１日） 等の道路交通法の一部改正

５／21・貸切バス規制緩和で道路運送法の一部改正･公布
 （施行平成12年２月１日） 

10／４・‌�乗合バス規制緩和の答申を踏まえ、 生活路線の維持方策等
について神奈川県知事及び県内全市町村長に対し、 要望書
を提出

　

～

12／15

１／１・‌�欧州連合 （ＥＵ） 加盟15ヵ
国のうち、 11ヵ国で単一
通貨 「ユーロ」 導入

１／～・地域振興券交付開始
２／28・‌�臓器移植法に基づく初の

脳死移植が行われる
３／10・‌�相模鉄道いずみ野線、 い

ずみ中央～湘南台間開通
３／24・‌�北大西洋条約機構（NATO）

軍によるユーゴ空爆
４／11・統一地方選挙実施
　　　　‌�神奈川県知事に岡崎洋氏 

（二期目） 
　　　　‌�東京都知事に石原慎太郎

氏 （初） 
５／～・‌�コンピューター西暦2000

年問題への対応
５／21・‌�トキのヒナ 「優優」 が国内

初の人工繁殖により誕生
７／18・‌�世界の人口60億人を突破
８／17・‌�トルコで大地震、 約１万 

７千人余死亡
８／29・‌�横浜市営地下鉄、 戸塚～

湘南台間開通
９／21・‌�台湾で大地震、 2,400人余

死亡
９／30・‌�茨城県東海村ＪＣＯ施設

で国内初の臨界事故、 周
辺住民を避難させるなど、 
最悪の原子力事故に発展

11／12・‌�トルコで再び大地震、 
約800人余死亡

11／12・‌�天皇陛下御即位十年を
お祝いする国民祭典
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12／１・‌�自動車運送事業における事業用自動車の運転者も、 派遣労働者
によることが可能になる

12／３・自民党バス議員連盟発足　 （会長　亀井善之元運輸相） 
12／10・車いす利用者の乗合バス等の乗車について、 介護人制度の廃止 

（自動車交通局長通達の改正） 
12／20・‌�貸切バスの規制緩和で道路運送法施行規則等運輸省令の一部

改正 � （施行平成12年２月１日） 

平成12年
（2000）

１／25・‌�道路運送法上の申請に対する処分に関する標準処理期間 （自
旅第16号）、 審査基準 （自旅第17号） について自動車交通局長
より通達

１／28・‌�一般貸切旅客自動車運送事業者の行政処分等の基準 （自旅第
８号）、 運行管理者の解任命令発令基準 （自旅第12号）、 緊急輸
送安全確保措置 （自旅第14号）、 法令違反に対する点数制度の
導入 （自旅第９号） について自動車交通局長より通達

　　　・ワンマンバスの運行の取扱いについて
 （自旅第19号自動車交通局長） 

２／１・貸切バス規制緩和実施
３／－・かながわのバスマップ （第３版） 発行
４／24・‌�一般貸切旅客自動車運送事業に係る月別輸送実績報告書の廃

止について （関自旅１第724号、 関東運輸局自動車第一部長） 
４／27・‌�一般貸切旅客自動車運送事業の営業報告書及び輸送実績報告

書の様式変更 � （神奈川陸運支局） 
５／17・交通バリアフリー法の公布 （施行11月15日） 
５／26・‌�乗合バスの規制緩和で道路運送法の一部を改正する法律の公

布�  （施行平成14年２月１日） 
６／９・‌�地域住民の生活交通確保に関する協議会の枠組みに関する運

輸省としての考え方について （自企第86号、 自動車交通局企画
課長） 

７／17・‌�バスジャック事件を受け、 日本バス協会がバスジャック統一対
応マニュアルを策定 � （日バス協総第254号） 

10／３・‌�バスガイドのランク付けについての基本的な考え方について
 （日バス協業第345号、 日本バス協会長） 

10／26・‌�第62回関東地区バス事業者大会を箱根湯本にて開催 （幹事　
神奈川県バス協会） 

11／１・‌�一般旅客自動車運送事業 （一般バス、 高速バス、 貸切バス） の
管理の受委託について � （自旅第125号、 自動車交通局長） 

12／８・中央省庁等改革に伴う標準運送約款の改正
 （施行平成13年１月６日） 

12／20・県内で初めての全面広告バスが運行開始 � （横浜市交通局）

３／31・‌�北海道の有珠山が噴火、 
160億円を超える被害

４／５・‌�小渕首相の緊急入院によ
り、 森連立内閣発足

５／３・‌�17歳の少年が西鉄高速バ
スをバスジャック、 他に
も少年による凶悪事件が
続発

５／７・‌�ロシア大統領にプーチン
氏就任

６／13・韓国の金大中大統領
　 ～　　と北朝鮮の金正日総
６／14　‌�書記による朝鮮半島で初

の南北首脳会談
７／８～‌�・三宅島が断続的に噴火、 

９月上旬、 約3,800人の全
島民が避難

７／21　 ～　・沖縄でサミット開催７／23
９／15　 ～　・‌�シドニーオリンピック開催10／１
10／28・‌�プロ野球シリーズ、 長嶋巨

人対王ダイエーの対決で
長嶋巨人が勝利

11／－・米大統領選において、 
　 ～　　ブッシュ候補とゴア
12／－　候補の大接戦
12／10・‌�白川博士にノーベル化学

賞
　　　・‌�韓国の金大統領にノーベ

ル平和賞

平成13年
（2001）

１／６・中央省庁改革に伴い運輸省が国土交通省へ

３／22・日バス 「既存ノンステップバス標準仕様」 を策定

５／15・バス運行対策費補助金交付要綱の制定
 （国自旅第16号、 自動車交通局長） 

６／13・神奈川県生活交通確保対策地域協議会設置、 開催
６／27・自動車 NOx 法の一部改正法公布

１／20・米大統領にブッシュ氏就任
２／９・‌�「えひめ丸」と米原子力潜

水艦 「グリーンビル」 がハ
ワイ・オアフ島沖で衝突

３／14・‌�アフガニスタンでイスラ
ム原理主義勢力タリバン
が仏教遺跡を爆破

４／26・小泉内閣発足
６／８・‌�大阪教育大付属池田小学

校で児童殺傷事件
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７／－・‌�県内７バスターミナルにおいて点字案内シールを制作・取り
付け

　　　　‌�　また、 ６ターミナルにおける点字乗場案内冊子を作成、 障害
者団体など関係機関に配布

８／24・旅客自動車運送事業運輸規則の一部改正省令の公布
 （安全対策の強化、 施行平成14年２月１日） 

12／27・‌�一般乗合旅客自動車運送事業の許可及び事業計画変更認可申
請等の審査基準公示

９／10・‌�千葉県白井市で国内初の
狂牛病感染牛発見

９／11・‌�ニューヨークの世界貿易
センタービルに乗っ取ら
れた旅客機２機が激突、 
米同時テロ発生

10／～・‌�米政府は、 アフガニスタ
ンにおいてテロ掃討軍事
作戦を敢行

10／－・米国で炭疽菌事件発生
12／１・‌�皇太子妃雅子さまが敬宮

愛子さまをご出産

平成14年
（2002）

１／31・‌�一般乗合・貸切旅客自動車運送事業者に対する行政処分等の
基準公表 （２月１日から適用）�   （関東運輸局長） 

２／１・乗合バス規制緩和実施
　　　・バス協会で、 運行管理者試験受験者を対象とした講習会を実施
　　　・協会ホームページを開設し、 乗合バス案内システムの供用開始
　　　・‌� 「旅客自動車運送事業者が運転者に受けさせなければならない

適性診断の認定」 の告示�  （国土交通大臣） 
　　　・‌�運行管理者についての 「講習の実施、 運行管理者試験の受験資

格・実務経験」 等について、 国土交通大臣が告示
３／３・‌�第１回旅客関係運行管理者試験実施される （以後、 毎年３月･

８月に実施）
４／１・‌�移動が困難な方々への対応として、 バス運転者のための 「行動

マニュアル」 を作成、 全バス運転者に配布
４／５・‌�自動車NOｘ・ＰＭ法に基づく、 ディーゼル車の使用過程車に

対する使用期限を定めた国土交通大臣の告示
 （実施は、 平成14年10月１日） 

４／10・‌�協会創立50周年記念式典を横浜ベイシェラトンホテル&タワー
ズにて挙行

５／27・‌�神奈川県生活環境保全条例改正に係る助成等について、 神奈
　 ～　　川県議会、 神奈川県知事、 横浜市長及び川崎市長等に対し、 
９／末　要望活動を展開
６／３・神奈川県バス協会 新会長 齋藤寛氏就任
７／１・‌�地方運輸局・陸運支局の組織の全面的な再編成及び自動車検

査部門の独立行政法人化
９／20・ ‌�「９月20日はバスの日です」 のＰＲ用パンフレットを、 関東運

輸局と関東運輸局管内都県バス協会との共同で作成、 県内全市
町村、 県の出先機関等に配布

９／24・‌�神奈川県生活環境保全条例の一部改正 （平成15年10月から運行
規制） 

10／１・身体障害者補助犬法の施行
10／７・‌�バス事業における飲酒運転の防止に係る緊急対策を実施する

よう通達 � （国土交通省自動車交通局長） 
10／10・日本バス協会 「飲酒運転防止対策マニュアル」 を策定

10／30・‌�バス事業者に対して輸送の安全に関する緊急重点監査及び自
主点検の実施 （10月30日～12月） 

１／１・‌�欧州単一通貨ユーロの流
通開始

４／１・‌�定期性預金のペイオフ凍
結解除

５／31・サッカーＷ杯、 初の日韓
　 ～　　共同開催、 日本ベスト16
６／30　強
９／17・‌�史上初の日朝首脳会談、 

金総書記 「拉致」 を認め
る。 拉致被害者５人10月
15日24年ぶりに帰国

10／12・‌�バリ島で爆弾テロ日本人
２人を含む外国人ら190人
以上が死亡

10／23・‌�チェチェン武装勢力がモ
スクワの劇場を占拠、 救出
作戦を強行、 犯人40人余、 
人質と市民129人が死亡
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10／－・‌�神奈川県生活交通確保対策地域協議会に対し、 10月までに県内
バス事業者から、 56区間78系統の退出等意向申出があり、 藤野
町町営バスの運行等３区間７系統について対策が講じられ、 36
区間46系統について路線廃止・大幅減回が実施された

12／24・‌�ラッピングバスに関する 「神奈川県屋外広告物条例施行規則」 
の一部改正が行われ、 即日実施

 （神奈川県　都市整備公園課長） 

10／－・‌�北朝鮮、 核開発を認める、 
アメリカは重油提供停止
を決定

11／８・‌�対イラクで安保理決議、 
アメリカは攻撃準備を進
める

12／10・‌�ノーベル物理学賞に小柴
昌俊さん、 化学賞に田中耕
一さんのダブル受賞

平成15年
（2003）

１／29・‌�熱海梅園付近坂道 （熱函道路） で観光バスが横転、 多数の重
軽傷者が発生、 日バスは全国のバス事業者に注意喚起を通知

１／31・‌�バス停留所の上屋に関する道路使用許可及び道路占用の取扱
いの改正 （バス停留所上屋の壁面の設置及び広告物の添加が
可能） 

３／７・‌�乗合・貸切の行政処分等の基準の一部改正、 酒酔い運転・酒
気帯び運転に対する行政処分が強化

３／18・‌�２月26日山陽新幹線運転士が居眠り運転、 「睡眠時無呼吸症
候群」 と診断されたのを受け、 バス事業にも共通する問題と
して、 症状・自己判断方法・治療方法等について自動車交通
局長から通達

３／20・‌�米軍等によるイラク攻撃開始に伴い、 バス又は車庫等の施設
の再点検を行う等テロ対策に万全を期すよう自動車交通局長
から通達

４／１・‌�道路運送車両法の一部を改正する法律が施行され、 新たに整
備管理者になろうとする者について、 実務経験が５年から２
年に短縮、 研修の義務づけが実施

４／１・‌�バス協会をとりまとめ窓口として、 国等のＤＰＦ等の補助金
申請の受付け開始→６月11日をもって突如申請打切り

５／１・‌�健康増進法施行、 ＪＲを除き関東地方民鉄全駅で終日禁煙と
したため、 バスも同調、 全停留所を禁煙

６／10・かながわのバスマップ改訂版 （第４版） 発行
６／12・齋藤寛神奈川県バス協会長、 日本バス協会長に就任
７／４・‌�有期労働契約できる期間の変更、 解雇手続き等を内容とする

労働基準法の一部が改正、 公布 （施行は平成16年１月１日） 

９／９・‌�飲酒運転防止対策の徹底を期すため、 神奈川運輸支局長、 神
奈川県警担当官を招聘し、 全事業者 （経営者） 大会を開催

９／16・‌�日本バス協会 「飲酒運転再発防止に向けた更なる措置」 策定、 
各事業者に徹底を図る

９／19・‌�日本のバス100周年記念事業として、 関東運輸局が関東地方
バス100選の公募結果を発表

９／25・‌�清子内親王殿下ご臨席の下、 バス創業100周年記念式典開催、 
引続き全国バス事業者大会開催 （赤坂プリンスホテル） 

９／27・‌�バス創業100周年記念フェスティバル開催 （日比谷公園） 
10／１・首都圏の１都３県でディーゼル自動車の運行規制開始
10／１・‌�日本バス協会が、 旅館・ホテル業界団体、 旅行業界団体に対

し、 バス乗務員に対する行先地での飲酒禁止に係る協力依頼
を行う

１／10・‌�北朝鮮、 核拡散防止条約 
（ＮＰＴ） から脱退

２／１・‌�宇宙飛行を終えて帰還途
中であった米スペース
シャトル 「コロンビア」 が
テキサス州上空で空中分
解、 ７人全員が死亡

２／18・‌�韓国第３の都市大邱 （テ
グ） で放火による地下鉄
火災が発生、 192人が死亡

３／20・‌�米英軍がイラク攻撃開始、 
フセイン政権崩壊

６／４・‌�2002年11月に中国広東省
で初の感染者が確認され、 
香港、 台湾を中心に世界
各地に猛威をふるった新
型肺炎 （重症急性呼吸器
症候群：ＳＡＲＳ） の終
息宣言

７／１・‌�長崎県で中学生による４
歳男児殺害事件発生、 そ
の後少年事件多発

８／14・‌�米北東部や中西部、 カナ
ダの広い範囲で史上最悪
の大停電が発生、 約5,000
万人に影響

８／25・‌�北朝鮮の貨客船 「万景峰
号」 入港で厳戒態勢

９／15・‌�阪神18年ぶりリーグ優勝
10／17・‌�石原伸晃国土交通大臣日

本道路公団藤井総裁を解
任

　松井選手米大リーグで活躍、 全
181試合に出場、 ワールドシリーズ
では日本人で初めての４番打者に
　10月下旬米カリフォルニア州で
大規模な山火事発生、 住民10万人
以上が避難、 死者20人を超える
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11／９・‌�衆院選、 与党が絶対安定
多数を獲得、 ２大政党化
進む

11／29・‌�イラクで初めての邦人犠
牲者、 日本人外交官２人が
殺害される

12／９・‌�自衛隊イラク派遣を閣議
決定

12／13・‌�フセイン元大統領を米軍
が拘束

12／26・‌�イラン南東部の大地震に
より４万人以上の死者

平成16年
（2004）

１／９・‌�大新東㈱が乗合バス事業新規参入許可、 県内の乗合バスでは
初の新規参入事業者となり、 ４月１日からレイディアントシ
ティ～金沢文庫駅間で運行開始

１／16・‌�日本バス協会では 「飲酒運転防止対策マニュアル」 及び 「飲酒
運転再発防止に向けた更なる措置」 を定めた後においても飲
酒運転事案が発生していることから、 実効を上げるための方
策を決定

２／１・みなとみらい線 （横浜～元町・中華街間） 開業

３／１・‌�神奈川県バス協会のホームページに、 貸切バスの案内が追加
掲載され本格運用開始

３／２・神奈川県バス活性化委員会開催
３月以降‌�、 三菱ふそうトラック・バスのリコール隠しなど相次ぐ不正

行為事案が発覚

４／１・神奈川県バス協会の４月分 「バス月報」 からＩＴ配信開始
４／16・‌�大型車のホイール･ボルト折損による車輪脱落事故防止のため

の緊急点検を実施するよう、 国土交通省から通達
４／27・‌�ゴールデンウィークの輸送繁忙期に、 バスターミナル等にお

いて警察と連携し、 特別警戒を実施するよう国土交通省から
通達、 県内主要駅等において、 バス事業者・バス協会が特別
警備等を実施

６／２・‌�第53回定時総会において、 会費徴収規程が改正され、 平成16年
４月分会費から平等割・車両割会費とも一律15％値下げする
ことが決議決定

６／10・‌�全国バス事業者大会において 「飲酒運転再発防止緊急決議」 を
採択

６／21・‌�飲酒運転防止対策未実施事業者を対象に、 運輸支局担当官を
講師として 「飲酒運転防止対策研修」 を実施

６／30・‌�乗合・貸切等の審査基準、 行政処分基準等関係する基準の一部
改正等が行われ、 ８月１日から適用

　　　　‌�　行政処分については、 過去の処分歴により規模拡大の許認可
が受けられない、 いわゆる 「服喪」 制度も改正され、 累積違反
点数に応じ、 ３ヶ月～１年間に期間を短縮、 違反が初犯の営業
所で処分後２年間無事故無違反の場合違反点数を消去するイ
ンセンティブ導入

１／12・‌�山口県の養鶏農場で79年
ぶりに鳥インフルエンザ
発生、 その後大分県・京
都府でも発生、 鶏卵の回
収や出荷禁止が相次いだ

２／６・‌�モスクワの地下鉄でテロ
発生、 車内爆発で乗客41
人が死亡

２／８・‌�イラク南部サマワに陸上
自衛隊の第１陣が到着、 
３月下旬から支援活動を
開始

３／11・‌�スペインで列車爆発テロ、 
マドリード中心部の３つ
の駅で爆発約200人が死亡

４／１・‌�消費税法の一部が改正さ
れ消費税を含んだ 「総額
表示」 実施

４／８・‌�イラクで日本人ボランティ
ア活動家３人が拉致される

　　　　その後15日に開放
５／22・‌�小泉首相が２度目の訪朝、 

拉致被害者５人が帰国
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７／30・‌�自動車交通行政と道路行政が連携し、 バスカメラの活用による
バス走行円滑化や、 道路特定財源の一部40億円を活用した高速
バスロケーションシステムの導入など、 バス交通再生プロジェ
クトを国土交通省が重点施策として決定

９／28・‌�運行管理者試験の 「合格基準の設定」 が行われ、 平成17年度以
降実施される試験から適用されることとされた

　　　　出題分野ごとに正解が１問以上、 原則として総得点が60点以上

８／13～‌�29・ 第28回夏期五輪アテ
ネ大会開催、 東京五輪大
並ぶ金メダル16個を獲得
する活躍、 メダル総数37個
は史上最多

８／22・‌�全国高校野球で春夏を通
じ北海道勢の駒大苫小牧
高校が優勝、 初の快挙

８／24・‌�ロシア旅客機２機がほぼ
同時に墜落、 両機の乗員
乗客90人が死亡、 イスラム
過激派を名乗る団体が犯
行声明

９／１～‌�３・ロシア南部北オセア
チア共和国の学校を、 チェ
チェン独立を求める武装
集団が占拠、 制圧の際300
人以上が死亡

９／18～‌�19・ プロ野球選手会が球
界再編問題をめぐってプ
ロ史上初のストを決行

９／27・‌�第二次小泉内閣発足、 国
土交通大臣に公明党の北
側一雄衆議院議員就任

10／１・‌�アメリカ大リーグマリナー
ズ、 イチロー選手が257
安打の大リーグ記録を更
新、 その後262本に記録を
伸ばす

10／20・‌�台風23号が列島縦断、 死
者・不明者90人以上、 高波
や土砂崩れ、 河川の氾濫に
よる被害が相次ぎ、 年間10
個の台風上陸は過去最多

10／23・‌�午後５時56分頃新潟県中
越地震 （マグニチュード
6.8） が発生、 死者40人、 負
傷者約4,600人となり、 長
岡市内では上越新幹線が
営業運転中の新幹線とし
て初めて脱線する事故が
起きる

11／１・‌�日本銀行が千円・５千円・
１万円の新紙幣３種類を
発行、 その後日本銀行職
員による希少番号のすり
替えが発覚

11／２・‌�パリーグの新球団が 「楽
天」 と決定、 新規参入は51
年ぶり
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11／24・‌�三井物産製ＤＰＦ、 東京都の装置指定にかかわる試験データの
ねつ造が発覚、 指定取消し

11／９～‌�14・拉致問題で日朝実務者
協議、 横田めぐみさんのも
のとする遺骨を持ち帰る

　　　　‌�12月ＤＮＡ鑑定で別人の
ものと判明

11／３・‌�ブッシュアメリカ大統領再
選、 ケリー上院議員を破る

11／17・‌�奈良市の小学１年生の女
子児童が下校途中に誘拐
され、 翌日遺体で発見、 
12月30日36歳の男逮捕さ
れる

12／９・‌� 「オレオレ詐欺」 多様化 
「振り込め詐欺」 と命名、 
今年１月～11月で被害総額
250億円を超える

12／26・‌�インドネシアのスマトラ
島沖でマグニチュード9.0
の地震発生、 インド洋沿岸
諸国を大津波が直撃、 日本
人35人以上を含め、 死者・
行方不明者18万人以上、 津
波による被災者は150万人
以上

平成17年
（2005）

３／14・‌�日本初の連節ノンステップバス （ツインライナー）、 藤沢市
北部の 「湘南台駅西口～慶應義塾大学藤沢キャンパス」 間を
運行

４／１・‌�桜木町駅バスターミナル内に、 バス協会会員専用の貸切バス
駐車場 （２台分） を確保

４／28・‌�任意保険加入を義務付ける国土交通省令の改正、 損害賠償の
限度額が告示され、 また、 これに関連する審査基準等について
改正

６月～11‌�月・軽油価格高騰に対し、 日本バス協会では軽油価格の安定に
ついて国土交通省、 通商産業省に、 生活確保対策のための財源
措置について総務省に要望

　　　　‌�　また、 軽油価格の高騰分の適切な転嫁について旅行業界に
要請

　　　　‌�神奈川県バス協会でも旅行業界に対し適切な転嫁について、 
11月21日要望書を提出

３／25～‌�９／25・国際博覧会 「愛・
地球博 （愛知万博）」 開催、 
約2,500万人が入場

４／２・‌�第246代ローマ法王ヨハ
ネ・パウロ２世が死去

４／25・‌�ＪＲ西日本福知山線で快
速電車が脱線、 マンショ
ンに激突、 107人死亡・555
人負傷の大惨事

６／23・‌�ニューヨーク原油市場の
先物価格が1983年の取引
開始以来初の１バレル60
ドルに達し、 その後も高
騰し、 ８月末には一時70ド
ルを突破

６／29・‌�大手機械メーカー 「クボ
タ」 はアスベスト （石綿） 
が原因と見られる 「中皮
腫」 により、 死者が多数出
ていることを公表、 国民
に健康不安広がる

７／７・‌�ロンドン市内のキングス
クロス駅付近など３箇所
の地下鉄車両及び２階建
てバスで爆発が起き、 ４
件の爆発で52人が犠牲、 
いずれも４人の若者によ
る自爆テロ
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７／28・ ‌�「ツアーバス」 に関する当面の対応方針が地方運輸局に通達
され、 旅行業者に道路運送法上の責任を問うことはないとさ
れた

８／24・‌� 「つくばエクスプレス」 開業、 秋葉原～研究学園都市・つくば
間最速45分で運転

９／９・‌�日本バス協会では、 今後毎年、 秋の全国交通安全運動と併行
して 「飲酒運転防止週間」 を設定するなど 「飲酒運転防止対策
の一層の励行について」 各地方協会に通達

　　　　‌�神奈川県バス協会では、 飲酒運転防止に関する標語の募集を
実施

７／26・‌�アメリカ航空宇宙局 （NASA） 
は７月26日野口聡一さん
ら７人の宇宙飛行士を乗
せたスペースシャトル 
「ディスカバリー」 の打ち
上げに成功、 ８月９日無
事帰還

８／26・‌�超大型ハリケーン 「カト
リーナ」 がアメリカ南部
のルイジアナ州やミシ
シッピ州などを襲い、 米
史上最大級の被害をもた
らす

９／11・‌�８月８日衆議院解散に伴
う第44回衆議院議員選挙、 
自民党が296議席獲得、 公
明党と合わせて総定数の
２／３を超す巨大与党が
誕生

10／８・‌�パキスタン北部でマグニ
チュード7.6の地震があり、 
カシミール地方を中心に
約76,000人が死亡、 300万人
が家を失った

10／14・‌�郵政民営化関連法案が可
決・成立

10／26・‌�プロ野球千葉ロッテマ
リーンズが31年ぶりの日
本一を達成

11／15・‌�天皇家の長女、 紀宮清子さ
まと、 東京都職員の黒田慶
樹さんがご結婚

11／中旬‌�・姉歯秀次１級建築士が
構造計算を手がけたマン
ションやホテルで耐震
データーの改ざんにより、 
その多くは震度５強で倒
壊の恐れがあることが判
明、 転居を迫られる住民
や、 営業休止に追い込ま
れるホテルが相次いだ

11／27・‌�大相撲朝青龍が九州場所
で15度目の優勝、 史上初の
７連覇の年６場所完全制
覇を達成

12／９・‌�国土交通省は、 従来の自動車運送事業者の監査・処分をより
効果的に実施し、 規制緩和後の事後チェック体制をより確実
にするため、 監査方針、 行政処分基準等所要の改正を行う

　　　　　平成18年４月１日から実施

12／25・‌�山形県庄内町のＪＲ東日
本羽越線で特急 「いなほ14
号」 が脱線・転覆、 ５人が
死亡、 32名が重軽傷
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12／20・‌�女子児童が連れ去られ、 殺害される事件が多発したことを受
け、 「犯罪から子供を守るための対策に関する関係省庁連絡会
議」 が発足し、 その安全確保対策の中で、 「路線バスを活用した
通学時の安全確保」 を行うこととされた

年末～・‌�新潟県～北陸・上信越地
方、 記録的な降雪

平成18年
（2006） ２／13・国土交通省と社会保険等機関との通報制度の拡充

　　　　・‌�労働基準法 （勤務時間関係） 違反に加え、 新たに最低賃金法
違反についても相互通報制度を拡充

　　　　・社会保険等未加入事業者について通報制度の構築

３／20・標準仕様ノンステップバス認定要領の一部改正
　　　　・大型バスの乗降口の開口幅を900㎜以上
　　　　・乗降時のステップ高さを270㎜以下　　　　　等
３／29・‌�鉄道、 自動車、 海運及び航空の各事業法を改正して運輸事業

者における輸送の安全を確保するための取組を強化するこ
と等により、 運輸の安全性を向上させるための 「運輸の安全
性の向上のための鉄道事業法等の一部を改正する法律 （以下 
「運輸安全法」 という。）」 が成立

５／18・乗合バスの上限運賃改定 （佐賀県の昭和自動車㈱） 
　　　　平成10年10月・北海道中央バス㈱等の認可後７年７ヶ月ぶり
５／19・道路運送法の一部改正法が成立
　　　　・小型２輪車の有効期間の延長 （初回２年を３年） 
　　　　・‌�乗合旅客運送の規制の適正化および自家用自動車による有

償旅客運送制度の創設　　　　　　　　　　等
６／１・‌�改正道路法が施行、 駐車違反の取り締まり強化 （民間監視員

制度の導入） 
６／30・‌� 「ツアーバスに関する取り扱い」 について解釈及び適正化の

通達発出
　　　　・‌�運送の発地又は着地のいずれかが営業区域内に存在してい

ることが確認できる場合、 経由地において旅客の取り扱い
をすることは問題ない （国土交通省→バス協会） 

　　　　・‌�ツアーの発地又は着地のいずれにも営業区域を有しない事
業者と貸切契約をすること、 労働基準法に違反する長時間
労働、 道路交通法の最高速度を違反する走行を強いること
の禁止 （国土交通省→旅行業協会） 

７／21・ ‌�「活力あるバスサービスの未来を拓く」 （交通政策審議会陸上
交通分科会自動車部会・今後のバスサービス活性化方策検討
小委員会） 第一次とりまとめ

　　　　　当面の具体的方策として以下を盛り込む
　　　　・ 「地域公共交通会議 （仮称）」 の適正運営と高度化
　　　　・運行形態に即した仕組みの構築
　　　　・安全マネジメントの徹底　　　　　　　　等
８／１・‌�自動車運送事業における 「酒気帯び運転」 や 「過労運転」 に

よる重大事故や悪質違反について、 市場からの排除など行政
処分の厳格化

８／21・‌�貸切部会運営委員会において 「営業区域外運送実態調査」 を
実施することを決定

　　　　・第１回実態調査を12月に実施

１／23・‌�ライブドア事件で堀江貴
文社長ら証券取引法違反
で逮捕

２／23・‌�トリノ５輪・フィギュア
スケートで荒川静香選手
が金

３／９・‌�日銀が量的緩和を解除 
（７月にはゼロ金利政策
解除） 

３／20・‌�ＷＢＣで王ジャパンが初
代王者となる

４／４・‌�選抜高校野球で横浜が清
峰 （長崎） を破り優勝、 
春の全国制覇は８年ぶり
３度目

４／８・‌�耐震偽装事件で姉歯秀次
元一級建築士らを逮捕

５／１・‌�神奈川県の人口が推計で
大阪府を抜いて全国２位
に （8,823,227人） 

５／27・‌�インドネシア・ジャワ島
中部で、 マグニチュード
6.3の地震が発生、 死者は
約6,000人

６／９・‌�サッカーＷ杯に日本が３
大会連続出場 （グループ
リーグ敗退） 

６／20・‌�夕張市が財政再建団体の
指定を申請する方針を決
定

６／20・‌�政府はイラク派遣の陸上
自衛隊の撤収を発表

８／24・‌�国際天文学連合は、 冥王
星を惑星から格下げし、 
太陽系の惑星を９個から
８個とした

８／25・‌�福岡市職員の飲酒運転事
故で３児が死亡
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 （飲酒運転に対する指導の強化） 
　９／15・‌�「飲酒運転の根絶に向けた取り組みの強化について」 （中央

交通安全対策会議・交通対策本部決定→国土交通省→各
協会） 

　11／13・‌� 「飲酒運転を根絶しよう�県民大会」 の開催 （県交通安全
対策協議会会長→県交通安全対策協議会会員） 

　11／15・‌� 「飲酒運転再発防止の徹底について」 （日本バス協会会長・
飲酒運転防止対策会議→各バス協会会長） 

　12／27・‌� 「飲酒運転根絶に向けた運行管理者に対する指導について」 
 　　　　　（日本バス協会常務理事→各バス協会専務理事） 

10／１・‌� 「運輸安全法」 が施行。 関係省令及び告示 「旅客自動車運送
事業・貨物自動車運送事業安全マネジメント指針」 を制定

　　　　・ 「安全管理規程」 等にかかる行政処分等の一部改正
10／１・‌�改正道路運送法が施行。 関係省令の一部改正
　　　　・‌�コミュニティバスや乗合タクシーなど路線不定期運行、 区域

運行についての規制の適正化
　　　　・‌�市町村バスやＮＰＯ等によるボランティア有償運送につい

て自家用自動車による有償旅客運送制度の創設
　　　　・ 「地域公共交通会議」 の創設
　　　　・運行管理者資格者証の一部改正　　　　　　　　等
10／10・‌�新しい地域名を表示したナンバープレート （「ご当地ナン

バー」） の交付始まる （18地域） 
　　　　‌� 「仙台」 「会津」 「那須」 「高崎」 「川越」 「成田」 「柏」 「金沢」 

「諏訪」 「伊豆」 「岡崎」 「豊田」 「一宮」 「鈴鹿」 「堺」 「倉敷」 「下
関」 「つくば （19年２月13日から）」 

12／１・‌� 「バス共通カード規格管理委員会」 （任意団体） が 「有限責任
中間法人　バス共通ＩＣカード協会」 に改組し事業開始

12／20・ ‌�「高齢者、 障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 
（バリアフリー新法）」 が施行 （６月成立） 

　　　　・ノンステップバスの目標値 （平成22年：30％） 
　　　　・‌�平成18年12月20日以降新たにバス車両を事業のように供す

るときについては 「筆談用具を設け、 筆談用具があることを
表示すること」 

12／31・平成18年県内交通事故死者数240人で最少記録を更新

9／6・‌�秋篠宮妃紀子さまが男子 
（悠仁） をご出産

9／15・‌�オウム真理教の麻原彰晃 
（本名：松本智津夫） 被告の
死刑が確定

9／26・‌�安倍晋三氏が第90代、 57人
目の総理に選出され安倍
内閣が発足

10／９・‌�北朝鮮が地下核実験を実
施

10／11・‌�福岡県の中学２年の男子
が 「いじめ苦」 の遺書を残
し自殺、 いじめ苦の自殺が
全国で相次ぐ

10／13・‌�北朝鮮の核実験に対し制
裁強化

10／23・‌�福岡県前知事を収賄容疑
で逮捕、 自治体の不祥事
続発

11／５・‌�イラク元大統領サダム・
フセインに死刑判決

11／７・米中間選挙で民主党勝利
11／22・‌�景気拡大、 「いざなぎ景気」 

を抜く
11／26・横浜ＦＣ、 Ｊ１昇格

平成19年
（2007）

２／18・‌�大阪府吹田市でスキー客を乗せた 「あずみ野観光バス」 （長
野県松川村） の大型バスがモノレール橋脚に衝突し、 乗客ら
27人が死傷

３月～・‌�横浜市、 秦野市で地域公共交通の活性化及び再生を推進する
ための 「地域公共交通会議」 を立ち上げ

３／18・‌�首都圏のバス31事業者74営業所と鉄道23事業者に共通利用で
きるICカード （PASMO） のサービス開始

１月～・‌�大手菓子メーカー 「不二
家」、 和菓子の老舗 「赤
福」、 高級料亭 「船場吉兆」 
など食品偽装が相次ぐ

１／21・‌�宮崎県知事に元タレントの
そのまんま東氏が初当選

２／13・‌�北朝鮮の核問題を巡る６
か国協議は北の核 「無能
力化」 で共同文書

３月～・‌�中国産品から有毒物質が
発生、 安全性に不安が高
まる

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩



51

年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

４月　・‌�ツアーバスを行う事業者などを対象に、 関東運輸局による 
「貸切バス事業者に対する重点監査」 の実施

５／14・‌�２月に死傷事故を起した 「あずみ野観光バス」 の運転手が業
務上過失致死傷と道交法違反 （過労運転） で、 社長らが過労
運転の下命容疑で逮捕される

５／25・‌�２月に起こった 「あずみ野観光バス」 の事故に伴い、 一般旅
客自動車運送事業者に対する行政処分等の基準が一部改正さ
れ、 点呼の実施、 運転者に対する指導監督など行政処分の厳
格化

５～11月‌�・横浜市敬老パス制度見直しのための 「横浜市敬老特別乗車
証のあり方検討会」 を設置、 検討会は５回開催され、 持続可
能な制度の構築や利用実績の把握などを盛り込んだ、 最終取
りまとめが発表された

６／２・‌�道路交通法の一部が改正され、 自動車の種類に中型自動車 
（乗車定員11人以上29人以下） 運転免許の種類に中型免許 （20
歳以上、 経験２年以上）、 中型二種免許 （21歳以上、 経験３年
以上） がスタート

６～10月‌�・２月に発生した 「あずみ野観光バス」 による重大事故を契
機に、 国土交通省、 貸切バス事業者、 旅行業者、 関係団体、 労
働組合の実務者をメンバーとして、 貸切バスやツアーバスに
係る安全性の確保・質の向上に向けた方策検討のため 「貸切
バスに関する安全等対策検討会」 が６回開催され、 報告書が
取りまとまられた

３／11・‌�相模原市が城山、 藤野両
町と合併、 2010年に県内３
番目の政令市への移行を
目指す

４／３・‌�年金記録漏れ約5000万件
あることが、 社会保険庁
の調査で判明

４／８・‌�県知事選で松沢成文氏が
再選

４／16・‌�米バージニア工科大学で
銃乱射、 学生など32人が
死亡

７／11・‌�県内のタクシー約１万4,000
台で、 全面禁煙がスタート

７／16・‌�新潟県中越沖地震が発生、 
15人が死亡、 約2,300人が
重軽傷を負った

７／29・‌�第21回参院選で自民党が
歴史的惨敗、 民主党が初
めて参院第１党となる

９／12・‌�安部首相が突然の退陣を
表明、 後継は福田康夫元
官房長官に

９／27・‌�ミャンマーで反政府デモ、 
日本人ジャーナリストが
死亡

10／１・‌�郵政民営化がスタート、 
明治以来130年余の官営郵
政に幕

11／28・‌�守屋前防衛次官がゴルフ
旅行接待など収賄容疑で
逮捕される

平成20年
（2008）

１／４・‌�青森市の八甲田山中でツアー客を乗せた大型観光バスが道路
脇斜面から転落、 乗客１人死亡22人負傷

２／４・‌�厚木バスセンターから5,000人が就業するオフィスタワー 
「厚木アクスト」 間にノンステップバス連接バス 「ツインラ
イナー」 運行開始

３／14・‌�横浜でのアフリカ開発会議 （５月）、 北海道洞爺湖サミット 
（７月） におけるテロ対策として、 県警による路線バスでの全
国初の警察官の乗車始まる

３／30・‌�市営地下鉄に日吉と中山を結ぶ新路線 （グリーンライン） が
誕生

４／１・‌�ガソリン税暫定税率が失効、 値下げ始まるも再可決で復活 
（５月１日～） 

５／８・‌�齋藤寛神奈川県バス協会会長が平成20年春の叙勲において、 
旭日重光章を授章

６／１・‌�改正道路交通法の施行により、 後部座席へのシートベルト着
用が義務化、 乗客のシートベルト着用は当面の間、 高速道路上 
（高速バス・貸切バス） が取り締まりの対象

６／５・神奈川県バス協会新会長に大谷一彦氏就任

１月～・‌�中国製ギョーザで中毒、 
中国産食品のトラブルが
相次ぐ

２／19・‌‌�海上自衛隊のイージス艦
と漁船が衝突、 漁船に乗っ
ていた２人が行方不明

４／１・‌�後期高齢者医療制度がス
タート、 高齢者の年金か
ら保険料を天引きするこ
となどに批判が集中

５／２・‌�ミャンマーを大型サイク
ロンが直撃し、 死者・行
方不明者が13万人超す

５／12・‌�中国四川省 で マ グ ニ
チュード８の地震が発生、 
被災者は1,000万人を超えた

６／８・‌�秋葉原で無差別７人殺害、 
路上の通り魔としては戦
後最悪の死者
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６／27・‌�貸切バス事業に係る乗務距離による交替運転者の配置の指針
についての通達で、 １日当たりの運転時間の上限９時間に相当
する乗務距離の上限は、 670㎞となる

８／18・ 「神奈川県内乗合バス・ルートあんない№１」 の販売開始
９／16・‌�旅行業団体及び地方自治体等と貸切バス事業者との適正な運

送契約について、 神奈川運輸支局長に指導方を申し入れ、 支局
長通達が発出された

９／25・‌�貸切バス事業者の安全性や安全に対する取組状況等について
評価・公表する制度を検討するため、 「安全性等評価・認定
制度検討委員会」 がスタート

10／９・‌�今後のバス産業のあり方検討のため、 国土交通省・日本バス
協会連携により 「バス産業勉強会」 を設置し、 経営戦略等、 
各視点の切り口から年度内を目途に検討を開始

10／28・‌�高速バスの効率的な運行に係る道路運送法上の取扱いについ
ての通達

　　　　　Ⅰ　続行便については、 運行区間を任意とする
　　　　　Ⅱ　‌�続行便については、 共同運行会社の便に対しても可能

とする
　　　　　Ⅲ　‌�クローズド・ドア路線において、 車内に旅客がいなく

なった場合、 事前届出がなくとも、 運行管理者の判断
で帰庫できる

12／２・‌�７月に東名において、 高速バスのバスジャックが発生したこ
とから、 警察等との連携による年１回以上の訓練の実施など 
「バスジャック統一対応マニュアル」 を一部改正

７／７・‌�洞爺湖サミット開幕、 2050
年までに温室効果ガスの
排出量半減の長期目標を
掲げる

７／11‌�・‌�ＮＹ原油先物市場で、 史
上最高値１バレル＝147.27
ドルを記録した

７／16・‌�東名高速において14歳の
少年による高速バスのバ
スジャックが発生

８／８・‌�北京で五輪開催、 204ヶ国
参加は過去最多

９／１・‌�福田首相が退陣表明、 安
倍前首相に続き、 在任約
１年での突然の退陣表明、 
後継は麻生首相

９月～・‌�米大手証券リーマン・ブ
ラザーズが経営破綻、 米
国発の金融危機が世界に
波及

10／７．８・ノーベル物理学賞に南
　　　   ‌�部陽一郎、 小林誠、 益川敏

英の３氏、 化学賞に下村脩
氏が決まる

12月～・‌�実態経済への影響が及ぶ
に連れ、 派遣・季節労働
者の解雇が相次ぐ

平成21年
（2009）

３月～・‌�ＥＴＣの装着車を対象に高速道路の地方区間で土日、 祝日の
利用料1000円の割引制度がスタートし、 渋滞による高速バス
の遅れが多発

３月　・‌� 「事業用自動車総合安全プラン2009」 が策定され、 交通事故
死者数ゼロ、 飲酒運転ゼロを目指して、 安全マネジメントの
評価対象の中小規模事業者への拡大、 労働・社会保険関係法
令違反に対する行政処分の強化、 点呼時におけるアルコール
チェッカーの使用の義務付けなどが決められた

３／２・神奈川バス案内ＷＥＢモバイルの運用開始
４月　・‌�国土交通省・社団法人日本バス協会連携による今後のバス産

業のあり方検討のための 「バス産業勉強会」 の報告書がまと
められ公表された

５月～・‌�新型インフルエンザの感染が確認され、 その後拡大したため、 
修学旅行中止などの影響で貸切バスのキャンセルが相次ぐ

６／２・‌� 「貸切バス事業者の安全性等評価・認定制度」 の実施主体は
社団法人日本バス協会に決定

１／20・‌�民主党バラク・オバマ上
院議員が第44代大統領に
就任、 黒人大統領は米国
史上初

３／23・‌�野球の世界一を争う第２
回ＷＢＣで日本が決勝で
韓国を破り２連覇を果た
した

４月～・‌�メキシコで発生した新型
インフルエンザが世界中
で大流行し、 死者が世界
全体で１万人を超え、 日
本でも120人余となった

４／28・‌�横浜開港150周年記念イベ
ント 「開国博Ｙ150」 がベ
イサイドエリアで開幕

５／21・‌�刑事裁判に一般市民が参
加する裁判員制度が始ま
り、 くじで選ばれた裁判
員６人が３人の裁判官と
１審を担当する

６／１・‌�米自動車最大手のＧＭが
破産申請、 クライスラーも
４月30日に申請しており、 
米自動車ビックスリーの
２社が経営破綻した
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７／３・‌�貸切バス事業の秩序ある発展の推進と会員相互の親睦を図る
ことを目的に 「神奈川県貸切バス事業検討委員会」 を設置・
開催

８月　・‌�走行中のバスの炎上が連続して起こったため、 日本バス協会
が 「車両火災発生時等緊急時における統一対応マニュアル」 
を取りまとめ

９／１・‌�茅ヶ崎駅・辻堂駅間で日本初の形態となる前面への自転車積
載ラックバスを運行

10／16・‌�運輸安全マネジメント実施要領の改正が行われ、 評価対象を
乗合バス100両以上、 都市間を結ぶ高速バス及び高速ツワーバ
ス事業者など中小規模事業者に拡大、 また、 第三者機関も安
全マネジメント評価をできることとし、 国が行った評価と同
等に扱う （独立行政法人自動車事故対策機構が決定） 

11月　・‌�ＩＣカード乗車券パスモの普及により横浜市交通局や県内バ
ス各社が相次いでバス共通カードの取り扱いを2010年７月末
で終了することを発表

12／22・‌�政府は臨時閣議で、 来年度ガソリン税、 軽油引取税などの暫
定税率の継続決定、 これに伴い運輸事業振興助成交付金の継
続も決まる

６／４・‌� 「足利事件」 で無期懲役
が確定し、 服役していた
菅谷利和さんが、 ＤＮＡ
再鑑定の結果を受け逮捕
から17年半ぶりに釈放さ
れた

７／５・‌�中国新疆ウイグル自治区
で少数民族ウイグル族の
大規模暴動が発生し、 武
力鎮圧されたが死者数が
197人に上った

７／28・‌�横浜市の中田市長が市議
会議長に辞職願を提出、 
任期途中の辞職に批判が
起こる、 後任に林文子さ
んが横浜市初の女性市長
となった

８／30・‌�第45回衆議院選で民主党
が過半数を大きく上回る
308議席を獲得し、９月16
日、 鳩山代表は国会指名
を受け、 第93代の首相に就
任し、 民主、 社民、 国民新
３党の連立による鳩山内
閣が発足、 自民党は結党
以来初めて第２党になり、 
野党に転落

９／13・‌�マリナーズのイチロー選
手が大リーグ史上初とな
る９年連続シーズン200安
打を達成した

11／14・‌�韓国釜山の室内射撃場で
火災が発生し、 日本人観光
客10人が死亡した

平成22年
（2010）

５／１・バス協会の事務所を移転 （中区太田町→港北区新横浜） 

６／４・神奈川県バス協会 新会長に 高橋 幹氏就任

１／12・‌�ハイチでマグニチュード
7.0の地震が発生し、 推計
で約23万人が死亡

４／20・‌�宮崎県で口蹄疫が発生、 
県内５市６町の292施設に
広がり、 牛や豚など約29万
頭が殺処分

６／２・‌�鳩山首相は米軍普天間飛
行場移設を巡る迷走で責
任を取り退陣、 政権交代
で誕生した鳩山内閣は８
か月余りで終止符が打た
れ、 後継に菅直人氏を選
出

７／11・‌�第22回参議院選で民主党
が大敗、 改選前を下回り、 
与党が過半数を割り込む 
「ねじれ国会」 となる
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８／１・バス共通カードの取扱いが７月末で終了

９／10・‌�総務省は貸切バスの安全確保対策に関する行政評価・監視の
結果を公表し、 具体的な改善を国土交通省に勧告

９／10・ ‌�「神奈川県内乗合バス・ルートあんない №２」 を発行

９／23・‌�横浜市でバス事業者、 市民、 行政の協働によるバス交通活
性化の取組みの一つとして 「横浜カーフリーデー2010」 が開
催され、 市内の乗合バス10事業者、 バス協会が車両の展示、 
グッズの販売などを行った

10／３・‌�日本バス協会主催による 「バスフェスタ2010 in YOKOHAMA」 
がパシフィコ横浜で開催され、 ボンネットバスの展示や連節
バスによる周遊などが行われた

10／21・‌�羽田空港新国際線ターミナル開業に伴い、 県内13路線の空港
連絡バスが国際線ターミナルに乗り入れ開始

12／15・ ‌�「事業用自動車総合安全プラン2009」 及び総務省からの貸切バ
スに対する勧告を踏まえ、 点呼におけるアルコール検知器の
備えに対する処分基準の創設など自動車運送事業の行政処分
基準等の改正が行われ、 平成23年４月１日より施行

12／16・‌�税制改正大綱は軽油引取税の税率が11年度も継続されるに伴
い、 運輸事業振興助成交付金の継続と交付金基準額の確実な
交付を確保するため、 法整備等を受け所要の措置を講じるこ
とを決定

８／５・‌�南米チリの鉱山で落盤事
故が起き、 作業員33人が
坑内に閉じこめられたが、 
70日間余りの苛酷な地下
生活を耐え抜いて全員が
生還

９／１・‌�気象庁の発表で今夏 （６
～８月） が観測史上113年
間で最も暑い夏となる

９／７・‌�尖閣諸島沖で中国漁船が
海保巡視船と衝突、 政府の
対応を不満として11月に
衝突時のビデオ映像が神
戸海上保安部の海上保安
官によりインターネット
の動画投稿サイトに流出

９／21・‌�最高検が郵便不正事件の
押収証拠改ざんで大阪地
検特捜検事を逮捕、 その
後、 組織的に隠蔽したと
して元上司らも逮捕

10／６・‌�ノーベル化学賞に米パ
デュー大の根岸英一教授
と北海道大の鈴木章教授
が選ばれる

11／７・‌�21の国・地域が参加した
アジア太平洋経済協力会
議 （APEC） が横浜MM21
地区で開催

11／23・‌�北朝鮮が韓国の延坪島を
突如砲撃、 韓国側で民間人
を含み４人が死亡、 数十人
が負傷

平成23年
（2011）

１月～・‌�チュニジアで長期独裁政
権が崩壊し、 長期独裁政
権に対する民主化要求の
動きはエジプト、 リビア、 
シリアなどアラブ諸国に
広がった

２／６・‌�日本相撲協会は、 大相撲
で八百長が発覚したこと
を受け、 春場所の中止を
決定、 不祥事が原因の中
止は初めて

２／22・‌�ニュージーランド南島で
マグニチュード6.3の地震
があり、 日本人28人を含む
180人以上が死亡した
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３／18・‌�東日本大震災を踏まえ、 貸切バス事業において被災地
域からの避難、 被災地域への支援、 その他これに準ず
る目的のための輸送要請があった場合は、 臨時の営業
区域が設定できるなど従来の通達の柔軟な運用が通知
された

３／31・‌�バリアフリー新法の移動等円滑化促進基本方針の改定
に基づき、 バス車両は平成32年度までに５万台のうち、 
70パーセントにあたる３万５千台についてノンステッ
プバスにするとの目標が設定された

４／１・‌�神奈川バス案内ＷＥＢに路線バス地図検索機能を新設
し、 それに伴いトップページをリニューアル

４／20・‌�会員各社からの東日本大震災義援金222万円を神奈川
新聞厚生文化事業団に寄託した

５／１・‌� 「事業用自動車総合安全プラン2009」 に基づき、 事業用
自動車の飲酒運転ゼロの目標を達成するため、 点呼時
のアルコール検知器の使用義務化が施行された

６／１・‌�神奈川県と 「東日本大震災支援ボランティアバス運行
に関する協定」 を結び、 ボランティア活動のための貸
切バス125両分について、 運賃の一部を助成

８／22・‌�日本バス協会が実施する 「貸切バス事業者安全性評価
認定制度」 に基づく、 第１回の認定が行われ全国で21
事業者、 神奈川県で２事業者が認定された （東洋観光
㈱、 神奈中観光㈱） 

８／24・‌�運輸事業振興助成交付金の確実な交付を求める 「運輸
事業の振興の助成に関する法律」 が成立し、 ９月30日
施行

９／８・‌�会員事業者24社、 5,521人の乗務員による自転車運転に
対するヒヤリハット経験のアンケート結果を記者発表
するとともに、 神奈川県警察本部をはじめとする関係
機関に対して指導・取締りの強化、 マナーアップにつ
いての働きかけを要請した

９／17・‌�バス協会主催による、 第１回バスの日イベント 「バス
利用感謝デー」 を中区北仲通南地区で乗合バス13事業
者他の参加により開催し、 約5,000人の入場があった

３／11・‌�東日本大震災が発生し、 岩手、 宮
城、 福島３県の沿岸は、 高さ10
メートルを超す大津波に襲われ、 
他の都道府県を含め、 死者・行
方不明者は２万人近くに達する
戦後最悪の自然災害となった

３／12～‌�・ 東日本大震災による東京電
力・福島第一原子力発電所の事
故で、 大量の放射性物質が外部
に拡散し、 周辺市町村で避難者
は約11万人に上った

４／10・‌�県知事選で民主、 自民、 公明３党
が推薦する新人で元民放キャス
ターの黒岩祐治氏（無所属）が
初当選

７／１・‌�政府は東日本大震災の夏場の電
力不足に備え、 東京電力と東北
電力管内の大企業などに対し、 
節電を義務付ける電力使用制限
令を37年ぶりに発動

７／17・‌�東日本大震災の国難の中で、 
サッカーの第６回女子Ｗ杯で日
本代表 「なでしこジャパン」 は、 
米国を下し初優勝

９月～・‌�タイ中部で大規模な洪水が発生
し、 700人近くが死亡、 200万人以
上が家屋浸水などの被害を受け
たほか、 七つの工業団地が水没
し、 入居する日系企業約450社の
工場が大打撃を受けた

９／２・‌�民主党の野田佳彦前財務相は、 
第95代、 62人目の首相に就任し、 
野田内閣が誕生した

９／３・‌�四国から中国地方を縦断した台
風12号と、 21日の静岡県に上陸し
た15号の二つの台風で、 記録的大
雨による被害が相次ぎ、 死者・行
方不明者は計112人に上った

10月～・‌�ギリシャの財政危機に端を発し、 
イタリアなど欧州各国に波及し
てユーロ圏全体の信用不安に発
展した

10／31・‌�国連は世界の人口が70億人に達
したと発表、 1950年に25億人だっ
た人口は３倍近くに

11月　・‌�協会内に非常用通信手段として、 イリジウム衛生携帯
電話２台を設置

11／28・‌�東京電力による福島第一原発事故の補償説明会を貸切・
乗合会員23社の参加により開催

11／４・‌�横浜ベイスターズが 「Mobage 
（モバゲー）」 を運営する会社
ディー・エヌ・エーに譲渡され、 
来シ－ズンから球団名が横浜
DeNAへ

11／27・‌�大阪府知事と大阪市長選は橋下氏
率いる地域政党・大阪維新の会が
完勝、 橋下前知事が大阪市長、 松
井一郎前府議が知事に初当選
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12／17・‌�北朝鮮の金正日総書記が死去、 
三男正恩氏が後継者に

12／30・‌�大納会を迎えた東京株式市場の
日経平均株価は、 バブル景気前
の1982年以来、 29年ぶりの安値水
準となった

平成24年
（2012）

３／30・‌�高速ツアーバスや貸切バス事業の安全確保対策に関す
る総務省勧告等を踏まえ、 事業規制の見直しの方向性
などを中心にバス事業のあり方について検討を行って
きた 「バス事業のあり方検討会」 の報告書が取りまと
まられた

４月　・ 「神奈川県バス協会月報」 の発行を再開
４／29・‌�関越自動車道において、 ㈱ハーヴェストホールディン

グスが主催し、 ㈲陸援隊が運行する高速ツアーバスが
防護壁に衝突して乗客７人が死亡、 38人が重軽傷を負
う事故が発生

５／23・‌�iPhone 版アプリ 「神奈川県内乗合バス・ルート案内」 を
運用開始、 ６月１日から Android 版もスタート

５／28・‌�４月29日に関越自動車道で発生した高速ツアーバス事
故を受け、 国土交通省は運転時間の基準や交替運転者
の配置指針、 点呼のあり方、 運行管理体制などの過労
運転防止対策について検討を行うための 「高速ツアー
バス等の過労運転防止のための検討会」 を設置

６／８・神奈川県バス協会新会長に 谷澤幹男氏就任
６／11・‌�関越自動車道で発生した高速ツアーバスの事故を受け、 

国土交通省が今夏の多客期の安全確保のための緊急対
策等の具体的な安全対策を内容とする 「高速ツアーバ
ス等貸切バスの安全規制の強化について」 を決定

６／21・‌�日本バス協会新会長に 前神奈川県バス協会会長高橋幹
氏就任

６／29・‌�旅行業者・貸切バス事業者間の取引内容の明確化及び
公正な取引の確保を図るため、 高速ツアーバスは７月
１日、 貸切バスは７月20日申込に係る運送の引受につ
いて、 運送引受書の交付、 その写しの保存を義務化

７／18・‌�高速ツアーバス等の夜間運行について、 一運行実車距離
が原則400㎞、 又は１日の乗務時間が10時間を超える場
合の交替運転者の配置基準を策定し、 7月20日から施行

７／18・‌�関越自動車道における高速ツアーバス事故を受けた、 
貸切バス事業者に対する緊急重点監査について、 298者
のうち250者 （83.4％） に法令違反の指摘を行ったこと
を公表

７／31・‌�国土交通省は、 「バス事業のあり方検討会」 の最終報告
及び関越自動車道における高速ツアーバス事故を踏ま
え、 新高速乗合バス制度の創設と現行の高速ツアーバ
スの同制度への早期移行を決定

９／17・‌�バス協会主催による、 第２回バスの日イベント 「バス
利用感謝デー」 を昨年に続いて、 中区本町６丁目横浜
アイランドタワー前で乗合バス13事業者他の参加によ
り開催し、 約6,000人の入場があった

３／４・‌�ロシア大統領選はプーチン首相
が当選し、 ５月７日に４年ぶり
通算３期目となる大統領に復帰
した

４／11・‌�北朝鮮の最高指導者、 金正恩氏
は朝鮮労働党代表社会で党トッ
プの第１書記に就任した

５／22・‌�自立式電波塔としては世界一の
高さ634メートルを誇る東京ス
カイツリーが開業

７／27・‌�８月12日までの17日間にわたっ
て開催された第30回夏季五輪ロ
ンドン大会において、 総数で過
去最多の38個のメダルを獲得

９／11・‌�政府が尖閣諸島国有化を閣議決
定したことから中国国内の反発
が強まり、 各地の抗議デモでは
一部が暴徒化し、 日系企業の工
場やスーパーなどが破壊される
など日中関係が悪化
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11月　・‌�国土交通省では、 高速ツアーバス等の高速乗合バスへ
の移行を適切かつ着実に実施するため、 バス停留所
の安全性や利用者の利便性が確保されるよう 「高速ツ
アーバス等の高速乗合バスへの移行のための高速バス
停留所調整ガイドライン」 を策定

11／14・‌�神奈川県バス協会が幹事となり、 第57回全国バス事業
者大会を 「みなとみらい地区 （パンパシフィック横浜
ベイホテル東急）」 にて開催し、 全国からバス関係者
400人が参加

11／22・ ‌�「高速ツアーバス等の過労運転防止のための検討会」 に
おいて、 今冬の多客期の過労運転防止対策として、 夜
間・長距離運行する貸切バスにおける、 運転者１人の
１日の運行距離が400㎞を超える場合の交替運転者の
配置基準及び実効性確保のための措置が取りまとめら
れ、 12月１日より施行

10／８・‌�ノーベル生理学・ 医学賞を、 
様々な種類の細胞に変化できる 
iPS細胞を作成した京都大の山中
伸弥教授が受賞した

10／29・‌�大型で強い勢力のハリケーン 
「サンディ」 は、 温帯低気圧とな
り東海岸各地に被害をもたらし、 
米国での死者は100人を超えた

11／６・‌�米大統領選は民主党のオバマ氏
が共和党のロムニー氏を破り再
選を決めた

11／15・‌�中国共産党は中央委員会総会で、 
習近平国家副主席を総書記に選
出し、 習氏は今春国家主席に就
任する

12／２・‌�山梨県の中央自動車道の笹子ト
ンネルで、 コンクリート製天井
板の崩落により車３台が下敷き
になり、 ９人が死亡した

12／16・‌�第46回衆院選で自民党が過半数
を大きく上回る294議席を獲得
し、 自公両党で325議席となり、 
３年３か月ぶりの政権奪還を決
めた

12／28・‌�大納会を迎えた東京株式市場の
平均株価は、 衆院解散以降は安
倍新政権の期待感から１万円台
を回復し、 2012年の最高値を更新
した

平成25年
（2013）

４／１・‌�公益法人制度改革に伴い、 「社団法人」 から 「一般社団
法人」 へ移行

４／２・‌�国土交通省は、 「バス事業のあり方検討会」 において検
討された結果を踏まえ、 「高速・貸切バス安全・安心回
復プラン」 を発表し、 平成25・26年の２年間にわたり、 
事故の再発防止と高速バス及び貸切バスへの信頼の回
復を図ることとした

５／15・‌�交替運転手の配置基準について、 関係通達の一部が改
正され、 従来の勤務時間等基準告示で定められた条件
に加え、 ８月１日より高速乗合バス、 貸切バスとも原
則、 昼間は一運行９時間・500㎞まで、 夜間は一運行９
時間・400㎞までとなった

６／８・‌�神奈川県バス協会新会長に三澤憲一氏就任
８／１・‌�新高速乗合バスがスタート。 ７月31日夜、 神奈川県

では横浜駅東口バスターミナルから23時台に19本、 
YCATで発27本・着20本の計47本が運行された

8／23・‌�運輸安全マネジメント実施義務付けが中小事業者へ拡
大され、 従来200両以上の車両を有する事業者のみに義
務付けられていた安全管理規程及び安全統括管理者の
選任について、 全ての貸切バス事業者等が対象となっ
た。 10月１日から施行

３／14・‌�中国は全国人民代表大会で周近
平副主席を国家主席に選出した

３／15・‌�安倍首相は環太平洋経済連携協
定 （TPP） への交渉参加を正式に
表明した

３／16・‌�東急東横線と東京メトロ副都心
線の相互直通運転が始まり、 横
浜～川越駅 （埼玉県川越市） 間が
１時間25分で結ばれた

４／８・‌�英史上初の女性首相となり、 11
年半にわたって英政府を率いた、 
マーガレット・サッチャー元首
相が87歳で死去した

５／20・‌�横浜市が４月１日現在で保育所
での待機児童がゼロになった
と発表した。３年前は全国の市
区町村でワースト１位の1552人
だった

６／26・‌�富士山が世界文化遺産に正式登
録された
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９／17・‌�監査方針・行政処分等の基準に係る通達を改正し、 10月
１日より悪質事業者への集中的監査、 街頭監査の新設と
重大な法令違反の処分の厳格化により26年１月1日から事
業停止30日間を新たに追加

９／19・‌�平成25年度の 「貸切バス事業者安全性評価認定制度」 で県
バス協会会員の17事業者が認定され、 内12事業者が今回
初めて２ツ星に認定された

10／１・‌�本省自動車局・日本バス協会の担当者を招き、 消費税率
引き上げに伴う乗合バス運賃転嫁説明会を東京バス協会
と共催。 県バス協会会員14社55名が参加

10／29・‌�平成26年４月からの消費税率引上げに伴う乗合運賃・料金
改定の取扱いに係る通達が発出され、 消費税率引上げ分を
より正確に転嫁する観点から、 普通運賃においてICカード
利用を前提とする１円単位運賃の導入が認められた

10／31・‌�貸切バス事業の参入時における役員の法令試験の厳格化、 
許可後の運輸開始時における営業所・車庫等の施設の現地
調査の実施など安全性チェックの強化に係る通達を改正

11／９・‌�バス協会主催による、 「第３回バス利用感謝デー」 を新港
地区７街区で乗合バス12事業者他の参加により開催し、 
約7,000人の入場があった

11／20・‌�道路運送法が改正され、 「民間団体等による旅客自動車運
送の適正化に関する事業の推進」 が追加となり、 国土交通
大臣は一般社団法人等の申請により、 旅客自動車運送適
正化実施機関として指定することができることとなった。 
平成26年１月26日施行

11／27・‌�交通に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、 国民生
活の安定向上及び国民経済の健全な発展を図ることを目
的とした、 「交通政策基本法」 が参議院本会議で成立し、 
12月４日公布、 即日施行

12／８・バス協会の 「横浜駅東口案内所」 を閉鎖、。 53年の歴史に幕

７／21・‌�自民党は第23回参院選で圧勝。 
自民、 公明両党は参院の過半数
を確保し、 参院で与党が少数の 
「ねじれ国会」 は解消した

９／７・‌�2020年の夏季五輪・ パラリン
ピックの開催都市に東京が選ば
れた。 1964年以来56年ぶりの夏
季五輪開催

10／１・‌�政府は閣議で、 消費税率を2014年
４月に５％から８％に予定通り
引き上げることを決定

10／16・‌�大型で強い台風26号による記録
的な豪雨により、 伊豆大島で大
規模な土石流の発生、 35人が死亡
し、 ４人が行方不明となる惨事
となった

11／３・‌�プロ野球の楽天は球団創設９
シーズン目で初の日本一を達成。 
田中将将大投手は公式戦30連勝
を記録し、 楽天の日本一に大き
く貢献した

11／８・‌�猛烈な台風30号がフィリピン中
部を直撃し、 約1600万人が被災。 
死者6102人、 行方不明者は1779人
となり、 同国で過去最大級の自
然災害となった

12／5・‌�アパルトヘイトの撤廃と人種間の
融和に生涯を捧げた、 南アフリカ
のネルソン・マンデラ元大統領が
95歳で死去した

平成26年
（2014）

３／３・‌�北陸自動車道において高速乗合バスの事故が発生し、 
乗客・乗員２名が死亡、 乗員等26名が重軽傷を負った。 
国土交通省は事故発生直後に対策本部を設置するとと
もに、 ４月18日 「運転者の体調急変に伴うバス事故を
防止するための対策」 を決定

４／１・‌�４月１日の消費税率引上げに伴う乗合バス運賃が実施
され、 ＩＣカード利用の普及により、 同一区間におい
て、 10円単位と１円単位の二重運賃が初めて導入される

４／１・‌�貸切バスの運賃・料金制度が改定され、 新運賃は 「時
間制運賃」 と 「キロ制運賃」 の合算額となり、 料金には
交替運転者を配置する場合に適用される 「交替運転者
配置料金」 が加わった

４～３月‌�末・外国人訪日旅行者向け貸切バスの供給逼迫状況を
踏まえ、 安全の優良認定を受けた事業者に対し、 臨時
営業区域を従来の都道府県単位から地方ブロック単位
に拡大する特例措置を実施

４／１・‌�消費税率が５％から８％に上が
り、 1997年に引き上げられて以
来、 17年ぶりの消費増税となっ
た

４／16・‌�乗客乗員計476人を乗せた韓国
の旅客船セウォル号が珍島沖で
沈没し、 修学旅行中の高校生ら
295人が死亡、 ９人が行方不明に
なった

６／21・‌�富岡製糸場が世界文化遺産に登
録されることが決定された。 国
内の世界遺産としては昨年の富
士山に続き18件目
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６／20・‌�情報通知等の電子化運用開始。 協会業務の合理化と簡素
化を図る観点から、 行政通達・情報、 バス協会等の情報に
ついては、 これまでの郵送配付を廃止し、 協会のインター
ネットを通じ会員が必要に応じ検索、 印刷が可能なシス
テムに変更

７～８月‌�・国土交通省による初めての貸切バス事業者への抜き打
ち街頭監査が成田空港、 関西空港、 中部国際空港のバス乗
り場や駐車場で実施され、 アルコール検知器不携行など、 
６割で法令違反が見つかった

７／16・‌�池袋で６月24日に８人が死傷する危険ドラッグ暴走事故
が発生し、 この事故を受け、 国土交通省より事業用自動車
の運転者等による薬物の使用禁止の徹底についての通達
が発出された

11／８・‌�バス協会主催による、 「バス利用感謝デー2014」 を昨年に
続き新港地区７街区で連節バスの試走体験、 子供とバス
の綱引きなど、 乗合バス12事業者他の参加により開催し、 
約8,500人の入場があった

11／20・‌�地域の総合行政を担う地方公共団体を中心として、 関係
者の合意の下に持続可能な地域公共交通ネットワークの
再構築を図るため、 地域公共交通活性化及び再生に関す
る法律の一部を改正する法律が施行された

12／１・ 「神奈川県内乗合バス・ルートあんない№３」 を発行

６／28・‌�相模原愛川ＩＣと高尾山ＩＣ間
の圏央道の部分開通により、 都
心を経由せずに東名高速と中央
道、 関越道が結ばれた

７／１・‌�政府は従来の憲法解釈を変更し、 
自国が攻撃を受けていなくても
他国への攻撃を実力で阻止する
集団的自衛権の行使容認を閣議
決定

８／８・‌��致死率が極めて高いエボラ出血
熱の感染が西アフリカを中心に
拡大し、 WHOが緊急事態を宣
言、 死者も7500人を突破

８／20・‌�広島市北部で局地的に猛烈な雨
が降り、 大規模な土砂崩れが発
生し、 74人が死亡、 約360戸が全
半壊するなどの被害が出た

９／27・‌�長野、 岐阜両県境の御嶽山が噴
火し、 山頂付近にいた登山者57
人が死亡、 ６人が行方不明にな
るなど、 戦後最悪の噴火災害と
なった

11／21・‌�安倍首相は消費税率10％への引
き上げ時期の１年半延期を決定
し、 国民に信を問いたいと衆院
を解散

12／10・‌�ノーベル物理学賞に青色ダイ
オード （LED） を開発した名城大
学の赤崎勇教授、 名古屋大学の
天野弘教授、 米カリフォルニア
サンタバーバラ校の中村修二教
授が、 平和賞にパキスタンで女
性の教育権を求め、 2012年にイ
スラム武装勢力に銃撃されたマ
ララ・ユスフザイさん （17歳） が
ノーブル賞史上最年少の受賞者
となった

12／14・‌�第47回衆院選は、 自民党が290議
席を獲得、 与党の新議席は定数
の３分の２を超える326議席とな
り、 24日に第３次安倍内閣が発足

12／26・‌�理研の調査委員会は、 STAP細胞
の作成に成功したとされた細胞
は、 既存のES細胞とほぼ断定す
る報告書を公表した



60

年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

平成27年
（2015）

２／13・‌�交通政策基本法に基づき、 我が国の交通政策の長期的
な方向性を踏まえつつ、 今後講ずべき交通に関する施
策について定める 「交通政策基本計画」 を閣議決定

２／19・‌�県内で路上寝込者の交通死亡事故が多発している状況
等を踏まえ、 交通事故全体の抑止を図ることを前提と
して、 神奈川県警察本部との間で 「交通事故防止に関
する協定」 を締結した

２／27・‌�訪日外国人旅行者向け貸切バスの供給逼迫状況を踏ま
え、 貸切バス事業の安全性評価認定を受けた事業者に
対し、 臨時営業区域を地方ブロック単位に拡大したが、 
更に営業所が所在する県に隣接する県まで拡充する特
例措置を実施

４／１・‌�神奈川県バス協会が取り組んできた、 インターネット
を活用してＷＥＢ上から簡単に行程作成ができ、 自動
的にキロ程計算、 運賃計算、 交替運転者の配置基準の
確認などが可能な 「貸切バス運行管理システム」 の本
格運用を開始した

５／１・‌�運行管理制度の強化として、 少なくとも一人の運行管
理者は、 乗合バス・貸切バスの事業用自動車の運転業
務に従事せずに、 トラブルが発生した場合速やかに運
行の中止等の判断・指示等を行える体制の整備を義務
付け

６／１・‌�会員貸切バス事業者への巡回指導及び相談等の実施に
より、 法令遵守による安全性の向上と輸送秩序の確立
を図ること等を目的として、 全国初の常駐職員２人体
制による 「貸切バス適正化 （コンサルティング） 事業」
を開始

８／26・‌�関東運輸局監査指導部長に対し、 関東管内７協会によ
り各協会が貸切バス適正化事業で巡回指導を実施した
会員について、 行政監査対象からの除外及び法令遵守
を図るための新運賃に対する早期監査を要望

９／15・‌�平成27年度の 「貸切バス事業者安全性評価認定制度」 
で、 県バス協会会員11事業者が今回初めて３つ星に認
定された

３／14・‌�北陸新幹線の東京～金沢間が開
業し、 これまでより約１時間20
分短縮され、 最速２時間28分と
なった。 開業により北陸各地に
観光客が押し寄せ、 半年間の利
用者は開業前の在来線特急と比
べ３倍になった

３／15・‌�横浜市内初の市民参加型フルマ
ラソン 「横浜マラソン」 が開催さ
れ、 約23,000人のランナーが参加

４／25・‌�ネパール中部でマグニチュード
7.8の地震があり、 合計で約9,000
人が死亡した

５／６・‌�気象庁は箱根山に火口周辺警報
を発表し、 噴火警戒レベルを１ 
（平常） から２ （火口周辺規制） 
に引き上げた。 これを受けて箱
根町は大涌谷周辺に避難指示を
発令、 箱根ロープウェイを全線
運休にしたほか大涌谷方面への
道路などを封鎖し、 11月20日に
レベル１に引き下げられるまで
警戒が続けられた

７／18・‌�市営地下鉄ブルーラインの快速
運転開始、 横浜―新横浜間など
ノンストップに、 戸塚―関内間
などで時間短縮に

７／20・‌�米政府はキューバ共産党政権と
の間で、 1961年から54年間にわ
たった外交関係の断絶に終止符
を打ち、 正式に国交を回復した

９月　・‌�ラグビーのＷ杯イングランド大
会で、 日本は前回まで７大会で
１勝のみであったが、 強豪、 南ア
フリカを破るなど歴史的な３勝
を挙げた

９／18・‌‌�独自動車大手フォルクスワーゲ
ンはディーゼル車に排ガス規制
を回避するソフトウェアを搭載
していたことを指摘され、 一連
の不正疑惑が広がった。 リコー
ル対象車は全世界で 1,100 万台
にのぼる見通し
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11／７・‌�バス協会主催による、 「バス利用感謝デー2015」 を新港
地区７街区で、 乗合バス13事業者他の参加により開催
し、 8,600人の入場があった

12／２・‌�第２回目となる会員事業者33社、 乗務員3，314人によ
る自転車運転に対する、 ヒヤリハット経験等のアン
ケート結果を記者発表するとともに、 警察本部、 県、 関
東運輸局に対して指導・取締りの強化、 マナーアップ
についての働きかけを要請した

12／４・‌�国土交通省はインバウンド貸切バス事業者に対する集
中的監査を実施することを発表。重点監査項目として、 
①運転手の乗務時間等、過労運転の防止に関する状況、 
②適正運賃・料金収受に関する状況などとした

９／19・‌�集団的自衛権の限定的な行使を
認める安全保障関連法が参院本
会議で自民、 公明などの賛成で
可決、 成立し、 30日に公布され
た。 国会議事堂周辺では労働組
合や学生などが参加する反対デ
モが連日行われた

10／５・‌�ノーベル生理学・医学賞を大村
智・北里大特別栄誉教授に翌６
日には、 物理学賞を梶田隆章・
東京大宇宙練研究所長に贈られ
ることが発表された。 授賞式は
12月10日、 ストックホルムで行わ
れた

10／５・‌�国内に住むすべての人に12桁の
マイナンバーを割り当てるマイ
ナンバー制度関連法が施行され
た。 所得や年金などの個人情報
が一つの番号で結びつけられ、 
行政事務が効率化されるととも
に税・社会保険料の適正な徴収
が狙い

10／14・‌�横浜市都筑区の大型マンション
が傾いているのが見つかり、 杭
の打ち込み不足や工事データ流
用があったことが明らかになっ
た。 11月27日には杭の製造・施
工業者で作る業界団体が他の数
社でも工事データ流用があった
ことを発表

11／13・‌�パリで競技場、 劇場、 レストラン
などを同時に狙ったテロが発生、 
死者130人、 負傷者は約400人に達
し、 オランド大統領はイスラム
国の犯行と断定した
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平成28年
（2016）

１／15・‌�午前１時55分頃、 長野県北佐久郡軽井沢町の国道18号
線において貸切バスが対向車線をはみ出して崖下へ転
落し、 乗客乗員15名が死亡し、 乗客26名が負傷する事
故が発生

１／15・‌�国土交通省は、 軽井沢スキーバス事故を受け、 当該バ
スを運行していた株式会社イーエスピーに対して、 事
故発生当日の15日～17日及び29日に特別監査を実施す
るとともに、 貸切バスに対する街頭監査及び貸切バス
事業者に対する集中的な監査の緊急実施を発表

１／22・‌�軽井沢スキーバス事故を踏まえ、 徹底的な再発防止策
について検討する有識者、 関係団体役員などを委員と
する 「軽井沢スキーバス事故対策検討委員会」 を設置。 
29日第１回委員会を開催

２／19・‌�関東運輸局は軽井沢スキーバスの事故を受け、 当該バ
スを運行していた株式会社イーエスピーに対し、 一般
貸切旅客自動車運送事業の許可の取消処分を行った

３／２・‌�１月15日の軽井沢スキーバス事故、 19日の福井県での
強風による高速乗合バスの横転事故、 20日の東京大田
区での貸切バスが中央分離帯に衝突する事故など、 各
地でバスの重大事故が発生していることから、 神奈川
運輸支局主催による 「スキーツアーバス事故等を踏ま
えた事故防止に関する緊急講習会」 を開催

４／13・‌�国土交通省が、 軽井沢スキーバス事故を受けて全国で
実施した貸切バスに対する街頭監査の実施結果は、 運
行指示書の記載不備など法令違反が監査を実施した計
242台のうち86台 （35．5％） と公表された。 今回の監
査結果は、 １月21日～３月中旬にかけて全国の貸切バ
ス乗り場等延べ38か所において監査官が抜き打ちで出
発前のバスに立ち入り、 運転手の健康状態、 交替運転
手の配置状況、 運行指示書の作成状況等について確認
を行った

４／28・‌�国土交通省は、 軽井沢スキーバス事故を受け、 緊急対
策として１月19日～３月中旬にかけて、 全国計 310 の
貸切バス事業者を対象に集中監査を実施した結果を公
表。 乗務時間等告示の遵守違反、 適正な運賃・料金の
収受違反等が確認された

３／26・‌�北海道新幹線 （新青森―新函館
北斗間、 149キロ） が開業、 東京
―新函館北斗間は最速４時間２
分で結ばれた

４／14・‌�午後９時26分頃、 熊本県熊本地
方を震源とするマグニチュード
6．5の 「前震」 が発生し、 16日午
前１時25分頃にはＭ7．3の 「本
震」 が起き、 いずれも最大で震度
７を観測した。 一連の地震活動
で震度７を２回記録したのは観
測史上初。 地震による直接死は
50人、 避難所などで体調を崩し
たことによる関連死は 110 人に
及んだ

５／27・‌�オバマ大統領が現職の米大統領
として初めて、 被爆地の広島市
を訪問し、 安倍首相とともに平
和記念公園の原爆死没者慰霊碑
に献花した後、 声明を発表。 犠
牲者を追悼するとともに核廃絶
を訴えた

６／３・‌�本年１月22日に設置された 「軽井沢スキーバス事故検
討委員会」 は再発防止策について徹底的に検討し、 今
回のような悲惨な事故を二度と起こさないという決意
のもと、 安全・安心な貸切バスの運行を実現するため
の総合的な対策をとりまとめ、 公表した

６／９・‌�選挙権年齢を 「18歳以上」 に引
き下げる改正選挙法が施行され、 
18、 19歳の約 240万人が新たに有
権者となった

６／23・‌�英国のＥＵ離脱か残留かを問う
国民投票が実施され、 英国民は 
「離脱」 を選択し、 事前の予想に
反した結果となり、 世間に衝撃
が走った



63

年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

８／30・‌�旅行業者と貸切バス事業者の手数料等を含めた取引関
係を適正化し、 旅行会社が貸切バスを使用して行う旅
行の安全を確保することを目的として、 共同して第三
者機関である 「貸切バスツアー適正取引推進委員会」 
を設置

８／30・‌�旅行業者と貸切バス事業者が、 お互いの事業活動をす
る上で欠かすことのできないパートナーであること
を理解し、 その協力体制の確立により法令等を遵守す
ることを宣言、 公表し、 安全で快適なサービスを提供
することを目的として、 日本旅行業協会、 全国旅行業
協会、 日本バス協会の三団体で 「安全運行パートナー
シップ宣言」 を策定

９／29・‌�日本バス協会が実施している 「貸切バス事業者安全性
評価認定制度」 おいて、 今年度は会員事業者が一つ星
16者、 二つ星４者、 三つ星７者の認定を受け、 前年度と
併せて45者の会員が認定事業者となった

10／６・‌�バス協会、 旅行業協会等による横浜駅西口天理ビル付
近におけるバス乗降場の慢性的な交通渋滞の緩和を図
り、 輸送秩序の確立により公共の利益に寄与するとと
もに利用者サービスの向上に資することを目的とする 
「横浜駅西口バス乗降場運営協議会」 を設立

11／５・‌�バス協会主催による 「バス利用感謝デー2016」 を新港
地区７街区で、 乗合バス13事業者他の参加により開催
し、 11,000人の入場があった

７／26・‌�相模原市の知的障害者福祉施設 
「津久井やまゆり園」 で入所者19
人が殺害され、 職員を含む27人
が重軽傷を負った。 平成元年以
降、 死者の数として最悪の殺人
事件となった

７／26・‌�箱根山の火山活動の影響で規制
されていた箱根・大涌谷周辺へ
の立ち入りが一部解除され、 区
間運休していた箱根ロープウェ
イが約１年３ケ月ぶりに全線で
開通

７／31・‌�東京都知事選が投開票され、 政
党の支援を受けない新人で無所
属の小池百合子・元防衛相が初
当選し、 女性初の都知事となっ
た

８／５・‌�21日まで17日間にわたって南米
大陸で初めて開かれた第31回夏
季五輪リオデジャネイロ大会に
おいて、 日本は総数で史上最多
のメダル41個を獲得

11／８・‌�米大統領選は、 実業家で公職経
験がない異色の共和党候補ドナ
ルド・トランプ氏が 「トランプ
旋風」 と呼ばれる現象を巻き起
こし、 民主党候補のヒラリー・
クリントン前国務長官を破り、 
世紀の“番狂わせ”となった

12／２・‌�１月の軽井沢スキーバス事故を踏まえた改正道路運送
法が12月２日成立、 同20日施行された。 改正道路運送
法では、 事業許可を５年ごとの更新制とし、 安全対策
を怠るなど違反した事業者への罰金は現行の 100 万円
以下から１億円以下に引き上げられ、 違反に関与した
経営者など個人にも新たに１年以下の懲役が科せられ
ることとなった。 また、 事業者を巡回して指導する民
間適正機関も設立される

12／９・‌�韓国の朴槿恵大統領の友人女性
による国政介入事件を受け、 韓
国国会は本会議で、 大統領の弾
劾訴追案を可決し、 朴氏は職務
停止となった

12／10・‌�2016年のノーベル生理学・医学賞
が大隈良典東京工業大学栄誉教
授に、 文学賞は米国の歌手ボブ・
ディランさんに贈られ、 ストック
ホルムで授賞式が行われた
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平成29年
（2017）

２／28・‌�国土交通省は貸切バス事業許可の５年更新制が４月１
日にスタートすることを発表するとともに、 既存事業
者の初回更新日を決定

３／７・‌�神奈川県バス協会と関東運輸局の共催による、 「貸切バ
スの安全に対する総合的な対策」、 「貸切バスの事業許
可の更新制導入」 などの説明会を開催

４／１・ 「神奈川県内乗合バスルートあんない№４」 を発行
４／３・‌�関東運輸局管内の貸切バス事業者を巡回指導する 「（一

財） 関東貸切バス適正化センター」 を県バス協会が設
立者となり設立、 事務局はさいたま市の埼玉県トラッ
ク協会ビルに設置

５／12・‌�関東運輸局は、 貸切バス事業者に対する適正化実施機
関として、 「（一財） 関東貸切バス適正化センター」 を全
国で初めて指定

６／23・‌�日本バス協会新会長に現県バス協会会長三澤憲一氏就
任

６／23・‌�軽井沢スキーバス事故を踏まえた安全・安心な貸切バ
スの運行を実現するための総合的な対策85項目すべて
が着手済みとなった

６／30・‌�国土交通省は、 2020年までを計画期間とする 「事業用
自動車総合安全プラン2020」 を策定、 事業用自動車に
係る新たな総合安全対策をとりまとめた

１／20・‌�米国の実業家ドナルド・トラン
プ氏が第45代米大統領に就任、 
国益を追求する 「米国第一」 を旗
印に、 就任直後には環太平洋経
済連携協定 （ＴＰＰ） から離脱す
るなど国際協調の流れを次々覆
し、 各国に大きな衝撃を与えた

３／10・‌�韓国の憲法裁判所は、 昨年国会
で弾劾訴追された朴槿恵大統領
の罷免を決定、 韓国大統領の罷
免は史上初で、 朴氏はただちに
失職した

３／29・‌�英国は、 欧州連合 （ＥＵ） から
2019年３月に離脱することをＥ
Ｕに正式に通知した

６／１・‌�トランプ大統領は、 地球温暖化
対策の国際的枠組み 「パリ協定」 
からの離脱を表明、 世界第２位
の温室効果ガス排出国である米
国の離脱は大きな打撃となった

６／９・‌�天皇陛下の退位を実現する特例
法が、 参院本会議で可決、 成立
し、 政府は12月８日、 陛下の退位
日となる特例法施行日を2019年 
（平成31年） ４月30日とする政令
を閣議決定した

６／12・‌�上野動物園でメスのジャイアン
トパンダ１頭が生まれ、 一般公
募で 「シャンシャン （香香）」 に
決定、 12月19日から始まった１日 
400 組限定の一般公開には観覧
申込が殺到

６／26・‌�中学生でプロ入りした将棋の
最年少棋士、 藤井聡太四段がデ
ビュー以来公式戦29連勝の新記
録を樹立、 藤井四段の快進撃は、 
テレビのワイドショーなどで取
り上げられ、 将棋ブーム再来の
年となった
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７／24・‌�長年の懸案であった横浜駅西口天理ビル前などでの長
時間駐車や乗降客の混雑解消に向けた、 貸切バス専用
乗降場及びその予約システムの運用が開始され、 横浜
駅西口での貸切バス乗降の需要に対応

７／28・‌�総務省は、 貸切バスの安全確保対策を推進する観点か
ら、 貸切バス事業者及び旅行業者の法令遵守状況、 こ
れら事業者に対する指導・監督状況等を調査し、 貸切
バスの安全対策に関する行政評価・監視の結果をとり
まとめ、 必要な改善措置について勧告・公表した

８／７・‌�国土交通省は、 自動車運送業の担い手を確保するとと
もに、 過疎地域等における人流・物流サービスの持続
可能性を確保するため、 乗合バスについては全国で、 
貸切バス、 タクシー、 トラックについては過疎地域に
おいて、 旅客運送と貨物運送の両事業が可能となる通
達を発出、 施行は９月１日

８／９・‌�関東貸切バス適正化センターは、 貸切バス事業者への
指導として、 貸切バス営業所を訪問し、 国の監査に準
じた法令遵守状況の確認・改善指導を行うための巡回
指導を開始、 センターより委託を受けた県バス協会適
正化事業部も同月22日より会員に対する巡回指導をス
タート

９／３・‌�北朝鮮が核ミサイル能力を大幅
に向上させ、 ６回目の核実験を
実施、 国連安全保障理事会は核
実験を受け、 ９月11日に北朝鮮
への原油の輸出量に上限を設定
するなどの追加制裁決議を全会
一致で採択した。 北朝鮮は制裁
に反発し、 朝鮮半島情勢の緊張
が高まる

９／９・‌�陸上の日本学生対抗選手権が福
井市内で行われ、 男子 100 ㍍ 決
勝で、 桐生祥秀選手 （東洋大） が
９秒98の日本新記録を樹立。 日
本人で初めて10秒の壁を破り、 
日本陸上界の悲願を達成した

９／19・‌�メキシコの首都メキシコ市近郊
でマグニチュード 7．1 の地震
が発生し、 地震による死者は 369 
人に上ったが、 同国では９月７
日にも、 メキシコ沖の太平洋で
Ｍ8．1の地震があり、 102人が犠
牲になったばかり

９／29・‌�日産自動車は、 国の規定に反し、 
資格を持たない従業員が出荷前
の最終検査に関わっていたと公
表。 その後も無資格検査が続い
ていたことが判明し、 国内の６
工場で国内向けの生産・出荷を
一時停止した

10／22・‌�第48回衆議院選は投開票され、 自
民党は追加公認を含めて 284 議
席を獲得し、 圧勝した。 自民・
公明の与党は 313 議席となり、 
憲法改正の国会発議に必要な３
分の２以上の議席を維持
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11／25・‌�バス協会主催による 「バス利用感謝デー2017」 を新港地区
７街区で、 乗合バス13事業者他、 今回初めてバスガイドも
参加して開催。 約12,500人の入場があった

12／１・‌�貸切バスの一層の安全確保のため、 運行管理に関する義
務を拡充、 貸切バスの新車については、 ドライブレコー
ダーの装着及び記録の保存の義務付け及び運行管理者の
営業所ごとに必要選任数２人がスタート

12／18・‌�平成18年に貸切部会運営委員会で決定され、 横浜駅西口天
理ビル近辺を中心に実施していた営業区域外運送実態調
査について、 初期の目的はほぼ達成されたことで、 11年間
の活動を休止することを 「営業区域外運送実態調査ＷＧ
委員拡大会議」 で決定

12／10・‌�2017年のノーベル賞授賞式が、 ス
トックホルム市内で行われ、 長
崎市生まれの英国籍の作家、 カ
ズオ・イシグロ氏がノーベル文
学賞を受賞

平成30年
（2018）

２／23・‌�国交省は、 自動車運送事業者における運転者の脳健診
受診等を促進し、 健康起因事故の防止を図るため、 脳
血管疾患対策を進めていくために知っておくべき内容
や取り組む際の手順等を具体的に示した 「自動車運送
事業者における脳血管疾患対策ガイドライン」 を策定

３／15・‌�日本バス協会は 「バス事業における働き方改革の実現
に向けたアクションプラン」 を策定し、 ３月30日に石
井敬一国土交通大臣に報告

　　　　◦‌�2021年度において、 全ての運転者の時間外労働が年
1,000時間以下となることを目標

　　　　◦‌�時間外労働の上限規制が適用される2024年度におい
て、 全ての運転者の時間外労働が年 960 時間となる
ことを目標 等

３／23・‌�増加する訪日外国人旅行者の移動ニーズへの対応と車
いす等利用者のリフト付きバスの利用の確保を行うた
め、 安全に対する取組状況が優良な事業者が、 通常の
営業区域よりも広域的に貸切バスを提供できる特例措
置が１年間延長される

３／29・‌�国交省は、 ドライバーが急病等により運転の継続が困
難になった場合に、 自動運転技術を活用して可能な限
り路肩等に自動車を寄せて停止させる 「路肩退避型ド
ライバー異常時対応システム」 等のガイドラインを世
界に先駆けて策定

３／30・‌�旅客自動車運送事業運輸規則の改正により、 一定の要
件を満たす優良な営業所の営業所～車庫間でＩＴ機器
を用いた点呼が可能となる

６／１・‌�国交省は、 運転者の睡眠不足による事故の防止等を一
層推進するため、 自動車運送事業者が運転者に対して
行う指導及び監督の内容を示した 「指導及び監督の指
針」 及び 「指導監督マニュアル」 を改正

２／25・‌�平昌冬季五輪で、 日本選手団は
冬季最多となる計13個のメダル
を獲得した。 フィギュアスケー
ト男子では、 羽生結弦が２大会
連続の金メダルを獲得し、 ７月、 
国民栄誉賞が授与された

６／12・‌�米国のトランプ大統領と北朝鮮
の金正恩朝鮮労働党委員長がシ
ンガポールで史上初となる米朝
首脳会談を行った

６／29・‌�参議院本会議で 「働き方改革関
連法案」 が可決、 成立。 時間外
労働の上限規制等が2019年４月
から順次施行。 バス事業 （自動
車運転業務） については、 2024年
度に適用（時間外労働を年960時
間以内） 

６／30・‌�ユネスコの世界遺産委員会は、 
「長崎と天草地方の潜伏キリシタ
ン関連遺産」 （長崎、 熊本県） を
世界文化遺産に登録すると決め
た
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７／１・‌�自動車運送事業の運転者の長時間労働の是正や過労の
防止を図るため、 過労防止関連違反等に係る行政処分
の処分量定が引き上げとなる

７／29・‌�神奈川県で初めて、 バス協会主催による乗務員募集合
同説明会を開催

９／12・‌�国交省は、 レベル３、 ４の自動運転車が満たすべき安
全性に関する要件を明確化した 「自動運転車の安全技
術ガイドライン」 を策定

10／１・‌�大型バスのスペアタイヤについて、 ３ヶ月ごとの点検
が義務化となる

10／19・‌�国交省は、 誰もが利用しやすい乗合バスをめざした 
「乗合バスの運行系統のナンバリング等に関するガイド
ライン」 を策定

11／11・‌�バス協会主催による 「バス利用感謝デー2018」 を海老
名駅西口において、 乗合バス13事業者、 貸切バス４事
業者他の参加により開催し、 約15,000人が入場

11／30・‌�神奈川県知事は、 災害対策基本法に規定する指定地方
公共機関としてバス協会を指定

12／20・‌�日本バス協会は、 「貸切バス事業者安全性評価認定制
度」 において、 一つ星36者 （新規８事業者）、 二つ星12
者、 三つ星22者、 合計70者の会員事業者を認定

12／27・‌�横浜市 （道路局） と 「大雪時等における道路交通確保に
関する協定書」 を締結

７／５・‌�西日本が数日間、 記録的な豪雨
に襲われた。 11府県で大雨特別
警報が発令され、 死者は 220 人
以上。 平成最悪の気象災害と
なった

７／10・‌�タイ北部の洞窟に閉じ込められ
ていた地元サッカークラブの少
年12人と男性コーチの計13人の
救出が完了した。 遭難から18日
目で全員が生還を果たした

９／６・‌�北海道の胆振地方を震源とする
地震が発生し、 厚真町で最大震
度７を観測した。 土砂崩れなど
による死者は41人。 国内初の道
内全域停電 （ブラックアウト） が
起きた

10／３・‌�今年のノーベル生理学・医学賞
に、 京都大の本庶佑特別教授が
選ばれた。 日本のノーベル賞受
賞は２年ぶり26人目

11／24・‌�2025年国際博覧会 （万博） の開催
地を決める博覧会国際事務局総
会が、 フランス・パリで行われ、 
大阪が開催地に決まった。 国内
での開催は2005年以来、 20年ぶり
となる

11／29・‌�ユネスコの政府間委員会は、 「男
鹿のナマハゲ」 （秋田県） など年
中行事10件からなる 「来訪神　仮
面・仮装の神々」 を無形文化遺
産に登録すると決めた

平成31年
（2019）

１／18・‌�国交省は、平成30年６月に新幹線車内で発生した刃物
による殺傷事件等を受け、旅客自動車運送事業運輸規
則を改正し、適切に梱包されていない刃物をバス車内
に持ち込みが禁止されている物品に新たに追加すると
ともに、刃物の適切な梱包の方法等を具体的に示した
「刃物をバス・タクシーの車内に持ち込む際の梱包方
法についてのガイドライン」を策定

３／１・‌�国交省は、利用者が安全に取り組む貸切バス会社を選
択しやすくなるよう、貸切バス会社の安全性を検索で
きるサイトを開設

３／26・‌�国交省は、増加する訪日外国人旅行者の移動のニーズ
への対応と車いす等利用者のリフト付きバスの利用の
確保を行うため、安全に対する取組状況が優良な事業
者が通常の営業区域よりも広域的に貸切バスを提供で
きる特例処置を１年間延長

１／３・‌�韓国人元徴用工の問題を巡り、
韓国裁判所は韓国内にある日本
企業の資産差し押さえを認める
決定を出した。日本は７月から
韓国向け輸出管理を厳格化、韓
国では日本製品不買運動が起き
るなど日韓関係が悪化

３／21・‌�日本プロ野球と米大リーグでプ
レーし、 日米通算4,367安打を
記録したマリナーズのイチロー
（本名、鈴木一朗）が現役引退を
発表
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４／１・‌�政府は、平成に代わる新元号を
「令和」と決定。元号では初めて
日本の古典（国書）が出典となっ
た

４／15・‌�パリの歴史的建造物ノートルダ
ム大聖堂で大規模火災が発生し、
高さ96メートルの尖塔や屋根が
崩落

４／19・‌�東京都豊島区東池袋において乗
用車が暴走し、２人（３歳娘と
母）が死亡し、10人が負傷

令和元年
（2019）

６／18・‌�国交省は、MaaS等新たなモビリティサービスの推進
を支援する「新モビリティサービス推進事業」につい
て、「先行モデル事業」を19事業選定。神奈川県内で
は大都市近郊型として「神奈川県における郊外・観光
一体型MaaS実証実験（川崎市・箱根町）」が選定

６／26・‌�国交省は、2020年の限定地域での無人自動運転移動
サービス（レベル４）の実現に向け、「限定地域での
無人自動運転移動サービスにおいて旅客自動車運送事
業者が安全性・利便性を確保するためのガイドライ
ン」を策定

７／５・‌�国交省は、自動車運送事業者における運転者の心臓健
診受診等を促進し、健康起因事故の防止を図るため、
心臓疾患対策を進めていくために知っておくべき内容
や取り組む際の手順等を具体的に示した「自動車運送
事業者における心臓疾患・大血管疾患対策ガイドライ
ン」を策定

８／１・‌�国交省は、貸切バス事業者が適正な運賃を収受できる
よう、「旅客自動車運送事業運輸規則第７条の２第１
項の運送引受書の記載事項を定める告示（平成24年国
土交通省告示第769号）」を一部改正し、貸切バス事業
者が運送の申込者に対して交付する運送引受書の記載
事項に当該運送に係る手数料等の額を追加

５／１・‌�平成の天皇陛下が４月30日に退
位され､ 新たに皇太子徳仁親王
殿下が第126代天皇（令和）に即
位された

６／１・‌�金沢シーサイドラインの新杉田
駅で、自動運転の列車が逆走し
て車止めに衝突し、乗客らが重
軽傷を負った

６／９・‌�香港で中国本土などへの犯罪容
疑者引き渡しを可能にする逃亡
犯条例の改正に反対し、学生ら
103万人（主催者発表）が参加す
る大規模デモが行われた

７／６・‌�国連教育・科学・文化機関（ユ
ネスコ）の世界遺産委員会は、
仁徳天皇陵古墳（大山古墳）を
含む「百舌鳥・古市古墳群」（大
阪府）を世界文化遺産に登録す
ることを決めた

８／４・‌�20歳の渋野日向子がゴルフの全
英女子オープンで優勝。海外メ
ジャー制覇は、1977年の全米女
子プロ選手権を制した樋口久子
以来、42年ぶり２人目

８／18・‌�茨城県守谷市の常磐自動車道に
て「あおり運転」をし、停止さ
せた後続車の男性に暴行したと
して、茨城県警は男を傷害容疑
で逮捕



69

年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

10／１・‌�消費税増税（８％→10％）に伴い、県内乗合バス事業
者の全てが運賃に転嫁

10／19・‌�バス協会主催による「バス利用感謝デー2019」を海老
名駅西口において、乗合バス13事業者、貸切バス３事
業者他の参加により開催し、約16,000人が入場

12／６・‌�国交省は、平成30年度末のバリアフリー化の主な実績
として、ノンステップバス車両が対前年比6.0％増加の
27,574台（全国割合58.8％、県内65.8％）、バスターミナ
ルの段差が解消されている施設数が83施設等と着実に
進捗している旨を公表

９／６・‌�横浜市神奈川区の京急線踏切内
で下り快速列車がトラックと衝
突し脱線。トラック運転手は死
亡し、乗客や運転士ら75人が負
傷

10／１・‌�消費税が８％から10％へと引き
上げられ、同時に飲食料などの
税率を据え置く「軽減税率制度」
やキャッシュレス決済を対象と
した「ポイント還元制度」も導
入

10／９・‌�リチウムイオン電池を開発した
旭化成の吉野彰氏、ノーベル化
学賞を受賞。日本のノーベル賞
受賞は27人目（米国籍の２人を
含む）

10／12・‌�10月12日に上陸した台風19号は、
関東地方等で記録的な大雨とな
り、相模原市での交通網寸断や
箱根町での箱根登山鉄道の橋脚
流出など各地に甚大な被害

10／22・‌�皇位継承に伴う「即位の礼」の
中心儀式で、天皇陛下が即位を
内外に宣言される「即位礼正殿
の儀」は皇居・宮殿で行われ、
外国の元首や各界の代表者ら約
2,000人が参列した

10／31・‌�那覇市にある世界遺産の首里城
で火災、「正殿」などが全焼

11／２・‌�アジア初開催となるラグビーＷ
Ｃ2019日本大会は、南アフリカ
の優勝で全試合日程を終了。日
本は目標のベスト８入りを果た
す

令和２年
（2020）

１／７・‌�中国湖北省武漢市の保健機関に
より報告された原因不明の肺炎
について、原因が新種のコロナ
ウイルスと特定

１／28・‌�新型コロナウイルス対策で、政
府は日本人の退避を目的に中
国・武漢に民間チャーター機を
派遣。31日までに第３便まで実
施し、565人が帰国

１／31・‌�英国は正式に欧州連合（ＥＵ）
を離脱。ＥＵからの加盟国離脱
は初めて
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２／７・‌�バス協会は、神奈川県と「災害時における緊急輸送等
に関する協定」を締結。発災時に県の要請に基づき、
被災者や滞留者等の搬送に協力する

２／19・‌�横浜港で検疫中のクルーズ船「ダイヤモンド・プリン
セス」で隔離されていた乗客のうち、新型コロナウ
イルス感染が確認されなかった約500人の下船を開始。
下船後、運航会社から依頼を受けた会員バス会社等が
ターミナル駅などに搬送

３／１・‌�運行管理者試験センターは、新型コロナウイルス感染
拡大を防ぐため、令和元年度第２回運行管理者試験を
中止

３／30・‌�国交省は、訪日外国人旅行者の移動ニーズへの対応と
車いす等利用者のリフト付き利用の確保を行うため、
通常の営業区域よりも広域的に貸切バスを提供できる
特例措置を１年間延長

３／31・‌�国交省は、新型コロナウイルス感染症の影響により稼
働しないこととなった事業用自動車の定期点検につい
て、一定の要件を満たす場合には定期点検実施の義務
がかからないものとした

５／14・‌�日本バス協会は、「バスにおける新型コロナウイルス
感染予防対策ガイドライン」を策定（令和２年７月21
日改訂）

６／５・神奈川県バス協会新会長に田中伸介氏就任
６／19・‌�貸切バス旅行連絡会（構成員：日本バス協会、日本旅

行業協会、全国旅行業協会）は、「貸切バスにおける
新型コロナウイルス対応ガイドライン」を策定（令和
２年７月21日改訂）

３／11・‌�新型コロナウイルスの感染拡大
で、日本高校野球連盟は、選抜
高校野球大会の中止を発表。選
抜大会の中止は初。その後、夏
の全国高校野球選手権大会も中
止

３／14・‌�ＪＲ山手線と京浜東北線の新駅
「高輪ゲートウエイ駅」が開業。
山手線の新駅は49年ぶり

３／24・‌�東京オリンピック・ パラリン
ピックが史上初の延期となり、
開会式は2021年７月23日開催と
決定

４／７・‌�安倍首相は新型コロナウイルス
感染症の拡大を受けて、「緊急事
態宣言」を発令。対象は東京都
の他、神奈川県、千葉県、埼玉
県、大阪府、兵庫県、福岡県の
７府県。宣言は５月25日に全面
解除されたが、その後も各地で
クラスター（感染集団）が発生

　　　・‌�政府は、「新型コロナウイルス感
染症緊急経済対策」を実施する
ため、追加の歳出を約25兆円と
する令和２年度補正予算を閣議
決定（５／27第２次､ 12／15第
３次補正予算を閣議決定）

７／３・‌�ＪＲ東海は、リニア中央新幹線
の27年開業が困難になったとの
見解を表明

８／21・‌�国交省は、自動車運送事業の運転者不足に対応する取
組みとして「働きやすい職場認定制度」を創設

９／16・‌�内閣総理大臣指名選挙において、
自民党の菅義偉総裁が第99代内
閣総理大臣に任命
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10／28・‌�ＪＲ東日本とＪＲ東海は、21年
３月期連結決算の業績予想を発
表し、1987年の分割民営化以降、
ともに初の赤字に転落する見通
しとなった。全日本空輸を傘下
に持つＡＮＡホールディングや
日本航空も巨額赤字の見通しを
示した

11／３・‌�米大統領選が行われ、投開票か
ら数日間、勝者が判明しない異
例の展開の末、民主党のジョー・
バイデン前副大統領が当選確実
となった

令和３年
（2021）

２／７・‌�国交省は、大雪により関越道や北陸道において多くの
大型車両が路上に滞留する事案が発生したことを踏ま
え、バス事業者が冬用タイヤの安全性を確認すること
をルール化

３／30・‌�国交省は、訪日外国人旅行者の移動ニーズへの対応と
車いす等利用者のリフト付き利用の確保を行うため、
通常の営業区域よりも広域的に貸切バスを提供できる
特例措置を１年間延長

　　　・‌�国交省は、2025年度までを計画期間とする「事業用自
動車総合安全プラン2025」を策定。事業用自動車に係
る新たな総合安全対策を取りまとめた

６／18・‌�国交省は、貸切バスの輸送の安全確保のため、全国各
地で貸切バス事業者を対象とした講習会を開催

１／７・‌�第２回新型コロナウイルス感染
症緊急事態宣言が発出（１月８
日～３月21日まで）

１／10・‌�福井県、富山県など日本海側を
中心に記録的な大雪となり、北
陸自動車道で一時車両が1,000
台、東海北陸自動車道で一時200
台が立ち往生。除雪作業中の事
故などで死者も出た

１／20・‌�米国で民主党のジョー・バイデ
ン前副大統領が第46代大統領に
就任。副大統領には、女性初、
黒人としても初となるカマラ・
ハリス前上院議員が就いた

２／17・‌�新型コロナウイルスのワクチン
接種が国内で始まった。全国の
国立病院など100カ所の医師や看
護師ら約４万人が先行接種の対
象

４／11・‌�ゴルフの松山英樹が米マスター
ズ・トーナメントで初優勝。日
本男子のメジャー大会制覇は史
上初

４／22・‌�横浜市の桜木町駅前より新港地
区まで汽車道沿いの約630メート
ルに日本初の常設都市型ロープ
ウェイが運行開始

４／23・‌�第３回新型コロナウイルス感染
症緊急事態宣言が発出（４月25
日～９月30日まで）
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７／28・神奈川県バス協会新会長に平位 武氏就任
９／30・‌�日本バス協会は、「貸切バス事業者安全性評価認定制

度」において新たに149者が認定され貸切バス事業者の
半数以上（54.8％）の2,076者が認定事業者となった。

10／29・‌�国交省は、新型コロナウイルス感染状況の改善に伴う
貸切バスを用いた旅行需要の回復に備え、「安全・安心
な貸切バスの運行に向けた取組について」を公表

12／27・‌�「一般乗合旅客自動車運送事業の運賃及び料金の上限の
認可に関する処理方針」が一部改正され、「人件費」の
費用算定について、これまでの「ブロック平均」と和
半する方式から、「全産業平均」と和半する方式に変更
になった（12／28以降申請から適用）

７／23・‌�新型コロナウイルス感染症の世
界的流行の影響により、近代オ
リンピック史上初めての延期を
経て、無観客により開催。日本
は史上最多の金メダル27個を獲
得

10／４・‌�内閣総理大臣指名選挙において、
自民党の岸田文雄総裁が第100代
内閣総理大臣に任命

10／５・‌�米プリンストン大の真鍋淑郎氏
がノーベル物理学賞を受賞

11／18・‌�米大リーグの今季最優秀選手
（MVP）に投打の「二刀流」で
歴史的な活躍を見せたエンゼル
スの大谷翔平が初受賞

11／26・‌�新型コロナウイルスの新たな変
異株が南アフリカで検出され、
世界保険機関（WHO） はギリ
シャ文字にちなんで「オミク
ロン株」 と命名し、 最も警戒
度が高い「懸念される変異株
（VOC）」に指定

令和４年
（2022）

２／４・�中国・北京にて第24回冬季オリン
ピック開催。日本選手団は冬季五
輪で最多の18個（金：３、銀：６、
銅：９）のメダルを獲得

２／24・�ロシアがウクライナへの侵攻を
開始。これを受けて、ウクライ
ナのゼレンスキー大統領はロシ
アとの国交断絶を発表し、ウク
ライナ全土に戒厳令並びに総動
員令を発令

　　　・�原油価格の主要な国際指標が急
騰。 テキサス産軽質油（WTI）
の先物価格は、約７年７ヶ月ぶ
りに一時、１バレル＝100ドルを
上回った
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３／29・�国交省は、運転者の視野障害が原因となる事故を防ぐ
ため自動車運送事業者が知っておくべき内容や取り組
む際の手順等を具体的に示した「自動車運送事業者に
おける視野障害対策マニュアル」を策定

４／22・�国交省は、新型コロナウイルス感染症の影響拡大によ
り減少した貸切バスの需要が徐々に回復することが予
想されることから、貸切バス事業者を対象とした事業
者講習会及び街頭指導を全国一斉に実施（４月下旬～
７月中旬）

４／26・�道路交通法における第二種運転免許の受験資格の見直
しに伴い、「旅客自動車運送事業事業用自動車の運転者
の要件に関する政令の一部を改正する政令」が閣議決
定をされた。これにより運転者の年齢要件及び経験年
数要件が引き下げられることとなった（令和４年５月
13日施行）

６／３・神奈川県バス協会新会長に堀 康紀氏就任

７／29・�国交省は、乗合運賃の上限認可に際して、新型コロナ
感染症の影響を勘案した算定方式にする旨の事務連絡
を発出（「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた
一般乗合旅客自動車運送事業の運賃の上限認可に関す
る取扱いについて」（令和４年７月29日付け事務連絡、
自動車局旅客課バス事業活性化調整官））

８／22・�愛知県名古屋市北区の名古屋高速道路において、高速
乗合バスが乗客を乗せ運行中に横転し、炎上した。こ
の事故により、２名が死亡、７名が負傷した。国土交
通省は事故発生直後に事業用自動車事故調査委員会に
調査を要請

４／１・�日本の成人年齢を18歳に引き下
げる改正民法が施行

４／23・�北海道知床半島の沖合で乗客乗
員26人を乗せた観光船が沈没し
た（死者18名、行方不明８人）

７／８・�奈良県奈良市の大和西大寺駅北
口で、自民党の安倍晋三元首相
が選挙演説中に手製銃で銃撃さ
れ、同日夕方、死亡が確認され
た

９／８・�英連邦王国女王のエリザベス２
世が静養先であるスコットラン
ドのバルモラル城で老衰により
崩御

10／１・�乗合バスの運賃改定を実施（川崎市バス、箱根登山バ
ス、伊豆箱根バス）消費増税以外では約25年～27年ぶり

　　　・�横浜市の敬老特別乗車証及び川崎市の高齢者特別乗車
証等について、従来の紙製の券からICカードに変更

10／13・�静岡県小山町の県道（通称ふじあざみライン）におい
て、貸切バスが乗客を乗せ運行中に横転し、１名が死
亡、27名が重軽傷を負った。国土交通省は事故発生直
後に安全対策及び事故防止対策を図るよう通達を発出
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11／５・�バス協会主催による「バス利用感謝デー2022」を海老
名駅西口において、乗合バス13事業者他の参加により
開催し、約18,000人が入場

12／20・�国交省は、令和４年９月、送迎用のバスに置き去りに
された女児が死亡するという静岡県で起きた事案を受
け、「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置の
ガイドライン」を策定

10／20・�東京外国為替市場で円相場が一
時、 １ﾄﾞﾙ＝150円台まで下落。
バブル期の1990年８月以来、約
32年ぶりの円安水準を更新

10／29・�韓国・ソウルの梨泰院で群衆事
故が発生。155人が死亡

11／15・�国連は、世界の人口が80億人に
達したと発表

11／20・�FIFAワールドカップ カタール
大会開催。日本は予選リーグで
４度の優勝を誇るドイツに勝利

令和５年
（2023）

３／１・�川崎鶴見臨港バス（株）は、川崎駅から水江町までの
路線において、川崎市初となるハイブリッド連節バス
を使用したＢＲＴ（バス高速輸送システム）の運行を
開始

３／16・�川崎市内の乗合バスの運賃改定を実施（東急バス、川
崎鶴見臨港バス）

３／18・武相地域の乗合バスの運賃改定を実施（江ノ電バス）

５／15・川崎市内の乗合バスの運賃改定を実施（小田急バス）
５／19・�国交省は、道路運送法施行規則の一部を改正し、乗合

バスの上限運賃の認可に係る地方運輸局長権限を大幅
に拡大

５／20・�武相地域の乗合バスの運賃改定を実施（相鉄バス）
５／21・�福井県永平寺町において、全国で初めて運転者を配置

しないレベル４での自動運転移動サービスが開始

３／18・�相模鉄道と東急電鉄は相鉄線羽
沢横浜国大駅から東急線日吉駅
までを結ぶ路線を開業。横浜西
部や県央方面から東京都心への
アクセスが一層向上。沿線地域
の活性化も期待される

３／22・�野球の世界一を争う第５回WBC
で、日本が３大会ぶり通算３度
目の優勝を果たした

５／８・�新型コロナウイルス感染症の感
染症法上の分類が季節性インフ
ルエンザと同じ「５類」に引き
下げられた。５類移行までに国
内で累計約3,383万人が感染し、
約７万人が死亡

５／30・�三菱ふそうと日野自動車は、経
営統合と水素など次世代技術の
実用化に向けた基本合意書を締
結。電気自動車シフトが急激に
進む自動車業界で再編が相次ぐ
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５／31・�国交省は、運賃の上限認可手続きの迅速化を図るため
一般乗合旅客自動車運送事業の運賃及び料金の上限の
認可に関する処理方針等を改正

７／１・�神奈川県西部地域の乗合バスの運賃改定を実施（富士
急湘南バス）

７／１・�横浜均一地区以外の乗合バスの運賃改定を実施（神奈
川中央交通）

８／１・�国交省は、乗務員等のプライバシーに配慮し、安心し
て働ける職場環境の整備を促進するため、バス車内に
おける乗務員等の氏名の掲示義務を廃止

８／25・�国交省は、貸切バスの新たな運賃・料金を公示。現状
の社会経済情勢に見合った運賃料金を収受できるよう
にするとともに、ドライバーの待遇改善や安全投資へ
の取り組みを促進するため、幅運賃制度を撤廃し、基
準運賃を下限額とする見直しが行われた

９／１・�横浜均一地区以外の乗合バスの運賃改定を実施（京浜
急行バス）

10／10・�国交省は、令和４年10月に静岡県で発生した貸切バス
の横転事故（死傷者計29名）を踏まえ、旅客自動車運
送事業運輸規則について、所要の改正等を実施

11／11・�バス協会主催による「バス利用感謝デー2023」を横浜
において、乗合バス13事業者他の参加により開催し、
約20,000人が入場

７／25・�中古車販売大手ビッグモーター
で、従業員が車体を傷つけて修
理範囲を広げるなどして、自動
車保険の保険金を不正請求して
いたことが発覚

８／23・�第105回全国高校野球選手権記念
大会で、神奈川県代表の慶応が
107年ぶり２度目の優勝

10／１・�米大リーグ・エンゼルスの大谷
翔平選手が44本塁打で日本人初
の本塁打王となった。12月９日
にドジャーズへの移籍を発表。
総額７億ドル（約1,015億円）の
10年契約は、スポーツ史上最高
額とされる

10／７・�パレスチナ自治区ガザを実行支
配するイスラム主義組織ハマス
がイスラエルに奇襲攻撃。イス
ラエルが報復

12／14・�自民党最大派閥の安部派による
政治資金パーティー収入の裏金
化疑惑が判明し、岸田首相が松
野官房長官ら４閣僚と５人の副
大臣を交代させる事態となった

12／26・�車両の認証不正で国内全車種の
出荷を停止したダイハツ工業は、
国内にある完成車工場の生産を
全て停止
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令和６年
（2024）

１／９・�神奈川県からバス協会に能登半島地震被災地への消防
援助隊の送迎要請があり、貸切会員５社が対応。１月
12日から２月13日まで11回運行し、延べ3,508人を輸送

２／27・�令和６年１月２日に発生した羽田空港航空機衝突事故
に際し、羽田空港到着時刻の遅延等の影響を受けた旅
客の方々の臨時運行対応を行った功労に対し、関東運
輸局長より会員事業者が感謝状を拝受

３／24・横浜市内の乗合バスの運賃改定を実施（東急バス）

４／１・�旅客自動車運送事業運輸規則等の改正により、貸切バ
ス事業者の安全対策の強化を図るため「点呼記録の動
画保存の義務化」等を順次実施

６／１・横浜市内の乗合バスの運賃改定を実施（小田急バス）

７／30・�バス協会は、公立中学校長会他に対し、修学旅行等の
学校行事における実施時期の分散化に関する要望書を
手交

８／30・�国交省は、完全キャッシュレスバス及びデジタル公示
関係に伴い乗合及び貸切の標準運送約款を改正

９／８・�バス協会は、 横浜市役所において、「バス魅力発見
デー」として、バスの魅力を発信するイベントのほか、
各バス会社による乗務員募集会社説明会を開催

９／20・�日本バス協会は、バス事業を取り巻く厳しい状況を打
破すべく、今後の10年を見据えて業界の取り組み方針
をまとめた「バス再興 10年ビジョン」を策定

１／１・�石川県能登地方で震度７を観測。
広い範囲に津波が到達し、400人
以上が死亡

１／２・�羽田空港の滑走路で日本航空の
旅客機と海上保安機が衝突、炎
上。海保機の乗員５人が死亡

２／15・�2023年の名目国内総生産（GDP）
がドイツに抜かれて世界４位に
転落

２／22・�東京株式市場で、日経平均株価
がバブル期に記録した史上最高
値を34年ぶりに更新

７／３・�日本銀行は、20年ぶりとなる新
紙幣を発行

７／13・�米ペンシルベニア州バトラーで
トランプ前大統領を狙った暗殺
未遂事件が発生

８／　・�８月以降、東京、千葉、埼玉、
神奈川を中心に「闇バイト」に
よる強盗事件が20件以上発生

９／19・�米大リーグ・ドジャースの大谷
翔平選手が、メジャー史上初の
「50本塁打、50盗塁」を達成

11／１・�国交省は、全国で18事業者29路線において、完全キャッ
シュレスバスの実証運行を順次実施

11／２・�バス協会主催による「バス利用感謝デー2024」を荒天
のため延期

12／４・�日本海事協会は、ドライバー不足解消に向けて、在留
資格「特定技能」の取得に必要となる「自動車運送業
分野」特定技能１号評価試験の申請受付を開始

10／１・�内閣総理大臣指名選挙において、
自民党の石破茂総裁が第102代内
閣総理大臣に任命

10／11・�ノーベル賞委員会は、ノーベル
平和賞を「日本原水爆被害者団
体協議会」に授与すると発表

11／３・�プロ野球の日本シリーズ第６戦
で、横浜DeNAベイスターズが
福岡ソフトバンクホークスを下
し、26年ぶりの日本一

12／３・�韓国のユンソンニョル大統領は、
政党活動を禁止し、報道機関の
活動などを制限する戒厳令を宣
布

12／８・�内戦が続いていたシリアのアサ
ド政権が崩壊
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年　号 バ　ス　事　業　関　係　略　年　譜 国 内 外 の で き ご と

令和７年
（2025）

２／22・�バス協会主催による「バス利用感謝デー2024」を海老
名駅西口において、乗合バス16事業者他の参加により
開催し、約21,000人が入場

３／３・�神奈川県からバス協会に対し、大船渡山林火災への消防
援助隊の送迎要請があり、貸切会員７社が対応。３月６
日から３月13日まで５回運行し、延べ1,355人を輸送

３／15・�横浜市内の乗合バスの運賃改定を実施（相鉄バス）
３／18・�川崎市内・横浜市内の乗合バスの運賃改定を実施（川

崎鶴見臨港バス）
　　　・�横浜市内の乗合バスの運賃改定を実施（京浜急行バス）

６／５・神奈川県バス協会新会長に野村正人氏就任

７／24・�県バス協会は愛川町と「災害時等におけるバスによる
人員等の輸送に関する協定」を締結

９／26・�国交省は、バス運転者の賃金引上げ原資を確保するた
め、貸切バスの新たな運賃・料金を公示

10／１・川崎市内の乗合バスの運賃改定を実施（東急バス）
　　　・神奈川県内の乗合バスの運賃改定を実施（箱根登山バス）

１／20・�米国のドナルド・トランプ氏が
第47代大統領に就任し、第２次
トランプ政権が発足

２／14・�農林水産省は、昨夏から続くコ
メ価格の高騰を受け、政府備蓄
米21万トンを大手集荷業者を対
象に放出

４／13・�大阪・ 関西万博が開幕。「いの
ち輝く未来社会のデザイン」を
テーマに、10月13日までの会期
中に2,557万人が来場

６／３・�プロ野球・読売巨人軍の選手、
監督として活躍し、「ミスター
ジャイアンツ」と呼ばれた長島
茂雄・巨人軍終身名誉監督が死
去

10／21・�自民党の高市早苗総裁が104代首
相に指名された。女性首相は憲
政史上初めて

11／23・�バス協会主催による「バス利用感謝デー2025」をパシ
フィコ横浜において、会員バス16事業者他の参加によ
り開催し、約22,000人が入場

12／12・�ハローワーク相模原、相模原市及びバス協会は、神奈
川中央交通（株）の協力のもと、秦野研修センターに
おいて「バス運転体験会」を実施

11／７・�高市首相の「台湾有事が「存立
危機事態」になり得る。」と答弁
したことに対して、中国の習近
平政権は答弁撤回を求め、日本
への渡航自粛など、経済的威圧
を強めた

12／５・�環境省は、今年４月～11月のク
マによる被害者数は、過去最高
の21都道府県230人（速報値）と
発表

12／10・�大阪大特任教授の坂口志文さん
がノーベル生理学・医学賞を、
京都大特別教授の北川進さんが
化学賞を受賞
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15．乗合バス事業者連絡先

事　業　者　名 〒 住　　　　　　　　　　所 電　　　話

⃝ 京 浜 急 行 バ ス ㈱ 220-0011 横浜市西区高島1-2-8 （045）264-6880
・新 子 安 営 業 所 221-0022 横浜市神奈川区守屋町3-14 （045）453-3960
・杉 田 営 業 所 235-0033 横浜市磯子区杉田5-30-1 （045）771-5411
・能 見 台 営 業 所 236-0057 横浜市金沢区能見台2-1-3 （045）771-9248
・追 浜 営 業 所 237-0061 横須賀市夏島町2873-12 （046）866-2311
・鎌 倉 営 業 所 248-0014 鎌倉市由比ガ浜2-1-12 （0467）23-2553
・逗 子 営 業 所 249-0006 逗子市逗子2-1-30 （046）873-5511
・衣 笠 営 業 所 238-0031 横須賀市衣笠栄町3-1-4 （046）851-5500
・三 崎 営 業 所 238-0242 三浦市東岡町11-63 （046）882-6020
・久 里 浜 営 業 所 239-0806 横須賀市長瀬2-11-1 （046）827-7146

⃝ 横 浜 市 交 通 局 231-0005 横浜市中区本町6-50-10　横浜市役所19F （045）671-3189
・保 土 ケ 谷 営 業 所 240-0001 横浜市保土ケ谷区川辺町4-2 （045）331-2401
・若 葉 台 営 業 所 241-0801 横浜市旭区若葉台2-15-1 （045）921-0581
・浅 間 町 営 業 所 220-0072 横浜市西区浅間町4-340-1 （045）311-2251
・滝 頭 営 業 所 235-0012 横浜市磯子区滝頭3-1-33 （045）751-5548
・本 牧 営 業 所 231-0822 横浜市中区本牧元町45-1 （045）621-1071
・港 南 営 業 所 234-0055 横浜市港南区日野南3-1-1 （045）833-1511
・港 北 営 業 所 222-0032 横浜市港北区大豆戸町581 （045）545-1804
・鶴 見 営 業 所 230-0052 横浜市鶴見区生麦1-3-1 （045）501-0701
・緑 営 業 所 226-0006 横浜市緑区白山1-10-1 （045）931-2266
・磯 子 営 業 所 235-0023 横浜市磯子区森3-1-19 （045）751-7581

⃝ 神 奈 川 中 央 交 通 ㈱ 254-0811 平塚市八重咲町6-18 （0463）22-8833
・横 浜 営 業 所 247-0013 横浜市栄区上郷町710-2 （045）891-7111
・舞 岡 営 業 所 244-0813 横浜市戸塚区舞岡町3511 （045）822-6121
・戸 塚 営 業 所 245-0018 横浜市泉区上飯田町4481-1 （045）304-8050
・藤 沢 営 業 所 251-0042 藤沢市辻堂新町3-4-23 （0466）36-5121
・茅 ヶ 崎 営 業 所 253-0002 茅ヶ崎市高田4-1-15 （0467）52-7101
・平 塚 営 業 所 254-0013 平塚市田村4-5-4 （0463）55-7700
・秦 野 営 業 所 257-0031 秦野市曽屋620-1 （0463）81-1803
・伊 勢 原 営 業 所 259-1146 伊勢原市鈴川24 （0463）95-2366
・厚 木 営 業 所 243-0203 厚木市下荻野1200-9 （046）241-2626
・厚 木 北 営 業 所 243-0201 厚木市上荻野3596-1 （046）291-2123
・津 久 井 営 業 所 252-0159 相模原市緑区三ヶ木331 （042）784-0661
・相 模 原 営 業 所 252-0335 相模原市南区下溝3038 （042）778-6793
・大 和 営 業 所 242-0001 大和市下鶴間2775-1 （046）274-3239
・綾 瀬 営 業 所 252-1125 綾瀬市吉岡東2-9-1 （0467）79-2180
・中 山 営 業 所 241-0003 横浜市旭区白根町967-2 （045）444-8666
・橋 本 営 業 所 252-0131 相模原市緑区西橋本4-11-1 （042）775-0850
・井 田 営 業 所 213-0024 川崎市高津区明津98 （044）777-6888

⃝ 川 崎 鶴 見 臨 港 バ ス ㈱ 210-0818 川崎市川崎区中瀬3-21-6 （044）280-3462
・浜 川 崎 営 業 所 210-0852 川崎市川崎区鋼管通5-3-23 （044）344-2386
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事　業　者　名 〒 住　　　　　　　　　　所 電　　　話

・神 明 町 営 業 所 212-0022 川崎市幸区神明町1-73 （044）533-3111
・塩 浜 営 業 所 210-0826 川崎市川崎区塩浜3-10-10 （044）266-0611
・鶴 見 営 業 所 230-0071 横浜市鶴見区駒岡1-28-9 （045）571-4263
・鶴 見 駅 前 車 庫 230-0062 横浜市鶴見区豊岡町1-51 （045）575-3100
・上 平 間 営 業 所 211-0013 川崎市中原区上平間1140 （044）522-6492

⃝ 箱 根 登 山 バ ス ㈱ 250-0003 小田原市東町5-33-1 （0465）35-1201
・小 田 原 営 業 所 250-0003 小田原市東町5-33-1 （0465）35-1271
・小 田 原 駅 前 案 内 所 250-0011 小田原市栄町1-1-3 （0465）22-1124
・箱 根 町 案 内 所 250-0521 足柄下郡箱根町箱根161-1 （0460）83-6009
・桃 源 台 案 内 所 250-0522 足柄下郡箱根町元箱根164 （0460）84-8313
・関 本 案 内 所 250-0105 南足柄市関本602-3 （0465）74-0043
・箱 根 山 崎 営 業 所 250-0311 足柄下郡箱根町湯本40-4 （0460）83-9022
・湯 本 案 内 所 250-0311 足柄下郡箱根町湯本706-35 （0460）85-5583
・仙 石 案 内 所 250-0631 足柄下郡箱根町仙石原227-1 （0460）84-8205
・湯 河 原 営 業 所 259-0305 足柄下郡湯河原町城堀12-1 （0465）62-2776

⃝ 伊 豆 箱 根 バ ス ㈱ 411-8533 静岡県三島市大場300 （055）977-1211
・小 田 原 営 業 所 250-0055 小田原市久野465 （0465）34-0333
・小 田 原 駅 前 案 内 所 250-0011 小田原市栄町1-1-1 （0465）22-3166
・湯 河 原 駅 前 案 内 所 259-0304 足柄下郡湯河原町宮下661 （0465）62-2555

⃝ 江 ノ 島 電 鉄 ㈱ 251-0035 藤沢市片瀬海岸1-8-16 （0466）24-2711

⃝ 東 急 バ ス ㈱ 153-8518 東京都目黒区東山3-8-1 （03）6412-0109
・高 津 営 業 所 213-0001 川崎市高津区溝口5-14-1 （044）833-3241
・新 羽 営 業 所 223-0057 横浜市港北区新羽町1927 （045）531-7325
・青 葉 台 営 業 所 227-0053 横浜市青葉区さつきが丘7 （045）973-5841
・虹 が 丘 営 業 所 215-0013 川崎市麻生区王禅寺963-8 （044）988-7979
・東 山 田 営 業 所 224-0023 横浜市都筑区東山田4-35-1 （045）592-1101

⃝ 川 崎 市 交 通 局 210-0006 川崎市川崎区砂子1-8-9　川崎御幸ビル9階 （044）200-3210
・上 平 間 営 業 所 211-0013 川崎市中原区上平間1140 （044）522-6492
・塩 浜 営 業 所 210-0826 川崎市川崎区塩浜2-2-1 （044）288-0972
・井 田 営 業 所 213-0024 川崎市高津区明津98 （044）777-6888
・鷲 ケ 峰 営 業 所 216-0014 川崎市宮前区菅生ケ丘41-1 （044）977-5222

⃝ 相 鉄 バ ス ㈱ 220-0004 横浜市西区北幸2-9-14 （045）319-2321
・綾 瀬 営 業 所 252-1121 綾瀬市小園847 （0467）78-5681
・横 浜 営 業 所 240-0061 横浜市保土ケ谷区峰沢町112-1 （045）331-1071
・旭 営 業 所 241-0806 横浜市旭区下川井町393 （045）955-1101

⃝ 富士急 モ ビ リ テ ィ ㈱ 412-0043 静岡県御殿場市新橋999 （0550）82-1333
・湘 南 営 業 所 258-0003 足柄上郡松田町松田惣領360 （0465）84-0093
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事　業　者　名 〒 住　　　　　　　　　　所 電　　　話

⃝ 小 田 急 バ ス ㈱ 182-8567 東京都調布市仙川町2-19-5 （03）5313-8220
・登 戸 営 業 所 214-0014 川崎市多摩区登戸3816 （044）712-3811
・新百合 ヶ 丘営業所 215-0017 川崎市麻生区王禅寺西4-14-5 （044）299-9196

⃝ ㈱ 江 ノ 電 バ ス 251-0035 藤沢市片瀬海岸1-8-16 （0466）24-2714
・湘 南 営 業 所 251-0014 藤沢市宮前1 （0466）55-1001
・鎌 倉 営 業 所 247-0051 鎌倉市岩瀬1120-2 （0467）46-5191
・横 浜 営 業 所 233-0002 横浜市港南区上大岡西3-2-21 （045）842-6921

⃝ 大 新 東 ㈱ 182-0021 東京都調布市調布ヶ丘3-6-3 （03）6632-5025
・レイディアントシティ営業所 236-0043 横浜市金沢区大川7-4-106 （045）791-7151
・神 奈 川 営 業 所 224-0001 横浜市都筑区中川3-29-18　ラリーグラス209号 （045）287-3805

⃝ ㈱ フ ジ エ ク ス プ レ ス 108-0023 東京都港区芝浦4-20-47 （03）3455-2211
・横 浜 営 業 所 231-0801 横浜市中区新山下3-5-8 （045）622-7555

⃝ 横 浜 交 通 開 発 ㈱ 222-0033 横浜市港北区新横浜3-18-16　新横浜交通ビル7階 （045）620-7382
・磯 子 営 業 所 235-0023 横浜市磯子区森3-1-19 （045）754-5176
・緑 営 業 所 226-0006 横浜市緑区白山1-10-1 （045）931-2266

⃝ ベイラインエクスプレス㈱ 210-0826 川崎市川崎区塩浜2-10-1 （044）276-0077

⃝ ㈱ 桜 　 交 　 通 961-0045 福島県白河市合戦坂15 （0248）22-3323
・神 奈 川 営 業 所 252-0029 座間市入谷西4-12-22 （046）254-2400

⃝ ㈱ ア イ ビ ー エ ス 105-0021 東京都港区芝大門2-9-15 第二神明ビル6F （03）6264-5288
・神 奈 川 営 業 所 210-0869 川崎市川崎区東扇島90 （044）281-2188
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